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PROLOGUE







　今より二年前。

　まだ宗主パトリアークになったばかりの頃ころの勇ゆう斗とは、スマートフォンを使い、それこそ死にもの狂いで日夜勉強に励はげんでいた。

　学ばねばならないことはあまりに多く、それでいてスマートフォンの起動時間は三〇分とあまりにも短い。

　だが、後から思い返せば、逆にそれが良かったのかもしれない。

　集中して必死に頭に叩たたき込こむことができたのは、時間が限られていたからこそという側面はあったような気がする。

　勇斗が書物として最も参考にしたのは、君主としては「君主論」、将としては「孫そん子し」である。

　そして生き様の手本としたのが、祖国の英えい雄ゆう、戦国の覇は王おう、織お田だ信のぶ長ながであった。

　彼かれは旧きゆう態たい依い然ぜんとした慣習を打破し、合理性に基もとづく様々な改革を成なし遂とげた男である。

　当時の複雑な税体系の一本化。

　楽市楽座に見られる経済政策。

　兵農分ぶん離り。

　三さん間げん半はん槍やりによる集団戦術。

　新兵器『鉄てつ砲ぽう』の画期的運用。

　などなど、数え上げれば切りがない。

　勇斗もまた、弱小である《狼おおかみ》を盛り立てていくには、様々な改革を為なさねばならぬ立場であった。

　信長の歩いた道筋は、勇斗にとってまさに最高の手本と言えた。

　調べてみて驚おどろいたことは、世間一いつ般ぱんに流る布ふしている冷れい酷こく非道なイメージとは、かけ離はなれた人物だったということである。

　確かに寺社への焼やき討うちなど、自分に逆らう者には一いつ切さいの容よう赦しやをしなかった。

　しかし一方で、裏切り者を幾いく度どとなく許そうとしていたり、民たみに交じって祭りを楽しんだり、夫ふう婦ふ喧げん嘩かした部下の妻に労いたわりの手紙を送ったり、身体からだの不自由な老人を哀あわれに思い施ほどこしをしたりなど、優やさしく人情味豊かな一面も彼はしっかりと持ち合わせていた。

　知れば知るほど、様々な面が見えてくる実に魅み力りよく的てきな人物であった。

「一度会って、話を聞いてみてえなぁ」

　叶かなわない願いであることは、百も承知である。

　単なる思いつきを、適当に口にしただけのことだ。

　だが、この言葉が後に実現することになるなど、この時の勇斗は夢にも思っていなかった。







PROLOGUE II







「《鋼はがね》討とう伐ばつ令れい……？」

　伝令兵の言葉がいまいち呑のみ込めず、リネーアは呆ぼう然ぜんとその言葉をオウム返しすることしか出来なかった。

　年としの頃は一五～六歳さいほど、表情を険しくしながらもなお可か憐れんさが漂ただよう見み目め麗うるわしい少女であるが、ビフレスト一帯からアールヴヘイムのほぼ全域を治める大氏族《鋼》の若頭ナンバー２を務める才さい媛えんである。

　大宗主レギンアーク周防すおう勇ゆう斗との時代を超こえた発想の数々にも、いち早くその先進性に気づくことができる柔じゆう軟なんにして優すぐれた頭脳の持ち主だ。

　その彼かの女じよをしてさえ、受け入れるには数すう瞬しゆんの刻ときを要した。

　それほどまでに、彼女にとっては有り得ないことだったからだ。

「馬ば鹿かな！　なにゆえそのようなものを発せられねばならぬ!?」

　思わず席から立ち上がり、伝令兵へと声を荒あららげる。

　大宗主の結けつ婚こん式しきというこのめでたき場にはそぐわぬ声こわ色いろであったが、もはやそんなことを気にしていられる状じよう況きようではなかった。

　神聖アースガルズ帝てい国こく神帝テイウダンスには大した力はなく、もはや形けい骸がい化かした権けん威いだけの存在にすぎない。

　が、それでも、形式上は現在もこのユグドラシルの紛まぎれもない統治者である。

　彼らが朝敵と定めたということは、すなわち、ユグドラシルの全氏族が《鋼》に兵を挙げる大義名分を得るということだ。

　一方で、《鋼》としては朝敵という「悪」の扱あつかいを受けることとなり、さらに言えば、統治の正当性も失うことになる。

　建前の上だけではあるのだが、宗主はあくまで神帝の代理としてその土地を治めているからだ。

　考えただけで頭が痛くなるリネーアである。

「帝国へはこれまで相当な寄進をしてきた。このような扱いを受ける道理はないはずじゃが……」

　その厳しい顔をさらに渋じゆう面めんにしてそう言ったのは、《狼おおかみ》の宗主ヨルゲンである。

　前述のように帝国を敵に回すのは極きわめて厄やつ介かいで、加えて、味方につければその権威を存分に利用することができる。

　ゆえに《鋼》では、その前身である《狼》時代から、ガラス製品で得た利益を惜おしげも無く使って、かなりの量の金銀財宝を帝国に寄進し、尽つくしてきた。

　にもかかわらずのこの事態に、彼もわけがわからない様子だった。

「朝敵とは、いったいどういうことじゃ？」

「大宗主様はいったい何をなさったのだ!?」

「わしが覚えておる限り、神帝陛下がそんなものが発せられることなど一度もなかったぞ」

　リネーアにやや遅おくれて、討伐令の意味を理解した来らい賓ひんたちが、にわかにざわめき出す。

　神や迷めい信しんがまだところどころに息づく世界である。双そう紋もんという神秘的な力を代々受うけ継つぐ神帝に、畏い敬けいの念を持つ者も少なくない。

　不安が不安を呼ぶ中、

「うろたえるな！」

　雷かみなりのごとき一いつ喝かつが響ひびき渡わたる。

　瞬しゆん間かん、たちまち神殿ホルグル内は水を打ったように静まり返る。

「想定の範はん囲い内ないだ。うろたえることなど何もない。式を続けるぞ」

　淡たん々たんと何事もなかったように言い切ったのは、式の花はな婿むこを務めていた少年だ。

　年は一七歳と極めて若いが、彼――周防勇斗は山さん間かんの弱小氏族に過ぎなかった《狼》を、たった二年でユグドラシルでも三指に入る大勢力へと導いた稀き代だいの英雄である。

　その身に纏まとう威い厳げんや貫かん禄ろくは尋じん常じようなものではない。

「さすがは父上だ」

　リネーアは心からの尊敬の眼まな差ざしを勇斗に向ける。

　この結婚式の場にいるのは、各氏族の宗主、若頭かしら、若頭補佐ほさといった重じゆう鎮ちんばかりである。

　そんな彼らをたった一言で凍こおりつかせ黙だまらせるなど、《鋼》広しといえど、できるのは彼ぐらいのものだろう。

　加えて、このような事態にも、まったく動転することなく泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度を貫つらぬいている。

　実に頼たのもしい限りであった。

「やはり父上以外の男性など、考えられぬな」







ACT 1







「ユウト様！　ミツキ様、お幸せにー！」

「おめでとうございまーす！」

「《鋼はがね》万ばん歳ざい！」

　市民からの歓かん声せいが、ギムレーの街中から湧わき起こっていた。

　結婚式の最後を飾かざる街頭パレードである。

　大通りの両りよう脇わきには、勇ゆう斗とたちの姿を一目見ようと溢あふれんばかりの人がごった返している。

　勇斗と美み月つきは、金銀によって装そう飾しよくされた絢けん爛らん豪ごう華かな馬車の上から、そんな市民たちに手を振ふって応こたえていた。

　完全にお祝いムード一色、市民たちの顔にも喜びと楽しさが満みち溢れていたが、

「ったく、面めん倒どうなことになっちまったな」

　肝かん心じんの花婿はといえば、顔に笑えみを張り付かせたまま、盛大に毒づいていた。

　脳のう裏りを占しめるのは、言うまでもなく、神帝が発したという《鋼》討伐令のことである。

「想定内、じゃなかったの？」

　隣となりに座すわる新にい妻づまとなった美月が、にこやかな笑え顔がおを市民に振りまきつつ問うてくる。

「ブラフだよ。上の不安は下に伝でん播ぱするからな。咄とつ嗟さに大したことではないという体ていを装よそおったんだ」

　式を続けさせ、パレードを予定通り行っているのもその一いつ環かんである。

　伝でん書しよ鳩ばとにより、他国を圧あつ倒とう的てきに上回る情報伝達速度を持つこともあり、すぐさま対策を練らねばならないというほどの緊きん急きゆう性せいはないという判断もあった。

「うわぁ、あの一いつ瞬しゆんの間に、よくそこまで冷静に考えられるね」

「戦場では想定外なことなんか日にち常じよう茶さ飯はん事じだからな」

　指揮官はいついかなる状況にあっても冷静さを失わず、表面上は泰然自若としていなければならない。

　常にそう自分を律してきたことが功を奏したと言える。

「とりあえず、この討伐令はリーファ様本人の意思とは思えないんだよな。思いたくないってのもあるけど」

「うん……」

　美月も不安そうに表情をわずかに曇くもらせる。

　去年の秋から春にかけて、リーファはイアールンヴィズに滞たい在ざいしていたが、特に何か失礼があったわけではない。

　むしろ大いに楽しんで過ごしていた。

　勇斗が現代日本に強制送そう還かんされた際には、帰還に力を貸してくれもした。自分で呼よび戻もどしておいて、討伐するというのも実におかしな話である。

「まあ、十中八九、誰だれか別の人間が、リーファ様の名を騙かたって発しているってのが妥だ当とうなところだろうな」

　そして、それが誰なのかも、勇斗はすでに目星をつけていた。

　勇斗の調べでは、現在、神聖アースガルズ帝国は、神帝であるリーファではなく、別の者に完全に牛ぎゆう耳じられていることがわかっている。

　十大列強が一、アースガルズ地方南部を治める大氏族《槍やり》の宗主パトリアークにして、神聖アースガルズ帝国大神官の地位にある男――

「『高座から全てを見渡す者スキルヴイング』ハールバルズ……か」

　その二つ名が示す通り、帝国内の廷てい臣しんたちの弱みから、グラズヘイムから遠く離れた辺境の地で起きたことまで、事細かに掌しよう握あくしているという老人だ。

　グラズヘイム内だけならともかく、この情報伝達速度が二一世紀に比べ遥はるかに遅おそいユグドラシルで、それは脅きよう威い的てきと言うしかない。

《豹ひよう》を併へい呑どんし、ユグドラシルでもおそらくは一、二を争あらそうほどまでに勢力を拡大させた《鋼》を、即そく座ざに封ふうじ込めにかかってきたあたりもさすがと言える。

　まずはユグドラシルを平定する。

　そう誓ちかった勇斗だが、やはりその道は平へい坦たんではなさそうだった。







「クリス！」

　パレードを終え宮きゆう殿でんに戻るや、勇斗は馬車を飛び降り険しい表情で声を張り上げる。

　すでにそこには新しん婚こんらしい甘あまさは欠片かけらもない。

「おそばに」

　返事はすぐ後ろからだった。

　まったく気配を感じなかったが、勇斗は驚くことなく振り返かえる。

　そこにいたのは、年の頃一二～三歳ほどだろうか、まだ幼い少女である。

「新しい情報は入っているか？」

「グラズヘイム方面のものは、この短時間ではさすがに」

「ん、まあ、そうか」

「別件ですが……少々、お耳を拝借してもよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

　腰こしを落とした勇斗に、クリスティーナがそっと耳打ちしてくる。

「《灰はい》宗主ドーグラスの兄貴が、このまま《鋼》の下に付き従うべきかどうか、子分と相談しておりました」

「……相変わらず耳がいいな」

　感かん嘆たんの言葉とともに、勇斗は口くちの端はしを吊つり上あげる。

　可愛かわいらしくあどけない容姿とは裏腹に、このクリスティーナという少女は、気配を殺すことにかけては右に出る者がない諜ちよう報ほうのエキスパートなのだ。

　ドーグラスとて一つの氏族のトップに上のぼり詰つめたほどの男だ。周囲には十分すぎるほど注意を払はらっていたはずである。

　にもかかわらず、こうも易やす々やすと盗ぬすみ聞いてくるのだから、実に頼もしい娘むすめ分ぶんだった。

「まあ、この状況ならそういう奴やつが出てきてもおかしくはない、か」

　淡々と勇斗は呟つぶやく。

　血の繋つながりより深く濃こく、背そむくことは絶対に許されない誓せい盃はいだが、神帝の勅ちよく令れいという大義名分がある。

　今なら、親子の誓ちかいを反ほ故ごにしたとて後ろ指は指されまい。

　生き残れるよう保身に走る者が出るのは、ごく自然の成り行きと言えた。

「やはり、手を打っておいて正解だったな。首しゆ尾びはどうなっている？」

「滞とどこおりなく」

「ほぅ？」

　勇斗がわずかに目を瞠みはらせる。

「意外だな。あのおっさんのことだから、もう少し渋しぶると思っていたんだが」

「ふふっ、帝国よりもお父様を敵に回すほうがよっぽど恐おそろしいみたいです」

「ふむ、まあ、こちらの手はず通り動いてくれるなら好都合だ。よし、傘さん下かの宗主たちに直ただちに円えん卓たくの間に集まるよう通達しろ」

「了りよう解かいいたしました」

　その声とともに、ふっとクリスティーナが勇斗の目の前から掻かき消える。

　いくら勇斗が武芸の面では素人しろうととはいえ、この一瞬でその姿を見失わせるとは、大した隠おん形ぎようの業わざだった。

「まったく娘にしといてよかったぜ」
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　情報は時に鉄やガラスにも勝まさる価値を持つ。

　今回も、ドーグラスの迷いを知らなければ、いざという時に裏切られて、右往左往していたかもしれない。

　事前に知ることで、対策も打てる。

　勇斗が参考書の一つにしている「孫そん子し」でも、間かん者じやは軍の要かなめである、と言い切っている。

　まったくクリスティーナ様々だった。







「よし、皆みな揃そろったようなので、これより評定を始めたいと思う」

　ざっと円卓に座る面々を見渡し、勇斗は宣言した。

　松明たいまつの炎ほのおでオレンジ色に染まった室内には、《鋼》傘下、七つの氏族の主がズラリと並ぶ。

　いずれも一つの氏族をまとめ上げているだけあって、貫禄と風格があった。

「こんな夜分に集まってもらってすまない。だが、理由は皆、わかっていると思う」

　勇斗の言葉に、その場にいる全員が硬かたい顔で頷うなずく。

　それを確かく認にんしてから、

「そう、神帝陛下が発したという《鋼》討伐令だ。陛下がなにゆえこのような触ふれを出だしたのかはわからない。現在、クリスティーナに調べさせている」

「はて、式の折、想定の範囲内と仰おつしやっていなかったか？」

　そう訝いぶかしげに問うてきたのは、《犲やまいぬ》の宗主フンディンである。

《犲》はヒミンビョルグ山脈を根城にする山さん岳がく民みんたちの氏族で、その長である彼もまた、いかにも山の男といった風ふう貌ぼうだった。

　口元はもっさりとひげで覆おおわれ、服から覗のぞく腕うでや胸むな元もとは体毛も濃く、それでいて眼めは鷹たかのように鋭するどい。

「この事態を想定していたのなら、その根こん拠きよがあるはず。それをお教え願えませんか？」

　ジロリと疑ぎ惑わくの視線を向けてくる。

　並みの男ならば、睨にらまれただけで震ふるえ上がるような威い圧あつ感かんがあったが、勇斗はあっさりとその視線を受け止める。

「端たん的てきに言えば、俺おれたちは短期間で大きくなりすぎたってことだ。帝国が取って代わられると恐れを抱いだくほどに、な」

　もっともらしく言ってはいるが、実はパレードの間に考えた即そつ興きようである。

　結婚式で想定の範囲内と言った手前、この手の質問はくるだろうと思っていたのだ。

　だが、それほど的外れだとも思えなかった。

　神帝リーファはともかく、現在帝国の実権を握にぎるハールバルズの思おも惑わくは、おそらくそんなところのはずだ。

「古来、出る杭くいとは打たれるものだ。そこを論じたところで益はない。とりあえず今は帝国の思惑より、俺としてはこの討伐令により起こりうる直近の問題のほうを話し合いたい」

「……わかりました」

　フンディンは頷きはしたものの、納なつ得とくしたとは言いがたい顔をしている。

　それでも黙って引き下がったのは、彼も差さし迫せまった問題があることをわかっていたからだろう。

「この討伐令により、ユグドラシルの氏族全てが《鋼》を攻せめる大義名分を得た。とはいえ、単独で俺たちに刃は向むかおうなんて奇き特とくな宗主もまあいないだろう。国力が違ちがいすぎるからな」

　今《鋼》は、西は《豹》の残党に《蹄ひづめ》、南には《雷いかずち》、東に目を向ければ、《牙きば》に《雲くも》と五つの氏族と国境を接している。

　どの勢力も、今の《鋼》にとっては強敵たり得ない存在だ。

　だが――

「俺が危き惧ぐしているのは、これが周辺氏族が手を組む格好の口実になるということだ。一つ一つは今の《鋼》にとっては大したことはないが、複数を同時に相手どるのは正直きついと言わざるをえない」

　周辺五氏族に加えて、討伐令という大義名分がある以上、それらの氏族が《鋼》とは直接国境を接していない氏族の協力を取り付けてくる可能性まである。

　さすがにそれら全てを相手どるだけの国力は、《鋼》にはない。

　ここにいるのは、それぞれ一つの氏族をまとめ上げる器量の持ち主たちばかりである。

　事の重大さがわからぬはずもなく、暗あん澹たんとした重苦しい空気が漂う。

「そしておそらくはそうなるだろう。帝国以上に、周辺諸氏族こそ俺たち《鋼》に脅きよう威いを感じているはずだからな。渡りに船だったはずだ」

　本来であれば、五つもの氏族が足並みを揃そろえるのは、至難の業である。

　氏族にはそれぞれ思惑があり、利害も絡からむ。それを取りまとめるのは生半可なことではない。

　神帝の討伐令という錦にしきの御み旗はたは、それを可能にする格好の大義名分と言えた。

　歴史を紐ひも解とけば、中国の春秋戦国時代の秦しんに対する合がつ従しよう策さく、日本の戦国時代の織お田だ家けに対する信のぶ長なが包ほう囲い網もうなど、他を圧あつ倒とうする大国に、小国が連合することで対たい抗こうする、というケースは少なからず存在した。

　特に時の将軍足あし利かが義よし昭あきが発した信長打だ倒とうの勅令が、結束の大きな求心力となった信長包囲網のケースと現在の状況は、かなりダブる。

「もっと言えば、もうこの時点ですでにその密約が交かわされている可能性も少なくないと俺は見ている。古来、謀はかりごとは密なるをもって良しとす、と言うからな。こうして公おおやけに発表されたということは、準備が整った、ということだ」

　ゴクリ、と部屋の各所から唾つばを飲み込む音が響いた。

　勇斗のこの予測が正しければ、ごくごく近い将来、四方八方から敵が大挙して攻め込んでくるかもしれないのだ。

　それこそ、数万単位の……。

「状況は絶体絶命。この中には神帝に弓引くことに抵てい抗こうのある者もいるだろう」

　そこで一いつ旦たん、勇斗は言葉を切り、宗主たちを見み据すえて、

「俺との盃さかずきを水にしたければ、今この場で申し出るがいい。もちろん、罪には問わん。無事国元まで帰してやる」

「「「「「っ」」」」」

　突とつ然ぜんの勇斗の放言に、宗主たちがぎょっと目を見開く。

　盃を水にする、すなわち盃による親子関係を解消するということである。

　前述の状況からも分かる通り、今は少しでも味方が欲ほしい時である。

　にもかかわらず、出ていっても構わないと言い切る勇斗に、その場にいた誰もが彼の正気を疑った。

　だが、次の瞬間には彼らはそれが間ま違ちがいであったことを悟さとる。

「まあ、その時は、戦場では敵同士、全力で叩き潰つぶさせてもらうがな」

　ニヤリと口の端を吊り上げ凄せい絶ぜつに笑う勇斗の瞳ひとみには、らんらんと強い意志の光が宿っており、この絶望的な状況でさえなお、彼が勝つ気であることは明らかだった。

　そして、それがハッタリでもないことは、彼のこれまでの軌き跡せきが証明している。

　その場にいた誰もが、勇斗の気き迫はくに呑のまれ言葉を失う中、一人だけ笑い出す者がいた。

「ふっ、ははははっ！　相も変わらず苛か烈れつで豪ごう胆たんですなぁ！　さすがは儂わしが娘むすめ婿むこにと乞こうたお方です。結婚式を挙げたその日に言うのもあれですが、側室で良いので娘二人、もらってはいただけませんか」

《爪つめ》の宗主ボドヴィッドである。

　冗じよう談だんっぽく言ってはいるが、その内容は決して笑い事ではなかった。

　裏切らない保証として、娘二人を人質に差し出す。

　彼は遠回しにそう宣言したのだ。

「お、おお、そういうことなら、俺の娘ももらっていただきたい！　街の娘のような可憐さはないが、健康で体力もある。丈じよう夫ぶな良い子を産むはずだ」

　乗のり遅れまいと、フンディンも慌あわてて切り出してくる。

「あら、じゃあついでにうちの娘もお願いできます？」

　クスクスと笑ってそう言ったのは、《麦むぎ》の宗主ラーガスタヴだ。

　日本人の勇斗は実際に会うまで、名前の音感的になんとなく男だと思っていたのだが、二〇代後半ぐらいの妙みよう齢れいの美女である。

　元々は彼女の夫が宗主を務めていたのだが早世し、子分たちの勧すすめもあって跡あと目めを継ついだのだという。

　パッと見、柔やわらかな物もの腰ごしの落ち着いた雰ふん囲い気きの女性だが、小さいとはいえ一つの氏族をまとめ上げている人物がそれだけのはずがない。

　吹ふけば飛ぶような弱小氏族である《麦》を、《犀さい》、《蹄》、《狼おおかみ》と次々と主あるじを鞍くら替がえすることでしっかりと存続させているあたり、実にしたたかな外交感覚の持ち主である。

　その彼女が、勇斗に付くと宣言したのだ。その意味は大きい。

「ボ、ボクももらっていただきたいです！」

　ラーガスタヴに対抗するように、《角つの》の宗主リネーアが声を張り上げれば、

「あいにく俺には娘はいませんが、戦いくさの折には、ぜひ先せん鋒ぽうをお命じ願いたい」

「私の娘も、と言いたいところですが、親父おやじ殿どのの周りは綺き麗れいどころが揃っておりますからなぁ」

《豹》の宗主スカーヴィズが生き真ま面じ目めな顔で名乗りを上げ、《狼》の宗主ヨルゲンも茶ちや目めっ気けたっぷりに笑って話に加わる。

　この三人は、勇斗が《狼》の宗主だった頃から、彼に心しん酔すいしていた者達たちである。

　いまさらその忠誠を疑うはずもない。

　最後に一人残った《灰》の宗主ドーグラスがふうっと嘆たん息そくして、

「妻子にはしばらくギムレーで観光してもらおうと思うのですが、お許しいただけるでしょうか？」

　どこか晴れ晴れとした顔でそう言ってくる。

　神帝につくべきか、勇斗につくべきか。

　迷っていた彼だが、どうやら今回の会議で決心がついたようだった。







「いやぁ、親父殿はけっこうな役者ですなぁ。正直、事前に聞いていた儂ですら、最初、慄おののいて声が出ませんでしたぞ」

　会議の後、執しつ務む室しつに戻った勇斗の前では、《爪》の宗主ボドヴィッドがしみじみと感心したように首を振っていた。

　小太りした鈍どん重じゆうそうな体たい躯くに、半ばまで禿はげ上がった頭とう髪はつ、人の良さそうな笑顔と、いかにも凡ぼん庸ようそうな人物であるが、これで内外で切れ者と評判の男である。

「必死なんだから、あれぐらいの演技はするさ。味み方かた面づらして、肝心な場面で裏切られてはかなわないからな」

　勇斗が苦く笑しようとともに肩かたをすくめる。

　ドーグラスに限らず、他の宗主たちもどちらに与くみするか迷っていたであろうことは容易に想像がついた。

　そうならないための親子盃だったというのに、討伐令などという反則じみたちゃぶ台返しを食くらって、元もとの木もく阿あ弥みもいいところだった。

　そこで先さき程ほどの会議では、牽けん制せいと彼らの心を見定めるために、勇斗はボドヴィッドと事前に示し合わせて一ひと芝しば居い打ったのである。

「しかり。しかし、こうも筋書き通りに事が運ぶとは。大した策士ですよ、親父殿は」

「別に俺が一から考えたわけじゃない。小お山やま評ひよう定じようっていう故事の焼き直しだ。ま、協力感謝するよ、ボドヴィッド。おかげでスムーズに事が済んだ」

「小山評定、ですか。耳慣れぬ言葉ですが、どのような話かうかがっても？」

「昔、俺のいた国では、関せきヶが原はらの戦いってすっげえ大きな戦があってな。東の総大将徳とく川がわ家いえ康やすは、諸将たちがどちらの陣じん営えいにつくか決めかねている中、調略で懐かい柔じゆうしておいた勇将福ふく島しま正まさ則のりに、その小山評定の場で家康側につくと宣言させたのさ。すると途と端たん、福島殿どのがつくならばと、雪崩なだれを起こすようにその場にいたほぼ全ての諸将たちが家康側につくと宣言したらしい」

「ほう」

　興味深げにボドヴィッドが身体を前のめりにして聞き入る姿勢になる。

「さらにこれには続きがあってな。家康が戦場となった関ヶ原に向かうには、東とう海かい道どうってところを通らなくちゃいけなかったんだが、その東海道を守る将の一人、山やま内うち一かつ豊とよが『我わが城をお使いくだされ』って家康に差し出すとな、他の東海道の将たちもそれに続いたんだってさ」

「なるほどなるほど」

　得心がいったように、ボドヴィッドが何度も頷く。

　元々、権けん謀ぼう術じゆつ数すうで宗主の地位にまで上り詰めたような男である。この二つの事例だけで、ほぼ理解できたらしかった。

　人間の心は弱いものだ。

　自分だけで決断するのは怖こわいし、実績のある者の判断なら正しいだろうと縋すがりたくなる。

　場の空気的にも、自分だけ反対するというのは口にしにくい。

　また、乗り遅れては損をするという強きよう迫はく観念も生まれる。

　家康はそういう人の心の動きを巧たくみに操あやつることで、諸将たちを味方に引き入れたのだ。

「しかし、まさか儂に白羽の矢が立つとは思いもしませんでしたわ。儂は《狼》の連中には蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれておりますからなぁ」

　苦笑とともに、ボドヴィッドは肩をすくめる。

　まだ勇斗がこの世界に来る前のことであるが、ボドヴィッドは代だい替がわりの盃の間かん隙げきを縫ぬって、《狼》の領地をごっそり奪うばったことがあったのだ。

　以来、《狼》の中では彼に対する不信感が未いまだ根強い。

「だからこそ、だ。言っちゃあなんだがこずるさには定評のあるあんたが、いの一番に俺につくと宣言すれば、他の宗主たちもこのまま《鋼》に残留したほうが良さそうだ、と思うだろう？」

「ふむ。それは確かに。ですが、儂に弱みを見せれば、手のひらを返すとは思わなかったので？」

　ボドヴィッドへの協力要よう請せいは、裏を返せば、《鋼》の窮きゆう状じようを晒さらすということでもある。

　下手をすればそれで、抜ぬけ目めのないこの男が《鋼》の傘下から離り脱だつするなんて可能性も十分にあり得た。

　実際、フェリシアなどはボドヴィッドをこの作戦に使うことに難色を示している。

　だが、それでも勇斗はある種の確信をもって強行した。

　なぜなら、

「あんた、俺のこと、かなり買ってくれてるだろう？」

　自信満々に言って、勇斗はニヤリと歯を見せる。

　ボドヴィッドは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたように目を丸くした後、怪け訝げんな顔で問い返してくる。

「まさかそれだけ、ですか」

「いけないか？」

「いや、しかし、そんなもの情勢次し第だいで……」

「かなり、と俺は言ったぞ。確信したのは、ケルムト川の戦いの時だな」

　あの頃ころ――勇斗がシギュンの秘法により現代日本に強制送還されていた時、《狼おおかみ》は今よりさらに絶望的な状況にあった。

《雷》軍はギムレーを包囲し、《豹》軍はフォールクヴァングを包囲し、もはや《狼》の命運は風前の灯ともし火びであった。

　こんな状態ではいかな勇斗が戻ったところで、どうにもならない。

　そう考えるのが道理だ。

　事実、他の傘さん下か宗主たちはケルムト川の戦いで《豹》を壊かい滅めつさせるまで、日和ひより見みを決め込こんでいた。

　しかし、ボドヴィッドは勇斗帰き還かんの報を聞くや、迷わず援えん軍ぐんを出した。

　この計算高い男が、何の勝算もなしにそんな分の悪い賭かけをするとは思えない。

　この男にはこの男なりに確信があったのだ。

　あの圧倒的に《狼》不利の状況下でも、それでも勇斗は勝つ、と。

「そこから思い返してみれば、あんたはかなり早い段階からあの双ふた子ごを俺の下に向かわせていた。あんな優ゆう秀しゆうな人材を手放すなんざ、ちょっと普ふ通つう、考えられんぜ」

　勇斗の「目」であり「耳」であるクリスティーナは言うに及およばず、一見天然お馬鹿にしか見えないアルベルティーナにしても、なかなか侮あなどれない。

　愛あい嬌きようがあって人ひと懐なつっこい彼女は、イアールンヴィズやギムレーの市民たちからはすこぶる愛されている。

　人気のあるアルベルティーナを表の宗主に、冷静沈ちん着ちやくで情報収集能力と判断力に優れるクリスティーナが若頭かしらとして補佐すれば、《爪》は次代も安あん泰たいであろう。

　この抜け目ない男が、娘の器量が跡目を継ぐに足ることに気づいていないはずもない。

　にもかかわらず、勇斗の下に派は遣けんした。

「俺も宗主としてそれなりに人間を見てきている。それで掴つかんだ真理の一つが、人間ってやつは言葉では嘘うそをつけても、行動は嘘をつけないということだ」

　つまり、行動だけを見れば、好こう悪おの感情はともかく、ボドヴィッドはかなりのリスクを負ってでも、相当に勇斗との関係を改善したいという思惑がありありと透すけて見えてくる。

「君主論」を著あらわしたマキャベリも、

『かつての敵ほど人並み以上に忠義を尽くす。

　最初から信しん頼らい出来る友人だった者より、最初は疑わしげに見えた者のほうが、より忠実で役に立つことがわかるはずだ。彼かれらはかつての悪い心証を払ふつ拭しよくしなくてはと思っているから、人並み以上に忠義を尽くさざるを得ない』

　と述べている。

　だからこそ、このチャンスにこれ幸いと提案に乗ってくると踏ふんだのだ。

「ふふふ、なるほど、クリスが親父殿は感情に囚とらわれず、大局的な視点から物事を捉とらえる目をお持ちだと言っておりましたが、まさしくですな。よく見ておられる」

　ボドヴィッドがパンッ！　と膝ひざを打つや、笑いを堪こらえきれないというふうににんまり口元をほころばせる。

「それはつまり正解ということか？」

「ええ、クリスから聞いておられるやも知れませぬが、儂は貴方あなただけは敵に回したくないと心底思っておりますよ。神帝などより、貴方のほうがよっぽど恐ろしい。今回の一件で、他の宗主どもも、貴方の恐ろしさをいっそう痛感したことでしょうな」

　くつくつと楽しげに、そして意地悪げにボドヴィッドは笑い声を響かせる。

　その意味は、勇斗にもわかった。

《灰》のドーグラスをはじめ、二心を抱いていた者は、勇斗がそれを見み抜ぬいてあのような言葉を述べたと疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚われるだろう。

　それが裏切りへの恐きよう怖ふを生む。

『人に愛されるよりは恐れられるほうが安全である。

　人間は自分が恐れている者よりも愛されている者を害することをためらわない。人間の根こん性じようは悪であるから、自分の都合で、自分を愛する者を容易に裏切る。しかし、処しよ罰ばつする権力のある者を恐れ、裏切らない』

　これもまたマキャベリの言葉であった。

　雨降って地固まるではないが、討とう伐ばつ令れいに端たんを発する《鋼》内部の混乱は、結果的に勇斗にさらに強固な支配体制を確立させたのである。







　ボドヴィッドとの密談を終えた勇斗は、薄うす暗ぐらい中、松明の炎だけを頼たよりに独り階段を上っていた。

　フェリシアには、外で待ってもらっている。

　ここはナリの塔とう。

　ギムレーの宮殿の外れにひっそりと立つこの塔は、身分の高い人間専用の牢ろう獄ごくである。

　カツンカツンと、静せい寂じやくの中、足音が妙みように響く。

　現在、ここに収容されているのは、ただ一人のみだった。

「ほう。久しい顔だな」

　ほどなくして最上階に辿たどり着つくと、牢ろうの中にいた男が楽しげな声で出で迎むかえてくれた。

　漆しつ黒こくの仮面で顔の上半分を覆った、なんとも異形の男である。

　男の名はフヴェズルング。

　元《豹》の宗主であり、

「てっきり私の存在などもう忘れ去ってしまったものだと思っていたよ」

「久しぶりだな、兄貴。落ち着いたら来ようとは思っていたんだが、ずいぶんかかっちまった」

　勇斗にとっては、かつて兄弟の盃も交わしていた因いん縁ねん浅からぬ仲の男だった。

　以前の名をロプトといい、ユグドラシルに来たばかりで、言葉もろくに話せず『無駄飯喰らいスコル』と馬ば鹿かにされていた勇斗を、妹とともにあれこれと世話し、信じ、後あと押おししてくれた大恩人にして、勇斗に《狼》の宗主の座を奪われ、嫉しつ妬とに狂くるい、勇斗を殺そうとして失敗し出しゆつ奔ぽんした、フェリシアの血のつながった実兄である。

「そういえば、例の幼おさな馴な染じみと結けつ婚こんしたんだってね？　まずおめでとうと言うべきかな？」

「ああ、ありがとう」

「なのに、フェリシアにも手を出したんだって？」

　冷ややかな声とともに半眼で睨ねめつけられる。

　おそらくはフェリシア自身から聞いたのだろう。

「そうだ。よそに女を作るのは許さないって言われてたのに、悪かったな」

「確かその時は殺す、と言わなかったか？」

「泣かせたら、だろ？　まだ泣かせてはいねえよ」

　何度も鳴かせはしたが、まあ、それは言わなくてもいいことだろう。

　フヴェズルングはふんっと小さく鼻を鳴らし、

「よく覚えている。まあ、確かに本人は幸せそうだったし、いいとしよう。そもそもお前を手に掛かけようにも、このザマだ」

　コンコンッと二人の間を遮さえぎる木の格こう子しを叩たたく。

　いかにエインヘリアルといえど、《雷いかずち》の宗主ステインソールのような人外の力でも持ち合わせていないかぎり、さすがに素す手ででこの牢を破るのは不可能だった。

　殺すどころか、これ以上勇斗に近づくことすら彼にはできないのだ。

「まあいい。で、いまさら私に何の用だい？」

「ちょっと、話したいことがあってな」

　頷き、勇斗はその場にどっかりと腰を下ろす。

「おいおい、まがりなりにも宗主たる者が、地べたに直じか座すわりかい？」

「長話するのに、立ってたら疲つかれるだろう」

　呆あきれたように言うフヴェズルングに、勇斗はニヤリと悪戯いたずらっぽく笑って返す。

　二年前も、こういう軽口を叩いていたことを思い出す。

　少しだけ懐なつかしく、そして胸が痛んだ。

「聞きたいのはなぜお前を殺そうとしたのか、あたりかい？」

　単刀直入にフヴェズルングが切り出してきたが、勇斗は小さく首を振った。

　左右に。

「いや、それはもういい。人生の全てを賭けて狙ねらっていた宗主の座を、可愛がってた弟分にまんまと奪い取とられたんだ。そら殺したくもなるだろうよ」

　自じ嘲ちようめいた口ぶりでそう言うと、勇斗は肩をすくめる。

「随ずい分ぶんと達観した物言いをするようになったね」

「二年も宗主をやって、権力にたかる魑ち魅み魍もう魎りようめいた連中を見てきたんだ。嫌いやでもそうなる」

「そんなのと一いつ緒しよにされるのは少々癪しやくではあるが、致いたし方かたなしか」

　くつくつとフヴェズルングも笑う。

　権力というものは、往々にして人の心に「鬼おに」を宿らせる。それを得るために血を分けた親兄弟で殺し合うことさえ、そう珍めずらしいことではない。

　いまさらどうしてと問うほど、勇斗は子どもではなかった。

「そんな昔のことはどうでもいい。俺としてはむしろ、あんたが《豹》の領土を焼やき払ったことのほうがよっぽど腹立たしいね」

「ああ、そっちだったか」

　得心がいったように、フヴェズルングが頷く。

　その声はとても淡たん々たんとしていて、感情の色はまったくなかった。

　つまり、この男は罪悪感の欠片も抱いていないということだ。本来守るべき領土を自ら焼き払い、民にとんでもない苦難を強しいたにもかかわらず、だ。

「まったく後こう悔かいとかしてなさそうだな？」

　確認するように問うと、

「フェリシアのように私を責めるか？　極ごく悪あく非ひ道どうと、お前には良心はないのか!?　と」

　逆にフヴェズルングは勇斗に意味ありげな視線とともに、芝しば居いじみた物言いで問いかけてくる。

　何か、試ためされているような気がした。

　勇斗は再び首を左右に振ふる。

「その辺りを責める気はない。あれは戦術としては、極きわめて有効だった。後処理も色々と大変で、財政的にも食しよく糧りよう的てきにも、我が《鋼》は大だい打だ撃げきを被こうむったよ」

　勇斗の当初の予定としては、《豹》征せい伐ばつを行った後、返す刀で《雷》も倒たおし、後こう顧この憂うれいを断たち、夏の間にアースガルズへと侵しん攻こうしているはずだった。

　だというのに、《豹》の焦しよう土ど作戦のせいで、秋の収しゆう穫かくまで身動きがとれなくなってしまい、計画の大おお幅はばな遅おくれを余よ儀ぎなくされた。

　勇斗にとっては、後々まで響ひびく痛つう恨こんともいえる作戦だったのだ。

「くくくっ、そうだろう。今から思い返してみても、あの時あの状じよう況きようでは、あれより有効な手は他になかった。私が後悔しているとすれば、辛しん抱ぼうが足りなかったことだ。むしろもっと焼き払い続けるべきだったよ」

　フヴェズルングは迷いなく言い切る。

　その言葉からも、態度からも、彼がまったく悔くいていないことがありありと伝わってきた。

「昔のことはどうでもいいと言ったけど、一つ訊ききたかったことを思い出した。オヤジを殺してしまったこと、後悔しているか？」

　オヤジとは、ロプトの凶きよう刃じんから勇斗を護まもって亡なくなった《狼》の先々代ファールバウティのことである。

　ロプトの盃の父でもあり、殺すつもりなく誤って自ら手にかけてしまった。普通の人間であれば、自責の念に囚われていてもおかしくないのだが、

「ふむ、しているといえばしているね。あの時は怒いかりで頭が真っ白になって、つい衝しよう動どう的てきに行動してしまった。もっとちゃんと準備して、確実に事を進めるべきだったな。そうすれば父上も死なずに済んだだろう」

　やはり何かが恐ろしくズレている気がした。

　こうして話していると、ロプトだった頃をほうふつとさせる穏おだやかさはあるのだが、その内に潜ひそむ虚無に勇斗はぞっと背筋が寒くなる。

　彼が後悔しているのは、あくまで自身の目的が果たせなかったことについてであり、良心の呵か責しやくとか、親への情とか、そういうものがすっぽり抜け落おちてしまっている。

（いわゆるサイコパスってやつか……）

　心の中で、勇斗は呟く。

　彼らの共通点として、口達者で社交性があり表面的にはとても魅み力りよく的てきに見えるが、良心や他人に対する共感性が恐ろしいほどに欠けているという。

　用よう意い周しゆう到とうかと思えば、時に衝動的で突然切れたりすることもあるという。

　まさしくそのものだった。

　二年前は、まるで見抜けなかった。

　もちろん、今日の彼とは違い、いろいろと普通の人間を装ってはいたのだろう。それでも、今から思い返してみれば、言動の端はし々ばしにそれとなく漏もれていた気がする。

　そして彼のこういう割り切りすぎている部分を当時は「大人」と感じ、憧あこがれすら感じていた。

　今はただ怖く、そして前以上に頼もしく見える。

「殺せるなら、今もまだ俺を殺したいか？」

　試す意味も込めて、勇斗は問いかける。

「ん？　いいや。信じてもらえないとは思うが、今の私にはお前に対する殺意はない」

　実にさばさばとフヴェズルングが返してくる。

　さすがに頭から真に受けるつもりはないが、ある程度は信用してもいいと勇斗は思った。

　ナーストレンドで直じかに斬きり合あった時に感じた激しい憎ぞう悪おが、今は影かげも形もない。

　取り入るために抑おさえこんだりしている、という感じでもない。

　あえて言えば、興味がない感じだ。

「私はずっと、お前は借り物の力ばかりで、自分の力でもないくせに、不当に私から宗主の座を掠かすめ取ったと思っていた」

「『スマホとやらがなければ、何も出来ないくせに』だったか。実際、あの当時の俺はその通りだったよ」

　二年前、凶きよう行こうに及ぶ寸前に、フヴェズルング――ロプトに吐はき捨すてられ、今も呪のろいのように心に刻み込まれて忘れることの出来ない言葉だ。

　あの頃の勇斗は、スマートフォンから得た知識を、さも自分の力のように思い込んでいた。

　そんなもの、まさしくこの言葉の通り、スマートフォンがなくなれば失う、メッキのような力でしかなかったというのに。

　あのままつまずかずに増長し続けていたら、と思うとゾッとする。その意味では、この言葉を戒いましめにしたからこそ、今の勇斗があるとも言えた。

　フヴェズルングは自嘲するような笑えみとともに、自らの手のひらを見下ろす。

「ふっ、私も人のことは言えんよ。私の力も所しよ詮せん、借り物ばかりだ。だからだろうな、自分のものではないという想おもいが、どうしても心の奥おく底そこでずっとくすぶっていた」

「……意外だな、あんたがそんな悩なやみを抱かかえていたとは。いつも自信に溢あふれてるように見えた」

「むしろ自信がないから、虚きよ勢せいを張っていたのさ」

「そうだったのか。……いや、そういうものかもしれないな」

　フヴェズルングの能力は、模も倣ほう。

　ありとあらゆる技術を、たちどころに盗ぬすみ取る。それがたとえ、長い年月を積み重ね磨みがいてきたものであろうと、だ。

　だが人間、苦労せずに得たものに愛着など持てないものである。その努力の歴史こそが、自信に繋つながるのである。

　勇斗はそれを鉄の精せい錬れんから学んだ。

　一方のフヴェズルングはなんでもあっさりできるからこそ、逆に自分を信じることができず、空くう虚きよさだけが彼の中を埋うめ尽つくしていったのだろう。

「今ならわかる。というより、先のスカーヴィズとの一いつ騎き打うちでつくづく思い知らされた。私は、私自身の劣れつ等とう感かんをお前に重ねて憎悪をぶつけていたのだ、とな」

「いわゆる同族嫌けん悪おってやつか」

「まさにそれだ。私が恨うらみ憎にくみ殺したかったのは、他でもない、何も持たぬ自分自身だったというわけだ。ふっ、滑こつ稽けいすぎるだろう？」

　人間は、自分の嫌いな部分を持つ人間を、異常に毛け嫌ぎらいするケースがある。

　得てしてそういう時、人は自分のことを完全に棚たな上あげして相手を徹てつ底てい的てきに糾きゆう弾だんする。

　勇斗は宗主の心得として心理学も多少かじっているが、これは専門用語でいうところの「投とう影えい」という心の働きで、他の人間にその嫌な部分を押おし付つけることで、自分自身の嫌な面から目をそらし、自分の心やプライドを守っているのだ。

　つまり、ロプトは借り物しか持たない自分に心の底では強いコンプレックスを抱いていて、同じく借り物しか持たない勇斗が宗主となったことで、抑えが利かないほどに憎悪が爆ばく発はつしてしまったのだろう。

「気づいてしまえば簡単なことだった。私は宗主になりたかったんじゃない。私は誰だれよりも優すぐれた人間になることで、私自身の力を証明したかったのだ。一番優れたものが、まがい物であるはずがないからね」

　力こそ全すべて。より優れた者が宗主となるのがこのユグドラシルの掟おきてだ。

　そういう意味で、宗主の座は彼にとって実にわかりやすく、おあつらえ向きだったのだろう。

「私の中に、私だけの何かを見つける。それが私の本当の望みだ。もはやお前に興味はない」

「興味がない、か」

　あれほど憎悪し、執しゆう着ちやくをみせていたというのに、あっさりとしたものである。

　そういうあたりもついていけず、この男の異常さを痛感させられる。

「そういうことなら、俺おれは帰るとするか。訊きたいことは訊けたしな」

　よっこらせと勇斗は立ち上がった。

　そのままフヴェズルングに背を向けて、出口へと向かう。

「すでに十分に、あんたは持っていると思うぜ」

　最後にそれだけ呟つぶやいて、階段を後にする。

　敵だった立場から言えば、フヴェズルングの最も恐おそろしいところは、模倣ではない。それを可能にしたずば抜けた観察力だ。

　一軍の将として、最も得え難がたく、そして強力な武器である。

　彼が他人のものに惑まどわされず、そこに気づき伸のばし磨いていれば、あるいは勝者と敗者は逆だったかもしれない。

　だがそれを他人の口から教えても、意味はない。自分で見み出いださねば、彼も納なつ得とくできないだろう。

「どうでしたか？」

　塔を出ると、待ち構えていたフェリシアが駆かけ寄よってきて、心配そうに問いかけてくる。

　勇斗は星空を見上げ、

「妹のお前に言うのもあれだが、最低なひとだな」

　とにもかくにも、自分勝手な男だった。

　どこまでも「自分のこと」にしか興味がない。そしてその為ためには、平気で他人を騙だますし、踏みにじるし、そこに良心の呵責も覚えない。

　まさしく鬼き畜ちく外げ道どうの類たぐいと言うしかない。

　だからこそ――

「ぜひとも、配下にほしい人材だ」

「っ!?　まだそんなことを仰おつしやるのですか!?　いったん解き放てば、たちどころに貴方に剣けんを突つき立たてかねませんよ、あのひとは」

「それでも、だよ」

　今後、勇斗が「覇は道どう」を歩む上で、綺き麗れい事ごとばかりは言っていられない。

　あの男ならば、持ち前の観察力で敵の弱点を見抜き、勇斗が考えもしない悪あく辣らつな策を思いつき、また実行することを躊躇ためらうまい。

　これから絶対に必要になる人材だった。







「ただいまー！」

「勇くん、おかえりー。ご飯できてるよー」

　激動の一日を終え寝しん室しつに戻もどると、美月が満面の笑えみで出迎えてくれた。

　その背後には、白いご飯に、鮭さけの塩焼きに、味み噌そ汁しる、だし巻き卵と、純和風の手料理がずらりと並んでいる。

　勇斗は胸が温かくなるのを感じた。

「仕事終わって家に帰ったら、奥おくさんが笑顔で美味おいしいご飯用意してくれてるんだから、俺は幸せ者だな」

「ふふー、そうでしょー」

　得意げで、それでいて嬉うれしそうな声が返ってくる。

　だからこそ、チクリと胸が痛んだ。

「ごめん、な？　そんな甲か斐い甲が斐いしい奥さんを、結けつ婚こん式しき当日にほったらかしにしちゃってさ」

　女心に疎うとい勇斗とて、女性にとって結婚式が極めて重要なイベントであることぐらい、承知している。

　その生しよう涯がい一度きりのめでたき日に、花はな嫁よめを一人っきりにして、花はな婿むこは仕事に明け暮れているなど言語道断としか言いようがなかった。

「ううん、わかってるから。あたしにはよくわからないけど、なんかすごく大変なことが起きたんでしょ？」
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「うん、正直かなり頭が痛いな」

　とりあえず応急処置で内部の混乱は抑えこんだが、依い然ぜん、《鋼》を取り巻く状況は極めて悪いというしかなかった。

　そして、このまま問題を放置すれば、加速度的に悪化するであろうことも、容易に想像がつく。

　早さつ急きゆうに何かしら手を打つ必要があった。

「合がつ従しよう策さくには連れん衡こう策さくで対たい抗こうするのが、セオリーっちゃセオリーなんだが……」

「合従策？　連衡策？」

　首を傾かしげる美月に、勇斗は自嘲気味に笑う。

「わりぃ。これも結婚初夜にする話じゃねえよなぁ」

　本来甘あまい睦むつ言ごとが交かわされているはずなのに、あまりにも殺さつ伐ばつとしすぎていると、我ながら思う勇斗である。

「ううん、あたしのほうこそ不勉強でごめんね」

「いや、お前はそのままでいてくれ。そのほうが、ほっとする」

　美月といる時間だけが、唯ゆい一いつ、勇斗を大宗主の重圧から解放してくれるのだ。

　彼かの女じよと話している間は、大宗主であることを忘れ、ただの平へい凡ぼんな一日本人に戻ることができ、なによりリラックスできるのだ。

　勇斗自身、最近少々無理をしているという自覚はあった。もし彼女との穏やかな時間を失えば、それこそ心がパンクして押し潰つぶされてしまうほどに。

「うん、そう言うと思った」

「お前はなんでもお見通しだな、俺のことは」

「そりゃあ物心つく前からの幼馴染ですから。……ずっと勇くんだけを見てきたんだから」

「……うん、あんがとな」

「そんだけかよぉ！　言えよぉ。勇くんもずっとあたしを見てたって！」

「い、言えるかっ！　そんなこっ恥ぱずかしいこと！」

「言えったら言えーっ！　言わないとご飯抜きだからね！」

「抜きって、もうできてるじゃねえか」

「あたしが全部食べる！　最近、めちゃくちゃ食べられるようになったし」

　力強く美月が言い切る。

　確かに最近はつわりも治まってきたらしく、以前より格段に食べる量が増えていた。下手したら勇斗より食べているかもしれない。

「しかも今日のはイアールンヴィズ直送！　とれたての新米だよー。絶対美味しいぞー」

「なっ！　ま、マジか!?」

　勇斗の口の中に大量の唾だ液えきが滲にじみ出でてくる。

　勇斗はそれをゴクリと大きく喉のどを鳴らして飲みこみ、

「ずっとお前だけを見てた」

「って視線の先にあるの米じゃん！」

「しゃーねーだろ、新米だぞ、新米！」

　開き直って勇斗は叫さけぶ。

　新米など、もう三年以上食べていない。今はもうそれしか目に入らなかった。

　そんな感じでいつものように丁ちよう丁ちよう発はつ止しでやりあっていたが、

「……ねぇ、勇くん、本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　不意に、美月がそんなことを聞いてくる。

　なんだかんだで察しの良い幼馴染である。

　周りの空気から、《鋼》討伐令の不ふ穏おんな空気を感じているのかもしれないと思った。

　だから勇斗はことさら楽観的に言い切る。

「ああ、大丈夫だ。何も心配いらない」

「……そっか。じゃあ、ご飯食べよう！」

　うんと頷うなずいて、美月はまたにこっと天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮うかべる。

　なぜかその笑顔が、妙に印象に残った。







「それではこれより、《剣つるぎ》、《雲》、《牙きば》、御ご三さん家けの手打ち和わ合ごう盃さかずきの儀ぎ、執とり行おこなわせて頂きます。本席、取り持ち人の大役をおおせつかりましたわたくし、アレクシスと申します。以後、面めん体ていお見知りおかれまして、万ばん端たん、よろしくお頼み申し上げます」

　厳げん粛しゆくな空気が立ち込めた神殿ホルグルに、男の朗々とした声が響き渡わたる。

　男の名は、自らも名乗ったように、アレクシス。

　神聖アースガルズ帝てい国こくの神しん儀ぎ使しの任にあり、この近辺の氏族間の盃を取り持つのはもっぱらこの男の役目であった。

　松明たいまつの炎ほのおがゆらゆらと赤く照らす空間には、衝つい立たてを挟はさんで、二つの勢力が向き合っていた。

　祭さい壇だんの右手に陣じん取どるのが《剣》、左が《牙》と《雲》である。

　ここ二〇年来、《剣》と、《牙》《雲》の間には小こ競ぜり合いが絶えず、犬けん猿えんの仲であり続けてきた。

　しかしこの度たび、神帝テイウダンスが《鋼》討伐令を発したこともあり、急激に勢力を拡大する《鋼》の脅きよう威いにもはや争あらそってる場合ではないとの判断で三宗主とも一いつ致ち、こうして休戦協定が結ばれることと相成ったのである。

「それでは御三家の間を遮る衝立を取り払はらって頂きます。どうぞ！」

　アレクシスの掛け声ごえとともに、彼の部下が屏びよう風ぶを持ち上げ、移動させる。

　この衝立はまさしく、この三家の間に横たわる軋あつ轢れきの象しよう徴ちようだった。それがなくなり、三家の宗主がその顔を突き合わせることとなったのである。

　瞬しゆん間かん、その場にいた者達たちは、部屋の空気が一気に下がったような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

《剣》の宗主ファグラヴェール。

《雲》の宗主イェルハルド。

《牙》の宗主シーギスムンド。

　これまで長年、相争ってきた仲である。

　いずれも近きん隣りんでは名の知れた強国の宗主であり、人の上に立つ者特有の威い厳げんと貫かん禄ろくを身にまとっている。

　そんな彼らが無言で睨にらみ合い、牽けん制せいし合っているのだ。いやがおうにもピリピリとした緊きん張ちよう感かんが神殿ホルグル内に漂ただよう。

　そんな中でも儀ぎ式しきは続き、盃の作りこみ、毒味を経へて、三家の宗主の前に盃が用意されていく。

「それでは、御お三さん方かた、盃を手にしてください」

　アレクシスの進行に従い、三家の宗主たちがそれぞれ盃を手にする。

　アレクシスはそれを確かく認にんしてから、

「その盃を飲み干されると同時に、御三家の間に介かい在ざいするこれまでの諸もろ々もろの確かく執しつ、障害がことごとく取り除かれまして、御三家の新しい親しん睦ぼく和合の絆きずなが誕生致します。どうぞ！」

　ぐいっと三宗主が同時に盃を傾かたむけていく。

　彼らが空になった盃を膳ぜんに戻すのを待って、アレクシスは声を張り上げる。

「御ご列れつ席せき御ご一いつ統とう様さまの方々に申し上げます。只ただ今いま、御三家親睦和合の盃がめでたく、相交わされました。従いまして、今後、二度と再び、御三家の間に波風が立ちませぬよう、この盃、不ふ肖しようわたくしが預からせていただきます」

　口上を述べるやアレクシスは立ち上がり、手のひらに真っ白な布を広げる。そして、三家の宗主の下へと歩み寄り、盃をその白布の上に収めていく。

　全てを回収した後、元の位置に戻り、布を折おり畳たたみ、盃を丁てい寧ねいに包み込む。

　一連の作業を終えた後、アレクシスは大きく息を吸い込み、

「これをもちまして、《剣》《雲》《牙》、御三家親睦和合の盃の儀の全てを終しゆう了りよう致いたしました。本日はおめでとうございました」

　満場の拍はく手しゆが神殿ホルグルに巻き起こる。

　今ここに《剣》、《雲》、《牙》による対《鋼》軍事同盟が成立したのである。







「お待ちくだされ、ファグラヴェール殿どの！」

　滞とどこおりなく式も終え、神殿ホルグルを後にしようとしたファグラヴェールに、背後から声をかける者がいた。

　よく知っている男の声だった。

「何用だ、アレクシス殿？」

　振り返かえり、感情のない平へい坦たんな顔と声でファグラヴェールが応こたえる。

　このアレクシスという男は、表向きはビフレストからアールヴヘイム一帯の盃さかずき事ごとを取り持つ神儀使であるが、実態は大神官ハールバルズの「目」の一つである。

　つまり、ファグラヴェールが最もいけすかないと思っている人間の部下だ。

　態度が冷れい淡たんになるのも当然だった。

「まずは祝辞とお礼を。本日は真まことにおめでとうございました。そして、長年相争ってきた三氏族が手を取り合うという歴史的盃をわたくしに任せてくださったこと、心より感謝致します」

「ふん、彼奴あいつらに休戦を呑のませたのは貴き殿でんだ。貴殿が取り持つのが当然だろう」

　そっけなくファグラヴェールは返す。

　そう、今回の盃は、この目の前の男が各宗主の下を交こう渉しようして回ることで実現したのだ。

　先々代の頃ころからの因縁ある敵国だったというのに、よくこの短期間で丸め込こんだものだと思う。

　それだけではなく、

「まったく大したものだ。《雲》と《牙》どころか、《蹄ひづめ》《豹ひよう》《雷》の協力まで取り付けたというのだから、な」

　政敵であるハールバルズの派は閥ばつの人間を褒ほめるのは癪ではあったが、こればかりは認めざるをえない。

　これにより《鋼》と国境を接する氏族全てが結けつ託たくしたことになる。そこに十大列強の一つに数えられる《剣》が参戦するのだ。

　いかに《鋼》が強大であろうと、もはやこの状況では多勢に無勢と言うしかない。

「神帝陛下のご威い光こうのおかげですよ。後は急激に勢力を拡大する《鋼》に、皆みな、脅威を感じていたおかげ、でしょうかね」

「ふん。謙けん遜そんもすぎれば嫌いや味みになるぞ」

　確かに、それらの理由が大きかったのは事実だろう。

　だが、それだけでこの短期間で五つもの氏族を籠ろう絡らくするなど、誰にでも出来ることではない。

　主あるじのハールバルズ同様、得体の知れない男だった。

「ははっ、これは手厳しい。本心なんですがねぇ」

「狐こ狸りの相手をする気はない。そろそろ本題に入ってもらおうか。祝辞と礼を言うためだけに声をかけたわけではあるまい？」

「ああ、そうでした。神帝陛下より預かってきたものがございます」

　アレクシスがゴソゴソと腰こしに下げた革かわ袋ぶくろの中から粘ねん土ど板ばんを取り出す。

「っ！　それを早く言え！」

　ファグラヴェールは乱暴にアレクシスの手から粘土板を奪うばい取り、目を通す。

　それはファグラヴェールがこの対《鋼》軍事同盟の盟主になって、全軍を率いて早々に《鋼》を討うてという檄文だった。

　ファグラヴェールの知るシグルドリーファらしくない文章である。

　しかし、神帝のみが扱あつかうことを許される神帝の押おう印いんがしっかりとなされている。

　粘土板に字を刻むのは書記の仕事であり、彼らの目もある。

　これが彼女の発したものであることは間ま違ちがいなかった。

　実のところ、本当に《鋼》を討っていいのか、今この時までファグラヴェールには迷いがあった。

　しかし、もうそんなことは言っていられない。

　直々に勅令が下ったのだ。

　粘土板を両手で持って掲かかげ、ファグラヴェールは宣言する。

「……陛下の御み心こころのままに。必ずや《鋼》を討ち果はたしてみせよう！」







ACT 2







「なんとも激動の結婚式でございましたなぁ。乱世の英えい雄ゆうたるあの御ご仁じんらしいといえばこの上なくらしいですが。次は姫ひめ様さまの番ですな！」

　結婚式の翌日、リネーアが仕事の一服がてら若頭補佐ほさのハウグスポリと茶飲み話に興じていると、彼かれが突とつ然ぜんそんなことを言い出だした。

「んぐっ、ゴホゴホゴホッ！」

　驚おどろきのあまり、喉の変なところにお茶が入り、盛大にむせるリネーア。

　しばらく咳せき込み、ようやく治まってから恨みがましい目をハウグスポリへと向ける。

「いきなり何だ!?　今がどういう時か、お前だってわかっているだろう？」

「もちろん。大宗主レギンアーク様のお話では、これまで以上に大きな戦になる、ということでしたな」

　主君の怒ど気きにもいささかも怯ひるむことなく、しれっとハウグスポリが言う。

　ハウグスポリは《白妖精リヨースアールヴ》のルーンを持つエインヘリアルで、リネーアが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる《角つの》きっての勇将である。

　当然、昨日の宗主会議のことも、だいたいは話していた。

「ゆえにこそ、でございますよ」

「む？」

「実際に戦いが始まれば、大宗主様のこと、各地を転戦なさるでしょう。このギムレーにて後方支し援えんを任されるであろう姫様とは、接する機会も当然減ります」

「むむ……」

　言われて思わず、確かにそうだ、と納得してしまったリネーアである。

　実際、昨年、勇ゆう斗とが族都（イアールンヴィズ含ふくむ）にいたのは、一年の三分の二ほどである。

　今年に至っては、天の国に強制送そう還かんされていたせいもあるが、半分にも満たない。

　現在の情勢を鑑かんがみるに、今後、滞たい在ざいが減ることはあっても、増える可能性はないに等しい。

　今いま更さらながらその事実に気づき、リネーアは愕がく然ぜんとする。

「そうなる前にとっとと片を付けてしまわねば、気がつけば数年が過ぎていた、なんてことになりかねませんぜ？」

「むむむっ！」

　眉まゆ根ねを寄せ、思わず唸うなるリネーア。

　リネーアは今年一七歳さいになった。

　一五歳前後で結けつ婚こんすることも珍しくないユグドラシルでは、すでに「行き遅れ」に片足を踏ふみ入いれており、数年先などと悠ゆう長ちようなことを言っていられる年ねん齢れいではない。

「幸い大おお女将おかみ様は側室の存在に寛かん容ようで、しかも姫様は直に大宗主様を支えてくださいとお願いされております。障害は何もございますまい」

「姉上からは確かにそう言われたがな」

　当時を思い出し、リネーアは嘆たん息そくする。

　大宗主となった勇斗はあまりに多くのものを背せ負おっている。自分一人ではとても支えてあげられないから、と。

　彼女とて女だ。できるなら勇斗を独ひとり占じめしたいに違ちがいない。

　それでも妬と心しんに囚とらわれず、大宗主としての重責を担になう夫の心身を労いたわるその姿勢には、感服させられたものである。

　さすがは勇斗が生涯の伴はん侶りよに選んだ女性だ、と思った。

　そしてそれこそが、最大の障害だった。

「肝かん心じんの父上は、そんな姉上一筋だ。フェリシアの叔母おば御ごや、ジークルーネなど、あれほどの美女たちに囲まれ想われながら、な。今さらボクなんかが入り込める余地など……」

　自分で言っていて悲しくなってくる。

　宗主の娘むすめとして、良い物を食べ、身み奇ぎ麗れいにもしている。

　我ながら、それなりには美しく育ったのではないかという自負はあるが、勇斗の側そばに侍はべるあの金銀の双そう璧へきには、とても敵かなう気がしなかった。

　そんな彼女たちですら、勇斗の心を動かせないのに……

「はて、銀ぎん狼ろうの叔母御はともかく、大叔母様と大宗主様は、すでに男女の仲だと見受けられますが」

「へっ!?」

　リネーアの口から間ま抜ぬけな声が漏れる。

　完全に想像の埒らち外がい、寝ね耳みみに水みずとはこのことであった。

「ど、どどど、どういうことだ!?」

「どういうことだと言われましても、見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう？」

「い、いや、そうでないから聞いているんだが」

「はあああああ」

　なんとも呆あきれ果てたような溜ため息いきをつかれた。

　さすがにちょっとカチンとくるリネーア。

　ユグドラシルで盃の誓ちかいは絶対である。親である自分に対して、この態度はあまりにひどいと憤いきどおりを感じずにはいられない。

　だが、それでも、今は好こう奇き心しんが勝った。叱しつ責せきの言葉を呑み込んで、続きを待つ。

　ハウグスポリはやれやれと首を振って、

「では今度、大叔母様の仕草をよく見てみることです。昔から妖よう艶えんな方ではございましたが、今はそれに輪をかけて女らしくなられておりますから」

「むっ、そ、それはボクも感じていた」

「でしょう？　大叔母様が大宗主様に向ける眼まな差ざしも、昔は狂くるおしく情熱的な熱いものでしたが、今は暖かく包み込むような柔やわらかさがあります。これは二人の間に何かあったと見て間違いないかと」

「む、むぅぅ……だが、父上や叔母御から直接そう聞いたわけではないのだよな？」

「そりゃ普ふ通つう、閨ねやのことなど余人に話したりしませんよ」

「つ、つまりそれはあくまでお前の想像の域を出ない話で……」

「はっはっはっ、姫様、俺を誰だと思ってるんです？」

　ハウグスポリは笑い飛ばすや、ビシッと親指で自らの顔を自信満々に指差す。

　空を飛ぶ鳥さえ百発百中で撃うち落とす《角》きっての弓の達人として《鋼はがね》内でも勇名を馳はせる彼は、狙ねらった女も百発百中で落とす色事の達人として著名な存在だった。

　そこまで男女の機き微びを知り尽くした男の言葉である。確証がないとはいえ、戯ざれ言ごとと無視することはできなかった。

　ゴクリと、リネーアは生なま唾つばを飲み込む。

「それが本当なら、ボクもグズグズしていられないな」







「とはいえ、どうしたものか」

　半刻後、リネーアは自らの執しつ務む室しつで頭を抱えてグズグズしていた。

　思い立ったが吉きち日じつとは言うものの、すでにリネーアは一年前に勇斗に結婚を申し込み、断られた身である。

　改めて想いを告げるにしても、さすがに結婚式の翌日はあまりに節操がなさすぎる気がする。

「……ええい、こんなところでウダウダ悩んでいても、何も始まらん。とりあえず、報告せねばならんこともあるし、父上の下へ行ってくる！」

　机の上に置かれた紙の束を手に取り、リネーアは立ち上がる。

「おお、敵情視察ですな！」

　ハウグスポリが弾はずんだ声で言う。

「ああ、敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず、だ」

　勇斗から教わった「孫そん子し」とかいう書物の一節である。

　勇斗とフェリシアが男女の仲というのは、所詮ハウグスポリがそう言っているだけにすぎない。

　その言葉を信用しないわけではないが、まず自分の目でそれとなく確認しておきたかった。

　勘かん違ちがいで突とつ撃げきしては、玉ぎよく砕さいあるのみだ。

　さすがにそれは勘かん弁べんだった。

「行ってらっしゃいませ、ご武運を」

「うん」

　激げき励れいとともに送り出してくれたハウグスポリに頷きを一つ返して、リネーアは勇斗の執務室へと向かう。

　といっても隣となりの部屋なのだが。

「父上、今秋の収しゆう穫かく量りようについてまとめた資料をお持ちいたしました」

　声をかけるとともに、リネーアは扉とびらを開ける。

　部屋の主は昨日結婚式を挙げたばかりだというのに、机に広げた地図と難しい顔でにらめっこしていた。

　よほど真しん剣けんに見入っているらしく、リネーアの入室にもまったく気づいていない。

「お兄様、リネーア殿がいらしてますよ」

「ん？　お、おお！　来てたのか。何の用だ？」

　フェリシアがトントンと肩かたを叩たたくと、はっと勇斗は顔を上げ、気さくな笑みとともに出で迎むかえてくれる。

　その笑みがわずかだがぎこちない。

　考えるまでもなく、《鋼》討とう伐ばつ令れいへの対応に頭を痛めているためだろう。

「今秋の収穫量についてまとめた資料をお持ちいたしました」

　リネーアは入室の言葉をあえて繰くり返し、紙の束を渡す。

「今年は春先、《豹ひよう》や《雷いかずち》に農地を荒あらされましたが、それでも昨年をはるかに上回る豊作です」

「へえ、そうか。それは有あり難い。腹が減っては戦も出来ねえし、な」

「やはり戦になりますか」

　わずかに眉をひそめて、リネーアは問う。

　しばらくは内政に専念したかったというのが、リネーアの正直な気持ちである。

《豹》の領土は未いまだ先の戦の影えい響きようで荒こう廃はいしているし、傘さん下かの宗主たちにノーフォーク農法を伝えれば、《鋼》の食しよく糧りよう生産量は倍以上に跳はね上あがるだろう。

　活気があり豊かな国には当然、周辺諸国からの流民が多くなり、人口が増える。

　数年雌し伏ふくの時を過ごすだけで、《鋼》の国力は周辺諸氏族全てを合わせたよりも、強大になっているに違いなかった。

　それだけに、《鋼》討伐令はなんとも歯がゆかった。

「今年中にどこかしらなんらかの動きはあるだろうな。まあ、なくても俺のほうから動くつもりだったけどな」

　再び机の地図に視線を移し、勇斗は呟く。

　その表情には、悲ひ壮そう感かんさえ漂う。

　別氏族だったこともあり、それほど多く勇斗と接したわけではないが、それでもリネーアはここまで思いつめた勇斗を初めて見た気がした。

「父上、ボクごときでは頼たよりないかもしれませんが、なにかお悩なやみなら相談ぐらいには乗れます」

「ん、まあ、そうだな。ちょうどいい。お前の意見も聞いておきたい」

「はい！」

　弾んだ声でリネーアは答える。

　敬愛する勇斗に、わずかでも頼ってもらえることが誇ほこらしく、嬉しかった。

「これを見てくれ」

「この辺りの地図、でございますね」

「ああ。現在、我わが《鋼》が国境を接している氏族は《牙きば》《雲くも》《豹》《蹄ひづめ》《雷》の五つ」

　一つ一つ地図で指差し確認しつつ、勇斗は続ける。

「宗主会議でも述べたが、今回の《鋼》討伐令により、彼らが手を組んで一いつ斉せいに《鋼》に襲い掛かかってくる可能性は少なくないと俺は見ている」

「……はい」

　勇斗の言葉を噛かみ締しめるように聞き、重々しくリネーアは頷く。

　改めて地図上で見ると、勇斗の予測が正しければ（そうなるとリネーアは確信しているが）、相当に厄やつ介かいな状じよう況きようだった。

　どの氏族をとっても、リネーアが治める《角》と同程度かそれ以上の規模の勢力である。

　対して《鋼》は、七氏族連合とはいえ、《狼おおかみ》と《角》以外は弱小勢力だ。しかも、ぐるりと包囲されており、戦略的にも明らかに不利と言える。

「そこでどれか一つでいいんで、こちらに取り込んでこの包ほう囲い網もうの切きり崩くずしを図はかろうと思っている。堤てい防ぼうや戦と一いつ緒しよで、一箇か所しよが崩れれば、そこから連れん鎖さ的てきに崩れていくものだからな、こういうものは」

「は、はぁ……」

　呆あつ気けに取られたように、リネーアは曖あい昧まいに頷くことしかできない。

　リネーアが調べた限り、帝国が討伐令などを出したのは、二〇〇年も昔、初代神帝ヴォータンがヨトゥンヘイムに親しん征せいした時のみである。

　すでに帝国も没ぼつ落らくし力を失い、その時とはまるで情勢も違う。

　にもかかわらず、これから起きるであろうことを、まるで見てきたかのように予見し、先んじて対策を打っていこうとしている。

　そして、それがいちいちもっともなのだ。

　先の宗主会議の時にも感じたが、勇斗の先見の明にはただただ舌を巻くしかなかった。

「とはいえ、どこもなかなか厳しそうでなぁ」

　頬ほお杖づえをついて、勇斗はやれやれと嘆息する。

　その意味するところは、リネーアにもすぐに察しがついた。

「なるほど、確かに。戦闘狂ベルセルクルのステインソールが今更我らと和わ睦ぼくするとは思えません。《蹄》にとっては、我らは先代宗主ユングヴィを討った親の仇かたき、《豹》にしても、同どう胞ほうの命を数多く奪っただけに飽あきたらず、僭せん主しゆを立てて誇り高たかき氏族の名を騙かたる憎にくき怨おん敵てきです」

　これらの氏族とは、もはや感情的にこじれにこじれすぎている。

　今更これからは友ゆう邦ほうとして手に手を取っていきましょうと言ったところで、相手も受け入れられまい。

「となると東しかありませんが、今度は逆に、これまでさほど付き合いがなかったことが難点となります。友邦氏族として利害関係にあったならともかく、朝敵となった《鋼》側にわざわざつこうとは、彼らもなかなか思えないでしょう」

　下手をすれば、朝敵に与くみする者として、自分たちまで征せい伐ばつ対象にされかねない。

　そんなマイナスの状況から新たに関係を築いていく。

　西の諸勢力に比べればまだ芽はあるだろうが、交渉が難航するであろうことは容易に想像がついた。

「もちろん、それでも粘ねばり強づよく交渉は続けるべきですが、ボクは周辺五氏族ではなく、南に目を向けるのが得策では、と愚ぐ考こうします」

「ほう？」

　勇斗が興味深げに目を瞠みはる。

「南の大国《炎ほのお》とは《雷》という共通の敵があり、利害関係が一致しております。また、ギンナル殿を通して何度か贈おくり物ものもしておりますし、先さき頃ごろは要よう請せいに応じて兵も出し、友好関係を築けております。兄弟盃を交わせる可能性はもっとも高いかと。

　また、大国《炎》と我ら《鋼》が組むことができれば、こちらと組んだほうが利があるとなびく勢力も出てくるでしょう。領民たちにも早晩《鋼》討伐令は知しれ渡るでしょうが、その不安の払ふつ拭しよくにも大いに役立つはず」

「うん、俺おれもそう考えていたところだ。やはり力を入れるべきは《炎》か」

　聞き入っていた勇斗が我が意を得たりとばかりに、力強く頷く。

　リネーアはほっと安あん堵どの吐と息いきをついた。

　見けん当とう違ちがいなことを口にして、勇斗を失望させたくはなかった。

「はぁぁぁ、さすがはリネーア殿ですね」

　勇斗の傍かたわらに立つ副官のフェリシアが、まじまじとリネーアを見つめて、感かん嘆たんの吐息をつく。

「いや、ボクなどまだまだだ。父上の説明がなければ、朝敵とされたことへの漠ばく然ぜんとした不安で思考が止まっていた気がする」

　謙遜ではなく本心からそう言って、リネーアは小さく首を振ふる。

　一応、自分が《鋼》の若頭かしらであり、勇斗に何かあれば大宗主を継つぐ立場にあるが、もしそうだったらと思うとぞっとする。

　いずれは思い至れたかもしれないが、少なくとも今の勇斗のような、迅じん速そくな対応は絶対に出来なかった。

　緊きん急きゆう時じは初動の早さがなにより大事だ。後手後手の対応に終始し、状況が悪化していくのを為なす術すべなく見守るしかなかっただろう。

　と、内省しきりなリネーアであったが、

「リネーア殿がまだまだでしたら、わたくしなどもっとダメダメですよ。リネーア殿の仰おつしやってることすら、いちいちなるほど、と頷いていたぐらいですし。やはり生まれながらの宗主だからでしょうか。その大局を見み据すえた視野の広さはとても羨うらやましく思います」

「そうだな。こういう話は、やっぱりリネーアとじゃないとできないってのはあるな。同じ宗主としての視点で話せる」

「っ！」

　ドクンッと、リネーアの胸がひときわ強く高鳴る。

　以前、美み月つきに言われたことを思い出したのだ。

『宗主でもあるリネーアさんなら、あたしなんかよりよっぽど勇くんと同じものを見ることができるし、悩みもわかってあげられるし、支えてあげることができるはずです』

　同時に、勇斗に妙みような悲壮感を抱いだく、と言っていたことも。

　その時はいまいちピンとこなかったが、今なら少しわかる気がした。

　違い和わ感かんを覚えたのは先さき程ほどの、

『今年中にどこかしらなんらかの動きはあるだろうな。まあ、なくても俺のほうから動くつもりだったけどな』

　という勇斗の言葉だ。

　勇斗にしては随ずい分ぶんと好戦的であり、そしてその中にリネーアはかすかだが焦しよう燥そうめいたものを感じたのだ。

「父上！」

　意を決して、リネーアは勇斗へと詰つめ寄よる。

「な、なんだ？」

　突然のリネーアの剣けん幕まくに押おされて勇斗が少したじろぐが、構わず続ける。

「討伐令以外のことで、何か思おもい悩んでおられることはございませんか？」

「えっ!?」

　意表を突つかれたように、勇斗の表情が固まる。

　一方のフェリシアは何か思い当たることがあるらしく、わずかに目を瞠らせる。

「奥おく方がたである姉上にも言えぬほどのこと、よほどのことと存じますが、一人で抱かかえ込まないでください。頼りないかもしれませんが、ボクにもその荷、背負わせて頂きたく思います」

「お兄様、わたくしからもお願い致いたします。最近のお兄様は張はり詰めすぎていて、とても心配になります」

「…………今の話からすると、もしかしなくても美月も気づいている？」

　なんとも気まずげに顔を曇くもらせて問う勇斗に、リネーアとフェリシアは深々と頷く。

　それを見て、勇斗はさらにはぁっと重々しく嘆息する。

「俺もまだまだだな。妊にん娠しん中ちゆうのあいつにあんまり不安を与あたえたくはなかったんだが」

　それはすなわち、聞けば流産の危険性があるほど衝しよう撃げき的てきということだ。

　思わずゴクリとリネーアは唾つばを飲み込んでから、改めて問う。

「お教えください、父上。いったい何があったというのです？」

「…………」

　事ここに至っても、勇斗はすぐには頷かなかった。

　言うべきか言わざるべきか、未だに迷っているようである。

　決断力のある彼が、ここまで迷うのは実に珍めずらしかった。

　このままでは埒らちが明かなそうである。

　リネーアはチラリとフェリシアに視線を向け、

「叔母御、席を外してもらえるか？」

「え？　……わかりました」

　わずかに視線を交かわしあった後、フェリシアは頷く。

　彼かの女じよ自身、相当に気になっているはずなのに、即そく断だんである。

「すまないな」

「……いえ、お兄様をお願い致します」

　ペコリと一礼し、フェリシアは執務室を出て行く。

　それを見送り、扉が閉まるのを確認してから、胸に手を当てて言う。

「父上、ボクは一応、《鋼》の若頭かしらです。あってはならぬことですが、父上に何かあればボクが大宗主の座を襲しゆう名めいし、父上のご意思を引ひき継ぐことになります。もちろん、ボクなどまだまだ頼りなくお思いなのでしょうが……」

「いや、そんなことは……」

　勇斗が否定の言葉を口にしようとするも、それを遮さえぎるようにリネーアは続ける。

「それでも！　万が一の事態に備えておくのは、宗主たるものの最も重要な務めの一つです。他の誰だれに話せなくとも、重大なことであればあるほど、ボクには知る権利と義務があるはずです！」

　一息に言い切って、断固たる決意を瞳ひとみに灯ともして、リネーアはジッと勇斗の目を見据える。

　討伐令にも狼狽うろたえず冷静に対処できる勇斗をこれほどまでに焦燥させ、にもかかわらずひた隠かくしにさせるもの。

　討伐令すらかすむほどの、とんでもないものなのだろう。

　とはいえ、ここで引き下がるわけにはいかなかった。

　美月からも、大宗主としての勇斗を任されている。そんなものならなおさら、勇斗一人に抱えさせたくなかった。

「……そう、だな。お前の言うことももっともだ。お前にだけは、話しておかないといけないな。万一のために」

「っ！　ではっ!?」

　前のめりになるリネーアに、勇斗はなんとも意味深な、力ない笑えみを浮うかべる。

「ああ、話すよ。けど、後で聞かなければよかったは受け付けないからな」







「まさか……そんな……っ!?」

　勇斗が語ったあまりに荒こう唐とう無む稽けいな未来に、リネーアは信じられないとばかりに声を荒あららげた。

　勇斗に対し、信しん仰こうとも言えるような盲もう信しんを抱いだく彼女が、だ。

　一方で、勇斗がこのような妄もう言げんの類たぐいを吐はく人間でないことも、リネーアは十分に知っていた。

　彼がこれまで言うべきかを迷い口をつぐんできたことも、理解できる。

　とても公言できることではない。

　万が一にも情報が漏もれれば、民の動どう揺ようは計り知れない。最悪、自棄やけになった者たちが暴動さえ起こしかねない。

「ユグドラシルが、海に沈しずむ!?」

「そうだ。さすがに今すぐってわけじゃないだろうが、そう遠くない未来には、間違いなく、な」

「父上の言葉を疑うわけではありませんが……」

「すぐに信じてもらえるとは俺も思っていない。でも、俺の世界ではすでに起こったこと、なんだ」

　痛ましげに顔を歪ゆがめて、勇斗は言い切る。

　その表情は、嘘うそを言っているようにはやはり見えなかった。

「……確か、父上がおられた世界は、今ボクたちがいる世界の数千年先の未来、でしたよね？」

「そうだ。そして俺の世界、いや俺のいた時代には、このユグドラシルという大地は、存在していない」

「…………」

　重苦しい沈ちん黙もくが場を支配する。

　リネーアにとって、大地とは生まれる以前よりずっとずっと常にあったものだ。はるか地平の果てまで、いやその先にまで続く広大なものだ。

　それが跡あと形かたもなく海に消える？

　太陽が西から昇のぼるよりも、有り得ないことのように思えてならない。

　だが、勇斗がここまできっぱりと断言するからには、相応の確信があってのことのはずだ。

「……で、では、どうするのですか？」

　かすれた声で、リネーアは問いかける。

　人は、天変地異の前にはあまりに無力だ。

　事前にわかっているなら避ひ難なんするしかないが、ユグドラシルそのものが沈むとなれば、いったいどこに逃にげろというのか。

「今、イングリットに大型の帆はん船せんを試作させているところだ。それを量産してユグドラシルを脱だつ出しゆつ、民衆ごと別の大陸に移住するつもりだ」

「別の……大陸っ？　そんなものがあるのですか!?」

　ポカンとした顔で、リネーアは思わず問い返す。

　これまで彼女は考えたこともなかった。

　ユグドラシルの他に大地があるなど。

　これは、この時代にあっては特段おかしなことではない。

　同時代、古代メソポタミアの王サルゴンは「世界の王」という称しよう号ごうを用いていたし、ヨーロッパ人にしても、大航海時代に至るまで、彼らの中で世界とは、ユーラシア大陸とアフリカ大陸という地続きの大地が一つあるだけだったのだ。

　アメリカ大陸も、オーストラリア大陸も、存在していなかったのである。

　リネーアが世界にはユグドラシルという大地しかないと思い込んでいたのは、無理からぬことだった。

「ある。ユグドラシルの東にはヨーロッパが、西にはアメリカ大陸があるはずだ」

「ちょっ、ちょっと待って下さい」

　さすがのリネーアも、悲鳴じみた制止の声をあげた。

　ユグドラシルが海に沈むというだけでも驚きよう天てん動どう地ちなことだというのに、海の外側にも大地が二つあるなど、これまで彼女が信じてきた世界観を根底から崩ほう壊かいさせる事実だ。

　とてもではないが、理解が追いつかなかった。

　スーハースーハーとリネーアは大きく深呼吸をする。実に一〇回にも及およんだあたりで、ようやく心が落ち着いてくる。

「正直、理解が及ばない部分は多々あるのですが、とりあえず父上がなぜ焦あせっておられたのかは理解できました。姉上にもお話し出来なかったわけも」

「ははっ、お前には悪いが、話せたことで俺は少し肩の荷が下りた気がするよ」

「いえ、話していただけて良かったです。確かに、この大地が消えてなくなるなど、考えるだけで空そら恐おそろしくなります。でも父上が独り苦しんでおられるより、よっぽどマシです。ボクごときでは頼りないかもしれませんが、父上の荷を軽くする手伝いぐらいはさせてください」

「……あんがとな」

　迷いない口調できっぱりとリネーアは言うと、勇斗はふうっと大きく息をつき椅い子すの背もたれに大きくもたれかかる。

　安堵のあまり、身体からだから力が抜ぬけたようだった。

　なんとかしなければ、誇こ張ちようなしで数十万数百万の命が海の藻も屑くずと消えるのだ。いかに勇斗が稀き代だいの英雄とはいえ、独りで抱え込こむには、あまりにも重たすぎたのだろう。

「しかし、とんでもない大事業ですね。海を越こえた大地に民ごと移住しようだなんて」

　言葉で言うのは簡単だが、途と轍てつもない難事である。

《鋼》だけでも数十万からの民がいるのだ。往復して運ぶにしても、相当数の船を建造しなければならない。

　移住先でそれだけの民を当面養うだけの食糧も用意しなければならない。

　試算しているだけで、目眩めまいを覚えそうなリネーアである。

「地理的には移住先はやはり西のアメリカとやらでしょうか？」

　すでに《鋼》はアールヴヘイムの西の果てまで征せい服ふくし、港をいくつか領有している。

　一方、東側の海に出るには、ビフレストにアールヴヘイム、さらにはヨトゥンヘイムまで抜けねばならない。

　そこから考えれば、アメリカ一択たくしかないように思えたが、

「いや、最悪の場合それも考えているが、今のところヨーロッパだ」

　勇斗の考えはまったく違ったようだった。

「理由を伺うかがっても？」

「いずれ検証ぐらいはしたいと思っているが、おそらくユグドラシルはヨーロッパにかなり近い位置にある。プラトンが著あらわした『ティマイオス』に、アトランティスとヨーロッパの間で交易や戦争があったという記述があるんだ」

「？　アトランティスとは？」

「アースガルズ帝てい国こくのことだ。アースガルズとは『神の囲った大地』って意味だろう？」

「ええ、確かにその通りですが」

　頷うなずきつつ、リネーア。

　神話によれば、ユグドラシルの大地は原初の巨きよ人じんアウルゲルミルの躯むくろから出来たと言われている。

　アースガルズとはそこにちなんで命名された名前だった。

「アトランティスは、アトラスの島って意味だ。島ってのはすなわち海で囲われた地のことであり、アトラスってのは、プラトンがいたギリシャって国が信仰したオリュンポスの神々と敵対するティターン神族の一柱。つまり、ギリシャ人にとっては、『異教の神が囲った大地』ってことで、ほら、同じ意味だろ？」

「なるほど……」

「まあ、話がそれかけてるので戻もどすと、一方のアメリカ大陸には、ユグドラシルにちなむものがほとんどないんだ。今から三〇〇〇年後ですら、車輪が発明されていなかったらしい。このことからも文化的交流がなかったことがわかる」

「確かに、東の果ては遠すぎてボクたちには情報がなくてわかりませんが、西に関してはそんな大地があるなどとは、とんと聞いた覚えがありませんね」

　難しげに眉をひそめつつ、リネーアは頭を振る。

　情報収集の一いつ環かんとして、交易商人たちなどから話を聞くことは多々あるが、そんな話はとんと耳にしたことがなかった。

　また帝てい王おう学がくとして、リネーアは実父よりアールヴエイム一帯の神話・伝承はほぼ完かん璧ぺきに頭に叩きこまれているが、その中にも、そんな別の大地に関する記述は、一行たりともなかったはずだ。

　つまり、交流がないほどに遠いのだ。

「イングリットには頑がん張ばってもらっているが、さすがに短期間で外洋を長期航海できるような船を作り上げるのは、正直厳しいだろう。設計図自体は用意したが、様々な技術的蓄ちく積せきがなさすぎる」

「鉄やガラスと一緒、ということですね」

「ああ。知識だけじゃ物は作れない」

　鉄やガラスは、勇斗が伝えてすぐに作れるようになったわけではない。どちらも半年一年という長い試し行こう錯さく誤ごの果てにようやく作り出せるようになったのだ。

「つまり、大量の人間を安全にユグドラシルより脱出させるには、東の果てに到とう達たつするしか無い、ということですか……」

「そういうことだ。まあ、いよいよやばいとなれば、そんなことも言ってられないから、危険を承知でアメリカに渡わたるつもりだけどな」

「？　その口ぶりからすると、何か予兆のようなものがあるのでしょうか？」

「『ティマイオス』の記述によれば、何度かの大きな地じ震しんに見み舞まわれた後、海に沈むらしい」

「大きな地震、ですか。とりあえずほっとしました」

　ふ～っとリネーアは安堵の吐息をつく。

　少なくともリネーアが宗主となって以来、そのようなものは一度も起きていない。

「とはいえ、そう時間がないのも事実。俺は今年中に神都グラズヘイムまで攻せめ上がるつもりだ」

「っ！」

　リネーアは息を呑のみ、愕がく然ぜんとした目を勇斗に向ける。

　今年といっても、すでに残り三ヶ月を切っている。

　そもそも今の《鋼》は、神帝テイウダンスの討伐令により未み曾ぞ有うの危機が訪おとずれようとしている真っ最中である。

　その対応だけでも精せい一いつ杯ぱいに思えるのに、グラズヘイムにまで軍を進めるとは、現実的とはあまりに言いがたい。

　しかしその眼めを見れば、彼かれが心底から本気で言っていることがいやがおうにもわかる。

　ならば、リネーアのすることは一つ――

「今いま頃ごろ、そんなことを言われても困ります！」

　お説教だった。

　正直なところ、リネーアはちょっと怒おこっていた。

　もっと自分を信じ、頼って欲ほしかった。

「まずもって別天地への移住とグラズヘイム侵しん攻こうを並行するならば、相当量の食しよく糧りようが必要となります。つい先ごろまで食糧難だったというのに、です！　いったいどこから調達するおつもりで!?」

「あ～、えっと、ノーフォーク農法で殖ふえた家か畜ちくを干し肉にすればなんとか、って考えてたんだけど」

「お甘あまい！　それだけではとても足りません。連作も視野に入れておくべきでしょう」

　農作物というものは、毎年同じものを植えると、どんどん大地が痩やせ細ほそっていく。

　いわゆる連作障害というやつだ。

　数十年数百年という長い目で見れば、絶対に避さけるべき行こう為いであるが、数年先に土地を遺い棄きする前提ならば、話が違ちがってくる。

　後のことを考えずに四倍の面積に作付けするわけだから、一～二年の短期間に限れば、収穫量は間ま違ちがいなく激増する。

「植える作物も、長期保存が利くものをこれからは優先したほうがいいでしょう。これらを民に納なつ得とくさせるのがかなり難しそうですが、それはこちらでなんとかしましょう」

「た、頼たのむ」

「かように、食糧一つとっても、準備というものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来るものではございません！　『時間』がどうしてもいるんです！　せめてあと一ヶ月早く教えてくだされば、苦労が全然ちがったのですけどね！」

　さすがのリネーアも、嫌いや味みの一つぐらいは付け足さざるを得なかった。

　すでに農民たちは秋の収しゆう穫かくを終え、次の作付けの準備に取とり掛かっている。もう本当に時間が無かった。

　収穫祭も終わって、しばらくはのんびり出来ると思っていたのに、またしばらく激務に追われること確定であった。

「す、すまん」

　リネーアの剣幕に押されて、さしもの英えい雄ゆう王おうもたじたじとなっていたが、彼女はバンッ！　と机を叩いてさらに詰め寄る。

「繰り返かえしますが、ボクにぐらいはもっと前もって説明してください！　そうすれば、もっと効率よく、かつ秘ひ密みつ裏りにいろいろ段取りを整えていたのです！」

　その後も半刻に亘わたり、こんこんとリネーアのお説教は続いたという。







「おかえりなさいませ。どうでしたか？」

「うむ。これから忙いそがしくなるぞ！」

　自室に戻るや、興きよう味み津しん々しんに問いかけてくるハウグスポリに、リネーアは興奮気味に返す。

　勇斗の前ではさんざん文句を言ったものの、内心彼女は感動に打うち震ふるえていた。

　ユグドラシルが海に沈む、というのは衝撃的だったし恐きよう怖ふもあるが、勇斗がいなければ、数百万という民が海の藻屑となることは決定的だったのだ。

　もはやリネーアは、勇斗は大神ユミルがユグドラシルの人々のため遣つかわしてくださったお方に相そう違いない、と心の底から信じて疑わなかった。

　そんな勇斗から直じか盃さかずきを頂ちよう戴だいし、その偉い業ぎようのお手伝いができるのだ。これで心が沸わき立たないわけがなかった。

「はあ、さいですか」

　感動しきりなリネーアとは対照的に、なぜかハウグスポリは気のない返事とともにがっかりと嘆たん息そくし、つまらなげにポリポリと後頭部を掻かき出だす。

「なんだ、その反応は？」

　憮ぶ然ぜんとリネーアは唇くちびるを尖とがらす。

　さすがにユグドラシル沈ちん没ぼつのことは話せないが、使命感に燃えに燃えていただけに、肩かた透すかしを食くらった気分である。

「いや、その様子だと、仕事の話で盛り上がって、少しも色っぽい話にはならなかったんだろうなぁ、と」

「…………あ」

　リネーアの口から、なんとも間の抜けた声が漏れる。

　そういえば、仕事はあくまで口実で、元々は勇斗とフェリシアの関係を探さぐるのが目的だったことを今いま更さらながらに思い出す。

「改めてお聞きしますが、どうでした？」

「……え～っとぉ」

「はああああああ」

　朝の時同様、ひどく呆あきれたような溜ため息いきをつかれた。

　屈くつ辱じよくである。

「何やってんですか、姫ひめ様さま」

「と、とても重大なお話で、それどころじゃなかったんだ！」

「ふむ、見えますな。今後もなんだかんだで仕事のやりとりばかりしている姿が」

「うっ！」

　自分でもそうなりそうだと思ってしまったリネーアである。

「ったく、生き真ま面じ目めなんだから。あ～、でも確かに姫様の場合、そういう話をする時は、仕事にかこつけてよりも、休きゆう憩けい中ちゆうなどに絞しぼったほうがいいかもしれませんね」

「あ、ああ、そうだな！　ボクもそのほうが性に合う気がする」

　宗主の仕事は、認にん可かが遅おくれたり判断を間違えたりすれば、多くの人が被ひ害がいを受ける、極きわめて責任が重いものだ。

　真剣に取り組まないのは、民に対する冒ぼう涜とくである。

　仕事中は仕事に集中したかった。

　勇斗に対しても、あれほど《鋼》の将来を案じ、真剣に取り組んでいるというのに、浮うわついた理由でその邪じや魔まをするのは抵てい抗こうがあった。

「それでは早さつ速そく、昼休み時に乗り込むとしましょう」

「え、ええ!?　今日のか!?」

「当然です」

「せ、せめて明日にしないか？」

　きっぱりと言い切るハウグスポリに、リネーアは怯ひるんだ表情を見せる。

　あれほど深刻な話をした後である。せめて一日ぐらいは日を改めたかった。

「何を言ってるんです。距きよ離りを縮めたいのなら、会う頻ひん度どを増やすのが常道でしょう」

「む、むう」

「だいたいそもそも、姫様はこれまで外と様ざまで、他の女じよ性せい陣じんより一歩も二歩も出で遅おくれているお立場」

「うぐっ」

　痛いところを突かれ、リネーアは言葉に詰まる。

《鋼》結成まで、リネーアは勇斗の妹分ではあったが外兄弟であり、月に一、二度会うのがせいぜいだった。

　築いてきた時間が少なすぎるからか、他氏族の宗主という遠えん慮りよがあるからか、《狼おおかみ》時代から彼に付き従ってきた女性たちに比べ、打ち解けた雰ふん囲い気きがないのは如によ実じつに感じるのだ。

「ようやく娘むすめ分ぶんとして身近な関係になれたというのに、臆おくしてどうするのです!?　恋れん愛あいというものは時に引くことも肝かん要ようですが、基本は攻めあるのみです！」

「う、うむ……」

　立て続けにまくし立てられ、思わず頷いてしまっていた。

　強ごう引いんに押し切られた感がないではないが、自分のことを心底から想おもってくれての言葉だということも理解していた。

　また、自分が不得手なことはその道に精通する人間の言うことを素す直なおに聞くのが、彼女の長所でもある。

「わかった。お前の言う通りにする。が、朝方、上の空だったこともあり、仕事が溜まっている。とりあえずそれを片付けさせてくれ」

「わかりました。俺もお手伝い致しましょう」

「うむ、頼む」

　それからはしばらく、リネーアは自らの仕事に没ぼつ頭とうする。

　大国《鋼》の若頭かしらである彼女もまた、勇斗同様、いやそれ以上に恐おそろしく多た忙ぼうの身であった。

　上がってきた案件を精査し、疑問があれば担当者を呼び出して話を聞き、次々に具体的な指示を出していく。

　人間で言えば、勇斗が頭脳ならば、リネーアは全身に血液を循じゆん環かんさせる心臓と言える。

　勇斗の革新的なアイディアの数々が《鋼》発展の原動力であるし、彼の存在そのものが《鋼》がまとまるための精神的支柱であることは誰もが認めることだが、極論を言えば、彼はいるだけでよく、働かなくても国は回る。

　だが、リネーアが働かねば、様々なものが支障をきたし、現場が大いに混乱することは間違いなかった。

「さて、次は、と」

　仕事を一つ処理し終え、新たな書類に手を伸のばそうとしたところで、それを取り上げられる。

「なんだ、ハウグスポリ？」

「仕事に熱中されてるところ申し訳ありませんが、お時間ですぜ」

「時間？　……ああっ！」

　素ですっかり忘れていたリネーアである。

　集中すると、そのこと以外考えられなくなるのだ。

「大宗主様は、ヴィーンゴールヴ庭園に向かわれたそうです。最近はあそこで昼食をおとりになることが多いみたいですね」

「ああ、あそこか。確かにいい所だからな」

　示し唆さされた場所は、リネーアにとっても馴な染じみ深ぶかいところだった。

　彼女の実父フルングニルがギムレーの知事だった頃ころ、そこで母と出会いお互たがいに恋こいに落ちたのだと聞いている。

　父母の馴なれ初そめの場ということもあり、これまでにも何度か訪れたものだ。

　今の時季なら、秋桜コスモスをはじめ、秋の花々が咲さき乱みだれていることだろう。

　その光景を思い出し懐なつかしさを感じつつ、庭園へと足を運ぶと、その中央に立つ四阿あずまやに勇斗の姿を見つける。

「ちち……」

　早速声をかけようとしたが、彼の隣となりにいたフェリシアがこちらに気づき、口元に人差し指を押し当あてるのを捉とらえ、慌あわてて呑み込む。

　なるべく足音を立てないようにこっそりと近寄ると、机に頬杖をついたまま、勇斗は目ま蓋ぶたを閉じていた。

「お眠ねむりになっていたのか」

「ええ、つい今しがた。昨日は考えねばならないことが色々ありすぎて、あまりお休みになれなかったのだとか」

「そうか。無理もない」

　勇斗が極めて責任感の強い男であることを、リネーアは知っている。

　未曾有の危機に際し、氏族を守るため、民たみを守るため、床に就いても考えずにはいられなかったのだろう。

「でもこの姿勢ですと、首を痛めてしまいますね」

　言ってフェリシアは差し向かいの位置から勇斗の隣に移動し、起こさないように慎しん重ちようにそっとその頭を優やさしく持ち上げて、自らの太ももへと導く。

「ふふっ♥」

　その髪かみを愛いとおしげに撫なでながら、慈じ愛あいに満ちた優しい眼まな差ざしで寝ね顔がおを覗のぞき込むフェリシアに、男女の仲には疎うといリネーアもさすがにピンとくる。

　少なくとも、以前までの彼女なら、目上である勇斗の頭を撫でるなどという不ふ遜そんなことはまずしなかったはずだ。

「あ～、叔母おば御ご。父上とは、その、え～と、その～……」

　さすがに直接的な言葉では尋たずねにくく、どう言ったものかと言葉を濁にごしていると、

「ああっ」

　と何かを察したのか、フェリシアの瞳に理解の色が浮かぶ。

　彼女は一つ頷いて、

「はい、お兄様とはミツキお姉様の取り成しもあり、情を交わさせて頂きました。その、今は結けつ婚こん式しきを挙げたばかりですからあれですが、時機を見て側室にも上げてくださると」

「そ、そうか」

　頬ほおを染め幸せそうにはにかむフェリシアに、リネーアはぎこちなく言葉を返す。

「父上と、結ばれたのか……」

　声が震えているのが、自分でもわかった。

　覚かく悟ごはしていたものの、実際に想い人が別の女性と、と言われると、嫉しつ妬とで胸が痛んだ。

　フェリシアが受け入れられたのなら、自分にも望みはあるはずだと闘とう志しを奮い立たせようともしたのだが、彼女の女性らしく柔やわらかな丸みを帯びた美しい肢し体たいを目まの当たりにすると、そんなわずかな希望さえ打ち砕くだかれる。

　特にあのたわわに実った胸！

　正妻である美月も、それはそれは大きかった。

　翻ひるがえって、首を傾かしげ自分のものに目を向けると、障害物などなく足あし下もとがよく見える。

　この二人と比べると、自分は女性らしい魅み力りよくに著いちじるしく欠けるのではないか、そんな劣れつ等とう感かんがどうしてもこみ上げてくるのだ。

「大したものだ。姉上一筋で、『荷車城塞ワゴンブルク』のごとき父上のお心を陥かん落らくせしめるとは。ボクもあやかりたいぐらいだ」

「いえ、そのミツキお姉様が間に入って下さったからです。わたくし一人ではとても……」

「謙けん遜そんすることはない。同性の目から見ても、叔母御はとても魅み力りよく的てきな女性だ。羨うらやましいほどに、な。ボクなど妹いもうと扱あつかいで、女として見られているかどうかすら危あやうい」

　はぁっとリネーアは大きく嘆息する。

　恋こい敵がたきに愚ぐ痴ちることではないのだが、言わずにはいられなかった。

「そ、そんなことは……」

「慰なぐさめは結構だ。自分が童顔な上、子どもっぽい体形なことは自覚している」

「えっと……」

　なんと声をかけるべきか迷ったのか、フェリシアが言葉に詰まる。

「性格的にも、我ながら実につまらない女だ。先程の執しつ務む室しつへの訪問は、実は父上との距離を縮めようという意図があったのだ。だというのに、気がつけば色気の欠片かけらもない政治の話に喧けん々けん諤がく々がくと没頭する始末だ」

「あの場はさすがに仕方がないような……」

「いや、思えばこれまでもずっとそうだった。父上と話すことといえば、いつもいつも政治のことばかりだ。こんなボクに、女を感じないのは当然だった」

「……僭せん越えつながら、むしろそれがリネーア殿どのの他の方が持ち得ない唯ゆい一いつ無む二にの魅力だと、わたくしは思いますわ」

「だから慰めは……」

　いじけたように唇を尖らすリネーアに、しかしフェリシアは小さく首を左右に振ふる。

「慰めではございません。お兄様は常々、リネーア殿とは踏ふみ込んだ話ができると仰おつしやっています。お兄様のお考えはいつも先進的すぎて、わたくし共には理解できぬ場合が多々ございます。ですがリネーア殿だけは、少し説明すればたちどころに理解を示し、かつ現実的な側面から忌き憚たんない意見をくれるからとても助かっている、と」

「兄上がそのようなことを？」

　確かに勇斗の思いつく案は、常識からかけ離はなれた突とつ飛ぴなものが多く、また前提となる知識をいくつもすっ飛ばしていたりもして、リネーアもしばしば理解に苦しまされる。

　また、先さき程ほどの一件などが顕けん著ちよだが、こうするべきという結論ありきで、どうやってそれを実行するのかという具体的な計画立案がけっこう曖あい昧まいなところがある。

　もっともそれは、リネーアに言わせれば短所というよりむしろ彼の長所である。

　宗主がすべき最も重要なことは、「方針を定め決断を下すこと」だ。先頭に立って牽けん引いんする者が現実ばかり見み据すえていては、そこに進歩も発展もない。

　とはいえ、勇斗の指し示す「方針」を、具体的な「計画」に落としこむには、誰かがどうしても現実に立りつ脚きやくした視点から指し摘てきをし、問題点を洗い出さねばならない。

《鋼》結成以来、もっぱらその役目はリネーアが請うけ負おっていたのだが、

「父上の素す晴ばらしいお考えにケチをつけてばかりで、ご不快な思いをさせているものとばかり……」

　と、内心かなり気に病やんでいた。

　とんでもない、とフェリシアが首を振る。

「先の討とう伐ばつ令れいの件にしても、お二人は話が噛かみ合あっていると言いますか、打てば響ひびくと言いますか、ぽんぽん話が進んでいくので恥はずかしながらわたくしはまるでついていけませんでしたわ」

　言われて思い返してみると、もっぱら勇斗とリネーアだけが話し合い、フェリシアはほとんど会話に加わっていなかった気がする。

　てっきり舎しや弟てい頭という政治中ちゆう枢すうから一歩引いたところにいるがゆえに、口出しを控ひかえているものとリネーアは思っていたのだが、違ったらしい。

「そんなリネーア殿だからこそ、お兄様も、心に秘ひめていたことをお話しになったのでしょう」

「ボクに話したこと、父上から訊きいたのか？」

「いえ、あえてその件には触ふれませんでした。……わたくしには言えないこと、なのでしょうから」

　少しだけ寂さびしそうに、フェリシアは目を伏ふせる。

　だがすぐにその憂うれいを消し、ニッコリと笑う。

「でもリネーア殿とお話しになった後のお兄様は、少し憑つき物ものが取れたような顔をしておられましたわ」

「そうか。それなら多少はお役に立てたようだな」

「多少どころではございません！　昨今のお兄様の気の張りよう、正直、見ていられませんでした。このままではお心を病んでしまわれるのでは、と」

　日中、勇斗の最も側近くに仕えているのが、副官のフェリシアだ。

　その彼かの女じよがここまで危き惧ぐを露あらわにするぐらいだ。かなり危険な状態だったのかもしれない。

「良かったです。本当に……」

　心底ほっとした表情でそう言うと、フェリシアは優しく勇斗の頭を撫でる。

　そんな彼女の心配などつゆ知らず、勇斗は呑のん気きに寝ね息いきを立てている。

　かと思った瞬しゆん間かんである。

「う、ううっ！」

　勇斗が突とつ然ぜんうめき声をあげる。

「ど、どうされたのだ!?」

「おそらく、悪い夢を見ておられるのでしょう。最近よくうなされていらっしゃるのです」

「そう、なのか」

　道理で美月やフェリシアが心配するわけだと今更ながらに思う。

　かなり、重症だ。

「まだきっと、いろいろと溜め込んでおられるのだと思います」

「だろうな」

　抱かかえ込んでいた秘密はなんとか聞き出したが、半年間も一人で抱え込んできたのだ。

　稀代の英雄といっても、勇斗も人間である。

　その間、誰だれにも言えず、積もりに積もった愚痴や悩なやみ、鬱うつ憤ぷんがあるはずだった。

「そうですわ！　ちょうどいい機会です。鉄は熱い内に打て、とお兄様も仰っていましたし、もう全部吐はき出させちゃいましょう」

　パンッと何かを思いついたように、フェリシアが手を打ち鳴らす。

「全部って簡単に言うが、どうするのだ？」

「ふふ、それは……」

　悪戯いたずらっぽくフェリシアが語った案に、リネーアは驚おどろきに目を見開いた。

　いくらなんでもそれは、いろいろと段階をふっ飛ばし過ぎではなかろうか、と。

　だが、フェリシアは俄が然ぜん乗り気で、リネーアの瞳ひとみを見据えるや深々と頭を下げる。

「どうかお兄様のこと、よろしくお願い致いたします。その御み心こころを、救ってあげてくださいませ」







「ほ、本当に行っていいのか!?」

　開け放たれた扉とびらを前にして、リネーアは慄おののきを露わにする。

　ここはギムレーの最さい奥おうとも言える神聖にして不ふ可か侵しんの場所で、勇斗の直盃をもらった重臣と呼べる者達たちさえみだりに立ち入ることを許されていない。

　だというのに、フェリシアはお気楽な感じで頷いてみせる。

「問題ありませんわ」

「し、しかしだな」

「今更何をためらっておられるのです？　もうすでに二度ほどご一いつ緒しよしたではありませんか」

「皆みんなといる時と、一人で行くのとでは勝手が違うというか」

「女は度胸！　ですわ」

　ぐいぐいっと背中を押おされ、中に無理やり入れられる。

　最後にひときわ強く押され、身体が前につんのめった隙すきに、扉を閉められる。

「お、おいっ!?」

「ご武運をお祈いのりいたしております」

「～～っ！」

　逃げ道みちを塞ふさがれ、真っ赤な顔で途と方ほうに暮れるリネーア。

　だが、いつまでもこうしているわけにもいかなかった。

　願ってもない好機であることは、間違いないのだ。これを活いかせぬようでは、自分にはもはや望みがなさそうでもある。

「よし！」

　覚悟を決め、リネーアはすぽぽーんと勢い良く衣服を脱ぬぎ放つや、奥おくへと進んでいく。

　その先にはもう一つ扉があり、それを開け放つと、もわっとした白い湯気が立ち込めていて、視界がすこぶる悪い。

　だがむしろ、リネーアにとってはそれは好都合だった。少なくとも、あちらからも見えにくいわけで、恥ずかしさが多少緩かん和わされる。
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「ふぃー、生き返るわぁ。極ごく楽らく極ごく楽らく」

　少し遠くから、気持ち良さげな勇斗の声が響いてきた。

　ここはギムレーに遷せん都とする際、勇斗が特別に作らせたお風ふ呂ろである。勇斗は大のお風呂好きで、毎晩、仕事が終わるとここで一日の疲つかれを癒いやすのが日課なのだという。

「おう、フェリシア。いい湯だぞ～」

　気配を察したのか、勇斗が声をかけてくる。

　だが、どうやらフェリシアと勘かん違ちがいしているようだ。

　最近は夜を共にするほうが、一緒に風呂にも入るというのが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっているらしい。つまり今夜はフェリシアの番なのだろう。

「父上」

「へっ？」

　リネーアが呼びかけると、間の抜けた声とともに勇斗が振り返り、そして固まる。

「リ、リネーア!?　な、なんで!?」

　さすがの戦場の軍神も、この状じよう況きように戸と惑まどっているようだった。

　リネーアはカーッと身体が熱くなるのを感じた。

　女だてらに若頭かしらとして《鋼》という大氏族を切り盛りする彼女だが、それでも年とし頃ごろの乙女おとめである。

　さすがに好きな男の前で一糸まとわぬ姿を見せるのは、恥ずかしかった。

　それでも、勇気を振り絞って言う。

「か、代わって頂きました。あっ、ミツキ姉上の許可ももちろん取ってあります」

「……あいつら」

　ある程度、事態を察したらしく、勇斗は眉み間けんを指で挟はさんで唸うなる。

「お二人を責めないでください。父上のことを心配してのことです」

「はぁ？」

　意味がわからなかったらしく、勇斗が訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「心の内を曝さらけ出すには、やはり風呂が一番だから、と。この半年、一人で抱え込こんで、いろいろと愚痴や鬱憤がありましょう。すでに知っているボクにはもう気き兼がねする必要もありませんし、人に話をするだけでも楽になるものです」

「……あいつら、俺おれに対してちょっと過保護すぎね？」

　やれやれといった感じで、勇斗が嘆息する。

　いくら適任だからといって、妻と側室が風呂に未み婚こんの女性を寄よ越こすとか、明らかにやりすぎだとリネーアも思ったが、

「それだけ父上が危うく見えたのでしょう」

「そんなに頼たよりないかねぇ、俺は」

「《鋼》で父上ほど頼りになる方はまずいませんが、だからといって皆のためとなんでもかんでも背せ負おいすぎては、いつか潰つぶれてしまいます」

　宗主の双そう肩けんには、数十万という人間の運命が乗っかっている。

　そして、全すべての人間を幸せにする政策などまずない。

　何かを実行すれば、得をする者と損をする者が出てくるのが世の常というものだ。

　その誰かの不幸にいちいち心を痛めていては、何もできないし、なによりストレスで精神が保たない。

　いわゆるいい意味で他人の不幸に鈍どん感かんでなければならないのが、人の上に立つ者の素養だと言える。

　その意味では、勇斗は宗主としてはあまりに優しすぎた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。まだ俺、若いし」

「身体からだのほうではありません。姉上や叔母御、そして、僭越ながらボクが心配なのは心のほうです！」

「……まあ、なんとかなるって」

　少しだけ、返事が遅れた。

　彼自身、参っていることに自覚があるのだろう。

　無理もない、とリネーアは思った。

　あんなもの、一人で抱え込むにはあまりに重すぎる。

「父上はご自身の健康に無む頓とん着ちやくすぎます！　この未曾有の危機が迫せまってる中、万が一にも父上がお倒たおれになれば、《鋼》そのものが危うくなります。兄上のお身体は、兄上だけのものではないのですよ!?」

　思いの丈たけを一息にまくしたてる。

　はあはあと息を荒あららげるリネーアに勇斗は苦く笑しようして、

「まあ、とりあえず湯に浸つかれ。まだ暖かいとはいえ裸はだかでいたら風邪かぜ引くぞ」

　顎あごをしゃくって、風呂に入るよう促うながしてくる。

「……はい」

　これだけ言ってもまだ自分自身より他人を気き遣づかうのか、とリネーアは悲しくなったが、その言葉に従う。

　そうしなければ、話をきいてくれないと思ったからだが、

「言い訳がましいけどさ、黙だまっていたのは別にお前らを信用していなかったからじゃない。知らないほうが、心こころ穏おだやかに過ごせると思ったからだ」

　リネーアが湯に浸かるや、勇斗は虚うつろに天てん井じようを見上げてそんなことを言い出す。

　リネーアは思わず、湯の中で拳こぶしを握にぎり締しめる。

　どうやら自分の言葉は、勇斗の心になんとか届いたらしい。

「俺はこれを知って以来、いつ天変地異が起きるのかって毎日気が気じゃねえよ。明日だったらどうしようってな。皆が水の底でもがき苦しんでいるような悪夢も、何度も見た。そう、何度も何度も」

「……心中お察し致します」

　リネーアが痛ましげに顔を歪ゆがめる。

　人間はいつか必ず死ぬ。それは誰にも抗あらがえぬ神の摂せつ理りだ。

　しかし、それが「遠い先のいつか」だから、人は未来に不安を感じることなく生きていけるのだ。

　しかも自分一人だけならまだしも、自分の周りにいる人間全てがこのままいけば確実に死ぬことになる。

　こんな恐怖に、毎日毎日絶えず襲おそわれ続けるのだ。

　リネーアもそういう恐怖とこれから戦っていかねばならないのだが、勇斗がなんとかしてくれるという確信にも似た楽観がある。

　勇斗にはそれさえなかったのだ。

　想像するだけで、リネーアはゾッと背筋が寒くなった。よく勇斗はこんなものを独りで抱え込んで、半年も耐たえられたものだと思った。

「美月は妊にん娠しん中ちゆうでそんな話聞かせて流産とかしたら洒落しやれになんねえし、フェリシアはあれでけっこう精神的に脆もろいところがあるし……まあ、だから、皆にはちゃんと助かる算段がついてから話そうって、思ってた。こんな思いをするのは俺一人で十分だ、ってな」

「やはり、お優しいですね」

　そう言うリネーアに、しかし勇斗は、自じ嘲ちようするような、力ない笑えみを浮うかべる。

「ははっ、そう決めたのに、怖こわくて苦しくて辛つらくて、誰かに打ち明けたいって何度も何度も揺ゆれたよ。幻げん滅めつしただろ？　《鋼》で一番頼りになるとか言ってた男が、こんな情けない奴やつでさ」

「そ、そんなことはありません！」

　喉のどが張はり裂さけんばかりの勢いで、リネーアは勇斗の言葉を否定する。

　幻滅など、するわけがなかった。

　勇斗には、故郷である天の国で美月とともに暮らすという選せん択たく肢しもあったはずなのだ。

　それを投げ打って、《鋼》の民を救うため、引いては家族を救うため、身の危険を顧かえりみずユグドラシルに舞まい戻もどってきた。

　恐怖を覚えることなく勇ゆう敢かんなのは、ただの無む謀ぼうだとリネーアは父から習った。

　真の勇者とは、恐怖を知りつつも、それでも歯を食いしばって前に進める者のことを言うのだ、と。

「あ、あれ!?　な、なんだ!?」

　突とつ如じよ、勇斗が極ごつ寒かんの雪山に放ほうり出されたかのように、歯をカチカチと鳴らし、身体をガタガタと震わせ始める。

　心の内を吐と露ろしたことで緊きん張ちようの糸が切れ、溜め込んでいたものが一気に吹ふき出したのだろう。

「くそっ、ふ、震えが止まらねえ。皆を守るためにも、大宗主である俺がしっかりしねえといけねえのに。止まれ、止まれ！」

「っ！」

　とても見ていられず、気がついたらリネーアは勇斗に抱だきついていた。

「大丈夫です！　今ここにはボクしかいません。無理に気を張らなくてもいいですから！」

「～～っ！」

　声にならない呻うめきとともに、抱き返された。

　ガタガタガタッと勇斗の震えが、その抱えていた恐怖が、直じかに伝わってくる。

　これが愛情によるものではなく、恐怖に駆かられてのことでも、リネーアには嬉うれしかった。

　彼かれが自分を頼ってくれることが。

　彼の助けになれることが。

　リネーアにとって、勇斗は常に「英雄」だった。

　今、彼女の腕うでの中で震えている少年は、英雄という存在には程ほど遠とおいかもしれないが、これまで以上に愛しく感じられて仕方なかった。

　少しでも彼を安心させてあげたくて、ただその一心で、ぎゅ～っと力いっぱいその首筋にしがみつき続ける。

　どれぐらいそうしていたか、ようやく彼の身体から震えが消える。

　が、代わりといってはなんだが、へその辺りに何やら固いものが当たっていた。

（も、もしかしてこれって……）

　すぐにそれが何なのか察して、リネーアはカーッと急激に顔が火ほ照てるのを感じた。

　風呂でただでさえ温まっているだけに、頭がくらくらする。

「あ、あ～、も、もう大丈夫だから。放してくれないか」

「だ、大丈夫、です。ボクはかまいませんから」

　勇斗が気まずげにそんなことを言ってくるが、顔から火が出る思いでなんとかそれだけ口にする。

「俺も男なので、さすがにずっとこうしていると抑おさえがきかなくなるというか……」

「だから、かまいません」

「いや、そういうわけにも……」

「姉上の許可は、とってあります。少しでもボクのことを愛しく思ってくださるのなら、どうか……っ！」

　震ふるえる声での、精せい一いつ杯ぱいの告白。

　これで断られたら、当分立ち直れそうにない。

　しかし、それでも想いをぶつけずにはいられなかった。

「…………」

　わずかの沈ちん黙もくの後、優しく肩かたを抱かれ、身体を押し戻される。

　それが答えだと思った。

「や、やっぱり……妹にしか思えませんか？　ボクなんか抱く気には、なれませんか？」

　目め頭がしらが熱くなり、ぽろぽろと涙なみだがこぼれる。

　こんなことを訊いても、勇斗を困らせるだけだとわかっているのに。

「……ンなわけあるかよ」

　吐き捨すてるようにそう言って、勇斗はじっと真しん剣けんな目でリネーアの目を覗き込んでくる。

「俺は、お前だけを愛してやれない。正妻にも、してやれない。それでもいいんだな？」

「……えっ？」

　てっきり拒きよ否ひされたとばかり思っていたので、リネーアは目を白黒させる。

　勇斗の言葉を頭の中で反はん芻すうし、その意味を理解するや、

「はいっ！　いいですいいです！」

　弾はじかれたように、コクコクコクコクと何度も首を縦に振る。

　せっかく勇斗が受け入れてくれたのに、返事が少し遅れたことで、迷いがあったと万が一にも思われてはたまらない。

「お前、一応、『姫様』で、《角》の宗主だろう？　本当にそんなんでいいのかよ？」

「かまいません。父上に愛していただけるなら、どんな形でも！　父上のほうこそいいのですか？」

「ああ、もう毒を食くらわば皿まで、だ」

「ど、毒はいくらなんでもひどいです！」

　これにはさすがに、リネーアも抗こう議ぎする。

　そんなリネーアに勇斗は悪戯っぽく笑みを浮かべて、

「ははっ、わりぃわりぃ。確かにこんなかわいい子に、毒はねえよな」

　言って、勇斗が顔を近づけてくる。

　リネーアもそっと目を閉じる。

　たとえこの先、どんな絶望が待ち受けていようと、今感じているこの幸せだけは絶対に忘れないと思った。







「どうだ、リネーア？」

「はい。と、とても気持ちいいです」

　ほうっと吐と息いきをつくとともに、リネーアは言う。

　耳元に、ふっふっと勇斗の少し荒い息いき遣づかいを感じる。

「痛くはないか？」

「だ、大丈夫です。全然痛くないです」

「緊張してるのか？　もっと力を抜ぬいたほうがいいぞ？」

「は、はい」

　頷うなずきはしたものの、絶対無理だとリネーアは思った。

　まさか勇斗がこんなことをするなんて……っ！

「じゃあ、そろそろかけるぞ」

「ど、どうぞ！」

　バシャッ！

　背中一面に熱い液体が降り注ぐ。

「きょ、恐きよう縮しゆくです。父上に背中を流してもらうなど」

「さっき俺も流してもらったしな。お返しをするのは当然だろう」

「当然って、そんなの聞いたこともありません」

　背中を流すという行こう為いは、目下が目上に対してするものであって、目上が目下にするものではない、というのがリネーアの知る常識だ。

「俺の世界じゃ普ふ通つうなんだよ。さぁて、んじゃもうひとっ風ぷ呂ろいっとくか。お前も疲れただろ」

「あ、ボ、ボクはいいです」

「ん、なんだ、のぼせたか？」

「いえ、その、お湯を血で汚よごすのはどうかと思いまして……」

「あー……すまん、配はい慮りよが足りなかった」

　パンッと両手を打ち合わせ、勇斗は頭を下げる。

　リネーアはぶんぶんと首を左右に振る。

「いえ、ボクのほうこそ気を遣つかわせてしまって……」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、彼女は勇斗の下半身に目を向ける。

　ギンギンだった。

「その、まだし足りないのでしょう？」

「あ、いや、これは、お前の背中流してたら勝手に……節操がなくてすまん」

「え、えと、ボクのせいでこうなったのなら、ボクが面めん倒どう見なければいけませんよね」

「お、おい、まだ痛いだろう。無理しなくても……」

「大丈夫、です。父上が望むのなら何度だって……」

「え、えと、じゃあ……」

「ご入浴中のところ、失礼致します！」

　二人の間に甘あまい空気が漂ただよい始めたところで、緊きん迫ぱく感かんのある声が割り込んでくる。

「な、なんだ、フェリシア!?」

「はい、《雷いかずち》に潜もぐらせていた間かん者じやより急使です」

「《雷》から？　何か動きがあったのか？」

　瞬またたく間まに宗主の顔つきに戻り、勇斗が問う。

　この場をお膳ぜん立だてしたのは他ほかならぬフェリシア自身だ。その彼女がこうして割って入ってくるなどよほどのことである。

　いったい何があったのだ、とリネーアもゴクリと唾つばを飲み込む。

　確か《雷》は現在、南方の大氏族《炎ほのお》と交戦中のはずだ。

　もしや《炎》の軍勢を撃げき破はし、返す刀で《鋼》へと攻せめ込んできたのだろうか。常識ではありえない行動だが、戦せん闘とう狂きようのあの男なら十分にありえる気がした。

　だが、次にフェリシアの発した言葉は、彼女にとってそれ以上にありえないことだった。

「《雷》の宗主ステインソールが、戦死したとのことです」







ACT 3







「おい、ステインソールあのバカが死んだってどういうことだ!?」

　慌あわてて風呂から執務室に駆け戻るや、勇ゆう斗とはクリスティーナを呼びつけ、開口一番問とい質ただした。

　馬ば鹿か呼ばわりこそしているが、あの男の圧あつ倒とう的てきな強さを、勇斗は嫌いやというほど思い知らされている。

　長槍密集陣形フアランクスに荷車城塞ワゴンブルクと時代を遥はるかに超ちよう越えつした戦術を個の武勇で覆くつがえす、誇こ張ちよう抜ぬきで人類という枠わくそのものを大きく踏み越こえた正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。

　確かに、戦場では何が起きてもおかしくはない。

　だが、万の軍勢の取り囲まれようとゆうゆうと突とつ破ぱして生せい還かんしかねないあの男が戦死したなど、にわかには信じられなかった。

「八日前、《雷》領南方、ワガネア砦とりでにて《雷いかずち》軍と《炎ほのお》軍が交戦、そこで討うち取とられたとのことです」

　手に持った書簡に目を通しつつ、クリスティーナが淡たん々たんと答える。

「八日前、か」

《鋼はがね》には伝でん書しよ鳩ばとという馬をはるかに超こえる通信手段があるが、準備に手間がかかることもあり、よほど危急な時以外は早馬が基本だ。

　さらに言えば、他国の領内での移動は、馬を使えば目立つため、行商人などに扮ふん装そうして馬車や徒歩となる。

《雷》の南部で起こったことを考えれば、ほぼ最速に近くはあるのだが、情報は鮮せん度どが命だ。

　携けい帯たい電話に慣れ親しんでいる勇斗には、やはりどうにも情報が遅おそすぎると感じてしまうのは致し方かたないところである。

「偽ぎ報ほうの可能性は？」

　敵国を混乱させるため、わざと嘘うその情報を流す時もあれば、情報が錯さく綜そうし、まったくのデタラメが流る布ふされるなんてこともしばしばある。

　実際、ステインソールは第一次エーリヴァーガル川での戦いの後しばらく戦死したと思われていたし、勇斗にしたところで、現代日本に強制送そう還かんされた際には、《豹ひよう》によって討ち取られたのだとまことしやかに噂うわさされていた。

　特に《雷》の宗主パトリアークステインソールが戦場にいるのといないのとでは、手て強ごわさがそれこそ何倍も違ちがう。

　ステインソールが死んだという情報によって《鋼》を油断させおびき寄せ、一いち網もう打だ尽じんにする策ということも十分に考えられた。

　あまり、猪ちよ突とつ猛もう進しんなステインソールらしくはないが、誤った情報を基に動けば、手痛い損害を被こうむりかねない。

　慎しん重ちように慎重を重ねるぐらいがちょうどよかった。

「さすがに現段階では断言まではできませんが、十中八九、戦死したと見て間ま違ちがいないと思われます」

「根こん拠きよは？」

「現在、《雷》に侵しん攻こう中ちゆうの《炎》の軍勢は、どれだけ低く見積もっても三万はくだりません」

「さ、三万!?」

　勇斗は素すっ頓とん狂きような声をあげる。

　いかに十大列強に数えられる大氏族とはいえ、想定を遥かに上回る数字である。

　動員できる兵力は、基本的にその国の農業生産力に比例する。

　ノーフォーク農業に良質な肥料と、農地面積に対する生産力で他を圧あつ倒とうする《鋼》でさえ、現在二万強といったところだ。

　この時代に、いったいどのようにすればそんな圧倒的な兵を擁ようすることができるのか、まったく想像がつかなかった。

「吹かしじゃなく、か？」

　戦いの趨すう勢せいは、士気と兵力でほとんどが決まってしまう。

　味方を鼓こ舞ぶし敵を動どう揺ようさせる為ため、あえて実数より多く喧けん伝でんするというのは、洋の東西を問わずありふれた手だ。

　だが、クリスティーナは厳しい表情のまま首を左右に振る。

「はい、吹かしじゃなく、です。むしろこれ以上の可能性のほうが高いぐらいです。そんな大だい攻こう勢せいの最中に、自軍の兵を少なからず動揺させ、隣りん国ごくから新たな敵を招き入れかねない偽報を流す理由がありません」

「確かに、な」

　一方の《雷》の動員兵力は、どれだけ高く見積もっても一万に満たない。

　ステインソールは強敵との戦いを切望する戦闘狂ベルセルクルではあるが、戦場での判断力には目を瞠みはるものがある。

　この状況で更さらに敵を呼びこむほど愚おろかな男ではあるまい。

「さしものあの馬鹿も、三万以上という数の暴力の前には力ちから尽つきたってことか」

「それが、そういうわけでもないみたいでして」

「はぁっ!?　おいおい、まだなんかあるのかよ……」

　すでにステインソールの戦死に、三万以上の兵力と、本来ありえないことが二つも起こっているのだ。

　二度あることは三度あるとは言うが、もはや勇斗は驚きを通とおり越して呆あきれの心境に入っていた。

　……入っていたのだが、次にクリスティーナが発した言葉に、これまで以上に驚きよう愕がくさせられることになる。

「その、詳しよう細さいは不明なのですが……逃にげ帰かえってきた兵士たちの話によりますと、《炎》の陣じん営えいからけたたましい轟ごう音おんが響くや、ステインソールをはじめ《雷》軍の兵たちが次々と血を噴ふき出だして倒れていったそうです」

「なっ……!?」

「兵士たちも、何が起きたのかよくわからなかったそうです。まるで妖よう術じゆつか何かの類たぐいにしか見えなかった、と。どうも話を聞く限り、どうもてつはうの音と類るい似じしているようなのですが……」

「まさ……か……」

　青ざめた顔で、勇斗は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　脳のう裏りに一つだけ、閃ひらめくものがあった。

　腰こしに手を回し、護身用に持ち歩いているそれを引ひき抜く。

　奇くしくも、あの双そう紋もんの化け物を討ち取るにはこの兵器しかないと勇斗自身思っていたものだ。

「それは？」

「銃じゆう……だ」

　クリスティーナの問いに、勇斗は硬かたい表情で答える。

　マカロフＰＭ。

　ソビエト連れん邦ぽうにおいて、一九五九年に正式採用された中口径自動拳けん銃じゆうである。

　父親である哲てつ仁ひとから持っていけと渡わたされた時には、勇斗も仰ぎよう天てんしたものだ。

　刀とう匠しようである哲仁の顧こ客きやくにはその筋の人間もおり、その伝つ手てで手に入れたらしい。

　これで身を守れ、と。

　自分のことなどまるで気にかけていないとばかり思っていたのに、息子むすこの為に法まで犯おかすとは、実はかなりの親おや馬ば鹿かだったようである。

「これは《豹》への騎き馬ば対策で使用したてつはう同様、火薬を用いた兵器だ。火薬を炸さく裂れつさせ、その力で小指の先ほどの金属の玉を矢よりはるかに高速で射出、目標を打うち抜く。殺傷力も極きわめて高い」

「それは、厄やつ介かいですね」

　冷静沈ちん着ちやくなクリスティーナが、ゴクリと唾を飲み込む。

　戦場において最も敵を殺傷するのは、槍やりでも剣けんでもなく、実は弓矢である。

　剣道三倍段という言葉があるが、これは素す手でで剣を持つ敵を相手にする場合、相手の三倍の段位が必要という意味だ。

　同様に、剣で槍の相手をするには、これまた三倍の段位が必要だと言われている。

　かように、相手の間合いの外から攻撃できるというのは、圧倒的なアドバンテージなのだ。

　勇斗が、複合弓コンポジツトボウやクロスボウといった、より遠えん距きよ離りから攻撃できる武器の開発に力を入れていたのもそのためである。

　矢ならば、まだ防いだり回かい避ひしたりのしようがあるが、その矢よりもはるかに小さく速いとなれば、それも極めて困難となる。

　戦場で銃が弓矢を駆く逐ちくしていったのは、至し極ごく当然のことと言えた。
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　だがそれは、今より実に三〇〇〇年以上先の話である。ユグドラシルには本来、絶対に存在し得ないはずのものであった。

「いったい何者だ？　って、そういや、まだ名前も知らねえや」

　以前、送られてきた書簡に名前は刻まれてはいたのだが、ミミズがのたうったような文字で読めなかったのだ。

　とはいえ、これから兄きよう弟だい盃さかずきを交かわそうという相手の名前も知らなかったとは、勇斗らしくない痛つう恨こんのミスではある。

《鋼》包ほう囲い網もうとユグドラシル沈ちん没ぼつのことで頭がいっぱいだったというのは、言い訳にもならない。

　今いま更さらながらに、美み月つきやフェリシアが心配したように、いろいろと余よ裕ゆうをなくしていたのだと痛感する。

「ノブナガです」

「は？」

　勇斗は最初、クリスティーナが何を言ったのかわからなかった。

　ユグドラシルでは、聞くはずがない響ひびきである。

　一拍ぱく後、それが《炎》の宗主の名なのだと気づき、脳内のピースが一気に組み上がっていく。

「……そういう……こと、か。フェリシア、《炎》に滞たい在ざい中ちゆうのギンナルに、《炎》の宗主との兄弟盃の段取りをとにかく急ぐよう改めて申しつけろ」

「は、はいっ！」

「《炎》の宗主とは是ぜが非ひでも会って話をする必要が出てきた」

　決然と、勇斗は言う。

　勇斗と美月が、すでにここにいるのだ。

　他に別の時代からの漂ひよう流りゆう者しやがいたとしても、なんらおかしくはない。

　それが炎に呑のまれ消えたはずの、あの戦国の覇は王おうだったとしても。

　冷たい汗あせが、勇斗の背筋を流れる。

　今この状況で敵に回すのは、なんとしても避さけたい相手だった。







「昨日に引き続き夜よ更ふけに集まってもらってすまない」

　円えん卓たくの間には、昨日同様、《鋼》傘さん下か七氏族の宗主たちが集結していた。

　加えて今回は、ジークルーネや《爪つめ》の双ふた子ご、イングリットなどといった勇斗直じき参さんの子分たちも揃そろい踏ぶみし、そうそうたる顔ぶれであった。

「先さき程ほど、クリスティーナより驚おどろくべき知らせが入った。《雷》の宗主ステインソールが、《炎》と交戦中に討ち死にした、と」

「「「なっ!?」」」

　ざわっと室内にどよめきが起こる。

　この場で、虎心王ドールグスラシルの人間離ばなれした強さを知らぬ者は一人もいなかった。

　今年の春先に起きたガシナの戦いには、この場の全員がなんらかの形で関かかわっている。

　策にハメ、完全に包囲したというのに、力ずくで突破されたことは、皆みなまだ記き憶おくに新しいはずだった。

「皆が驚くのも無理はない。俺も最初信じられなかったが、どうも本当らしい」

　続く勇斗の言葉に、今度は一転、いくつかの息を呑む音とともに静せい寂じやくが場を支配する。

　あの虎心王ドールグスラシル率いる狂戦士ベルセルクルの軍団を打ち破り、さらにその上、宗主の首級まで挙げてしまうとは、《炎》とはいったいどれほどの強さなのか。

　誰もが、畏い怖ふを覚えずにはいられないようだった。

「……いったい《炎》はどのようにして、あの怪かい物ぶつを討ち取ったのでしょう？」

　凛りんとした声でそう問うたのは、この重苦しい空気にはそぐわぬ銀ぎん髪ぱつの美しい少女だった。

　折れそうなほど華きや奢しやな体たい躯くではあるが、この少女――ジークルーネは『最も強き銀狼マーナガルム』の名を受うけ継つぐ、名実ともに《鋼》で最強の武勇を誇ほこる猛もう将しようである。

　ステインソールとも幾いく度どとなく直じかに鉾ほこを交え、その化け物じみた強さをこの場の誰よりも身に沁しみて思い知っている。

　大たい狼ろうガルムとの死し闘とうで体得した、自身の身体能力と反射神経を短時間だけ跳はね上あげる奥おう義ぎ『神速の境地』をもってしても、かすり傷一つつけるのがせいぜいだったと聞く。

　それゆえになおさら、どうすればあの男を殺せるのか想像がつかないのだろう。

「詳細はまだ不明だ。が、俺の想像が正しければ、火薬を用いた新兵器と思われる」

「火薬を？　多少、意表を突ついたところであの男を倒せるとは到とう底てい思えませぬが……」

　ジークルーネが訝しげに眉をひそめる。

　彼かの女じよにとって火薬を用いた兵器とは、爆ばく竹ちくとてつはうである。

《豹》の騎き馬ば軍団を一いつ蹴しゆうした恐おそるべき兵器ではあるが、基本的には敵を驚かせ混乱させる為のもので、直接敵を倒す類のものではないという認にん識しきなのだろう。

　より恐ろしい、極めて高い殺傷力を持つ兵器の存在を、彼女は知らないのだ。

「まあ、まだ推測の域を出ない。現在、クリスティーナに調べさせている。それを待て」

「はっ」

「奴をどう倒したかよりも、倒れたことでどうなるか、が今は重要だ。奴がいない《雷》軍など烏う合ごうの衆同然だ。国内も突とつ然ぜんの死に混乱しきっているだろう」

　そこで一拍置き、勇斗は左右に視線を向け、皆を見み据すえて言い放つ。

「よって、これより《雷》征せい伐ばつを行う」

「「「っ！」」」

　再度、円卓の間に衝しよう撃げきが疾った。

　だが今回、彼らの間に生まれたのは戦せん慄りつではなく、歓かん喜きであり興奮である。

　前述のように、《雷》は幾度となくやりあった宿敵とも言うべき氏族だ。

　ガシナの戦いでは勇斗不在の影えい響きようもあって大敗北を喫きつし、その後に行われた第二次エーリヴァーガル川の戦いでも、エーリヴァーガル川以西の領土をまんまと奪うばい取られている。

　まさにこの上ない雪せつ辱じよくの好機であった。

　勇斗としても、現在、《炎》宗主との兄弟盃を打だ診しん中ちゆうではあったが、大国の宗主同士が直に会い盃を交わすとなれば、日程や場所を決めるだけでも、相応の時間がかかる。

　その間、のほほんと過ごすつもりはなかった。

「個人的に敗者に鞭むち打うつのは趣しゆ味みではないが、氏族間でそんなことを言ってもいられない。この機会に徹てつ底てい的てきに叩たたく」

　手のひらに拳を叩きつけ、戦意を露あらわに勇斗は言い切る。

　この場にいる大半の者は力強く頷いたものだが、難色を示す者もいた。

「討とう伐ばつ令れいが下っている中、大規模に兵を動かすのは危険ではありませぬか？　その隙すきを突いてくる氏族があるやもしれません」

　おずおずとそう口にしたのは、《灰はい》の宗主ドーグラスである。

《灰》はビフレスト中部、《鋼》の最東部に領土を持ち、かつ《牙きば》や《雲くも》の脅きよう威いに晒さらされている。

　すなわち、今回の《雷》征伐で、《鋼》の戦力が西部に集中すれば、最も手て薄うすになり危険になるのが、《雷》領から最も遠い《灰》だった。

　彼の不安も実にもっともと言えたが、勇斗はニヤッとあくどく口くちの端はしを吊つり上げる。

「むしろそれが狙ねらいだ。いつ攻めてくるのかとビクビクオドオド待つつもりはない。この際、おびき出して一網打尽にしてしまえばいい」

　あっさりと言い放つ勇斗に、

「くはは、さすがは親父おやじ殿どの。相も変わらず剛ごう毅きですなぁ」

「ふっ」

「一網打尽ですか。腕が鳴ります」

　ヨルゲン、スカーヴィズ、ジークルーネといった《狼おおかみ》時代からの古参の将たちはもう慣れたとばかりに笑みさえ浮かべて応こたえたものだが、

「そ、そんな簡単にいきますでしょうか……」

　さすがにドーグラスは納なつ得とくできないようだった。

「仮に《雲》と《牙》が攻めてくれば、我わが《灰》だけでは食い止めることは難しいかと。援えん軍ぐんは間に合うのでしょうか？」

　最終的に勇斗の言う通り敵を一いつ掃そうできたとしても、《灰》領内を荒あらしまくられた後ではたまったものではない。

　そうならない保証が欲ほしいのだろう。

「問題ない。独立騎き兵へい団だんを待機させておく」

「はい？　聞き覚えのない名前ですが？」

「まあ、つい先日、設立したばかりだからな」

「……そんな新設されたばかりの連中では、さすがに心もとないといいますか」

「いや、親衛騎団ムスツペル以上の精せい鋭えい揃ぞろいだぞ。なんせケルムト川の戦いで捕ほ虜りよにした《豹》の騎兵たちだからな」

「なっ!?」

　ドーグラスが驚きに目を見開く。

《豹》の騎兵の精強ぶりは、ステインソールの武勇同様、《鋼》内では大いに知しれ渡っている。

「た、確かに味方につければこの上なく頼たのもしい連中ではございますが、元は敵、果たして信用できるのですか？」

「そこも問題ない。今の暮らしを守るためにも、しゃにむに働いてくれるだろうよ」

　自信満々に勇斗は言い切る。

　この時代、敵国の捕虜兵など奴ど隷れい同然の待たい遇ぐうで、戦場においても最も危険な最前線に送られるのが常であるが、勇斗は能力を重視し、それに見合う高待遇を彼らには与あたえていた。

《豹》の騎兵たちもそのことに相当の恩義を感じているらしく、活かつ躍やくの場を与えて欲しいとあちらから申し出てきたぐらいである。

　念のためクリスティーナ傘下の風の妖精団ヴインダールヴスを使って内部調査も行ったが、勇斗の悪口などまったく聞かず、むしろ心から感謝しており、勇斗様様だと評判は上々で、彼らの忠節はもはや疑いようがなかった。

「それに加えて、実際に兵を出すのもいつもの三分の一程度でいい。準備や行軍だけは大々的にやってもらうがな」

「なるほど、そして実際にはむしろ外敵の襲しゆう来らいに備えておけ、と」

「そういうことだ。まだ何か心配事はあるか？」

「いえ、そこまでお考えなのであれば、これ以上申し上げることはありません」

　一礼し、ドーグラスが引き下がる。

　なんとか納得させることができたようだった。

「よし！　では出しゆつ征せいは一〇日後だ。おのおの領地に戻り準備を急げ！」

「「「「「はっ！」」」」」

　これをもって、《鋼》の《雷》征伐が決定したのである。







「つーわけで、すまん！　またしばらく留守にする」

　言うや、勇斗はパンッ！　と両手を合わせ、両目をつぶり、頭を下げる。

　海千山千の貫かん禄ろくあふれる七氏族の宗主たちを顎あごで使う勇斗が、ここまで平ひら謝あやまりするのは、《鋼》に一人しかいない。

「そっかー。……うん、わかった。がんばってね」

　美月は少しだけ寂さびしそうな顔をするも、次の瞬しゆん間かんには笑え顔がおで頷いてくれた。

　妻の聞き分けの良さに、勇斗はなおさら申し訳なくなる。

「ほんとごめんなー。初めての出産で不安な時に……」

「大だい丈じよう夫ぶ、わかってるから。フェリシア、勇くんのこと、お願いね？」

「はっ、この命に替えましても、お兄様はお護まもりいたします」

　フェリシアが力強く請うけ合うが、美月はムッと少し怒おこったように眉まゆをひそめる。

「勇くんは護ってほしいけど、大好きな妹分にも死んでほしくないよ、あたしは」

「はい、わたくしもお兄様とお姉様の御み子こを抱く前に死にたくはありません」

「うん、あたしもフェリシアに抱いてほしいな」

　今の返事には、美月も満足したようだった。

　なんとも和なごやかな空気が部屋に満ち言いにくいことこの上なかったが、それでもさらにもう一つ、言わねばならないことがあった。

「あと、その、えーっと、こいつも側室に迎むかえることになった」

　後ろに控ひかえていたリネーアの背中を押おして、勇斗は引きつった顔で宣言する。

　正直、留守にすることより、こちらを伝えるほうが緊きん張ちようした。

「よ、よろしくお願い致します、姉上！」

　リネーアが深々と頭を下げる。

　美月はといえば、ジロジロと無ぶ遠えん慮りよに勇斗の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ふ～ん、ずいぶんとすっきりした顔しているね」

「あっ、その、えっと……」

　何かを思い出したらしく、リネーアが顔を真っ赤にしてしどろもどろになる。

　勇斗もつられて、カーッと顔が熱くなるのを感じたが、

「あっ、違う違う。そういう意味じゃなくて、勇くんの顔から険が取れたなって」

「……そんなに思いつめた顔してたか？」

「してたしてた。こ～んな感じ」

　美月がむ～っと眉み間けんにシワを寄せ険しい顔つきになる。

　どうやら勇斗の真似まねをしているらしい。

　もちろん、かなり誇こ張ちようはされているのだろうが、彼女の前では普ふ段だん通りにしていたつもりだったのだ。

　まだまだ修しゆ行ぎようが足りない、と反省しきりの勇斗である。

　妊にん婦ぷでもある彼女には、余計な心労はかけたくなかったのだが……

「ほら、また一人で抱かかえ込もうとする。そんなんじゃ上うえ杉すぎさん家ちの景かげ勝かつくんみたいになっちゃうぞ」

　ぐりぐりぐりっと眉間を人差し指で押さえつけられる。

「あん？　確か『軍神』上杉謙けん信しんの跡あと継つぎで、豊とよ臣とみ政権の五大老の一人、だっけ？」

「そう。その戦国最強とも名高い偉い大だいな先代のプレッシャーのせいで、家臣の前ではずっと眉間にしわを寄せ、生しよう涯がいそれが取れることはなかったんだって」

　眉間から離はなした人差し指をそのまま立てて、美月がうんちくを語る。

「へぇ、しかしよくそんな逸いつ話わ知ってたな」

　感心したように勇斗が目を瞠る。

　勇斗も戦国時代のことはインターネットを使って自習しているが、これはその彼かれも知らないエピソードだった。

「漫まん画がで読んだ！」

「って、漫画かよ！」

「ここに来ることが決まってから、戦国時代系の漫画は一通り、ね」

　言って、美月はパチリとウインクする。

　美月が、「出来た嫁よめ」なのは、その辺りの勉強の成果もあるのだろう。本人の資質も大きいとは思うが。

「まあ、うん、このままじゃ勇くんもそうなるんじゃないかって気が気じゃなかったから助かったよ。ありがと、リネーア」

「いえ、姉上や叔母おば御ごの力ちから添ぞえがあったからこそ、です。新参者の末妹として、今後も長幼の序を弁わきまえお二人を敬い礼によって終始していく所存です」

「な、なんか堅かた苦くるしいなぁ。もっとお気楽にいこうよ～」

「す、すみません。性しよう分ぶんでして。子分たちからも生き真ま面じ目めすぎると言われます」

「そういうところ、お兄様にちょっと似てますね」

「あっ、確かに！」

「そ、そうでしょうか」

　二人の言葉に、リネーアが嬉うれしそうにはにかむ。

　その後も三人は女子トークに花を咲さかせていく。

　すっかり勇斗は置いてきぼりである。

　だが、悪い気はしない。

　賑にぎやかで、楽しく、華はなやかで、心が軽くなる。

「勇くんは幸せ者だね。こんな美少女三人に囲まれて、さ」

　温かな空気にまったりまどろんでいると、不意に美月がそんなことを言ってくる。

　自分たちのことを美少女と言い切る根こん性じようはどうかと思うが、事実なのは間違いない。

　だが勇斗としては、見た目云うん々ぬんよりも、自分のいいところも悪いところも全すべて受け入れ、理解し、支えてくれる人たちがいるということが、何より有あり難がたく、嬉しかった。

　王とは孤こ独どくなものである、と半ば諦あきらめていたから。

「そう、だな。俺おれは幸せもんだ」

　万ばん感かんの想おもいとともに、勇斗はしみじみと頷いたのだった。







「あ～、なんか俺、そのうち爆ばく発はつしそうだなー」

　夢ゆめ見み心ごこ地ちの中、勇斗は誰に言うでもなくつぶやく。

　人間、幸せすぎると逆に何か大きな反動があるのではないかと不安になるものである。

　まさに今の勇斗はそういう心境だった。

　爆発は冗じよう談だんにしても、刺さされるぐらいはするんじゃないかと半ば本気で思う。

「縁えん起ぎでもないこと言わないの」

　勇斗を膝ひざ枕まくらしつつ、耳みみ掃そう除じしていた美月がたしなめてくる。

　かと思えば、

「お兄様はいつも皆のために頑がん張ばっておいでなのです。これぐらいの役得はあってしかるべきかと。はい、あ～ん♥」

　フェリシアが赤いつぶつぶの載のったスプーンを差し出してくる。

「ん、もぐもぐ。へえ、ざくろってこんな味なのか」

　ぱくつき咀そ嚼しやくすると、口の中に酸味が広がる。

　美月が最近好んで食べていたので、興味があったのだ。

　かなり酸すっぱいが、なかなか美味うまい。

「んっ！　んっ！　こんな感じでしょうか、父上」

「おお、あ～、いい感じいい感じ」

　腰のあたりを指圧され、勇斗は心地よさげな呻うめきを上げる。

「でもいいのかなぁ。一応宗主のお前にこんなことさせて」

「いいんです！　ボクも父上の為に何かして差し上げたかったのです。……ボクだけ手て持もち無ぶ沙さ汰たなのも寂しいですし。それにこれはこれで新しん鮮せんで楽しいです」

　姫ひめ様さま育ちの彼女は、こうして誰かに奉ほう仕しした経験がなかったらしい。

　他の二人がいちゃいちゃと勇斗の世話をし始めると、何をすればいいのかとオロオロしていた彼女を思い出す。

　あれはあれで小動物っぽくてちょっとかわいかった。

「こっちの耳終わり～。はい、勇くん、ごろん」

「ん」

　言われて勇斗が寝ね返がえりを打つと、フェリシアとリネーアがいそいそと寝しん台だいの逆側に回る。

　ちょっとした王様気分だった。

　いや実際、大国の王ではあるのだが。

「なんつーか酒しゆ池ち肉にく林りんに溺おぼれて政治を顧かえりみなくなる王様の気持ちがすげえわかるわぁ」

　これは危険だ。ほどほどにしなくては！　と、強い危機感を覚えつつも、今日ぐらいはいっか、と誘ゆう惑わくに負けて身を預けてしまう勇斗である。

「大丈夫。その時は容よう赦しやなく尻しり蹴けっ飛とばしてこの部屋から叩き出すから」

「ふふっ、ではその後はわたくしが引き継いで、執しつ務む室しつまで引っ張っていきましょう」

「じゃ、じゃあボクは、えとえと、一いつ緒しよに政務に励はげみます！」

「そりゃ有り難くって涙なみだが出るね」

　三者三様の言葉に、勇斗は苦く笑しようするしかない。

　これではおちおち国を傾かたむけることもできなさそうである。

　まったくもって、自分にはもったいないぐらい出来た女たちだった。







「父上、フヴェズルングを連れて参りました」

　翌日の昼過ぎ、勇斗が食後の一服に庭園でごろごろしていると、きびきびとしたジークルーネの声が降ふってきた。

　目ま蓋ぶたを開くと、言葉通り、目の前には漆しつ黒こくの仮面の男が、親衛騎団ムスツペルの隊士に両りよう脇わきを挟はさまれ拘こう束そくされ立っていた。

　もちろん、呼びつけたのは勇斗である。

「ご苦労。あー、ルーネ以外はもういいぞ。その男を置いて職務に戻もどれ」

「は？　しかし……」

　勇斗の言葉に、隊士が困こん惑わくしたような表情を見せる。

　当然といえば当然だ。

　今のフヴェズルングには、縛ばくをかけていない。彼らが手を離せば、拘束は何もなくなってしまう。

　だが、勇斗はひらひらと手を振ふる。

「その男は丸まる腰ごしだろう。ルーネもいるんだ。問題ない」

「はっ」

　納得したように返事をし、隊士たちは一礼とともに踵きびすを返し去っていく。

　彼らの姿が見えなくなるのを確かく認にんしてから、

「我が妹を枕まくらに昼ひる寝ねとは、いいご身分だね、ユート」

　フヴェズルングがジロリと睨ねめつけてくるとともに、冷ややかな声で言う。

　そんな彼に、勇斗は寝ね転ころんだまま、ニヤリと口の端を吊り上げる。

「なんだかんだ、フェリシアにだけは甘あまいよな、あんた」

　自分のことにしか興味がないフヴェズルングだが、唯ゆい一いつ、自分以外で執しゆう着ちやくを見せるのが妹のフェリシアだった。

　自分が処しよ刑けいされていないことからして、フヴェズルング＝ロプトであることが秘密となっていることぐらい、察しのいいこの男なら気づいているはずだ。

　それがバレることでフェリシアの《鋼》内部での立場が危あやうくなるのを避け、隊士たちがいなくなってから口を開いたのだろう。

「何のことを言っているのかわからないけど、わざわざ呼び出したのは、イチャつきぶりを見せつけるためかい？」

「ん、ああ、身内的には仲なか睦むつまじいところを見せといたほうが安心するかな、と」

　というのは建前で、交渉する上で、フェリシアがこちら側の人間であることを強く印象づけたほうが話が早かろうという算段だったが、

「ふん、見みえ透すいた手口だな。フェリシアを使って私に何をさせるつもりだ？　……まあ、全部が全部芝しば居いというわけでもなさそうだが」

　あっさりと目もく論ろ見みを見破られてしまう。

　とはいえ、それ自体、折り込み済みではある。

　そういう人材だからこそ、今日ここに呼んだのだ。

「立ち話もなんだ。座すわってくれ」

　言いつつ勇斗も身体からだを起こし、二人は差し向かいに座る。

　そのままジッとフヴェズルングの双そう眸ぼうを見据え、ふーっと大きく一呼吸した後、一気に切り出す。

「昼寝しといて何だが俺も忙いそがしい身でな。単刀直入に用件を言う。改めて俺の盃を受けるつもりはないか？　ロプトではなく、フヴェズルングとして」

「なっ!?」

　驚きの声を上げたのは、フヴェズルングではなく、その隣となりで腰の刀に手をかけ、油断なくフヴェズルングを注視していたジークルーネであった。

　そういえば彼女には連れて来いとしか言ってなかった気がする。

　そして、肝かん心じんのフヴェズルングはといえば、まったく平静そのものである。

「ふむ、なんとなくそんなところだろうと思ってはいたが、正気かい？　私はお前を殺そうとした男だよ？」

「そ、そうです、父上！　危険すぎます」

「しかも、その際、お前の親を殺あやめた仇かたきでもある」

「まさしく！　さらに言えば、フヴェズルングとしても、領土を焼やき払はらい、無む辜この民たみを苦しめた大罪人！」

「我ながら今、処刑されずに生きてるのが不思議なくらいだね」

「こやつの言う通りです！　父上の盃などもってのほか！」

　当の本人の弁を受けて、強きよう硬こうに反対するジークルーネ。

　彼女が極めて真しん剣けんに勇斗のことを心配して言ってくれていることはわかるのだが、

「ぷっ」

　さすがにこれには思わず吹ふき出してしまう勇斗である。

「笑い事ではございません！」

「うん、冗談にしてもひどいな」

　怒いかりを露わにするジークルーネの隣で、腕うでを組み重々しげに何度も頷うなずくフヴェズルング。

　明らかに、実直なジークルーネをからかって遊んでいる。

　彼はジークルーネとも幼少の頃ころからの付き合いであり、からかい方もお手のもののようだった。

「……お兄様、わたくしもやはり反対です。このひとは、まるで反省していません」

　今の喜劇じみたやり取りにクスリともせず、フェリシアが深刻な顔で具ぐ申しんしてくる。

　彼女がここまで勇斗の意向に強硬に反対を主張するのは、極めて珍めずらしいことである。

　これまで彼女は、フヴェズルングの犯した罪に散々苦しめられてきたのだ。また同じことが繰くり返かえされるのではと、どうしても考えてしまうのだろう。

　その気持ちはよくわかったが、勇斗としてもここは引くわけにはいかなかった。

「昨日も言ったろ。そういう自分の悪行をまったく反省していない、ふてぶてしい人間だからこそ欲しいんだ」

　勇斗の側近には、多少癖くせはあれどおおむね善良な人間が多い。

　法の施し行こうなどで勇斗の影かげの部分を担になっていたスカーヴィズにしても、弱き民を守るために嫌きらわれ者ものをあえて演じる、不器用なだけで誰よりも優やさしい好漢だ。

　個人的に付き合う分には心地よい連中なのだが、宗主としては、そういう人間たちではやはりどうしても足りないと感じてしまう。
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『嗚呼ああ、孺子こぞう、共に謀はかるに足らず』

　とは、楚その名軍師范はん増ぞうが感情論に終始した項こう羽うを嘆なげいて吐き捨すてたとされる台詞せりふだが、その気持ちが今の勇斗にはよくわかるのだ。

　これまでは勇斗の時代を超ちよう越えつした画期的な兵器・戦術により、なんとか力ずくでねじ伏ふせてきたが、今後はこれまで以上に厳しい戦いになる。

「孫そん子し」にも、『兵は詭き道どうなり』とある。

　戦いに勝つためには、時に敵を騙だまし陥おとしいれる悪あく辣らつさが、フヴェズルングのようなブレーンの存在が、どうしても欲しかった。

「ちょうど結けつ婚こん式しきに懐かい妊にんと重なって、恩おん赦しやも出しやすいしな」

　貴人におめでたいことがあった時は、恩赦が出て囚しゆう人じんの罪が軽くなるということは古今東西しばしばあったことである。

　釈しやく放ほうのタイミングとしては、今がまさに最適と言えた。

「しかし、またいつ裏切るか……」

「その程度の理由でせっかくの使える人材寝ねかせておくほうがもったいないだろ」

　なお懸け念ねんを口にするフェリシアの言を、勇斗は「その程度」とばっさり切って捨てる。

　これにはさすがのフェリシアも、そしてジークルーネも口をポカンと開けて呆然となる。

　言葉の綾あやではなく、至って本気の言葉だった。

　ユグドラシル沈没まで、あとどれだけ猶ゆう予よがあるのかわからない。

　にもかかわらずのこの四し面めん楚そ歌かな状じよう況きよう。

　使えるものならそれこそ親の仇であろうと使い倒たおさなくてどうするのか。勇斗は心の底からそう思っていた。

　かの織お田だ信のぶ長ながにしても、柴しば田た勝かつ家いえや松まつ永なが久ひさ秀ひでといった自分を裏切りはしたものの、有能な武将の帰参は許している。

　本人は無自覚であったが、まさしく王者の度量であった。

　とはいえ、他の者はそうはいかない。

「確かにこの男が有能なのは認めざるを得ませんが、だからこそ危険かと」

　ジークルーネも珍しく食い下がってくるが、

「もしまた裏切るようなら、そん時こそ殺せばいい」

　底冷えする声で、勇斗はきっぱりと言い切る。

　確かに心情として、かつての兄貴分を殺したくないという想いはある。だが、もしもの時は、それこそ自らの手で首を斬きり捨てるつもりだった。

　普段は温おん厚こう篤とく実じつそのものな人ひと柄がらだというのに、いざともなればあっさり割りきって開き直る。

　君くん子し豹ひよう変へんす。これもまた、勇斗の王者としての資質であった。

　フェリシアとジークルーネが勇斗の気き迫はくに息を呑んで言葉を失う中、

「くくっ、三年前の甘ったれな頃を知っていると、正直、見み違ちがえるな」

　フヴェズルングは楽しげに笑ってみせる。

　この辺りの胆たん力りよくは、わずか一年ちょっとで《豹ひよう》を大氏族へとのし上がらせた一代の英えい傑けつのそれだった。

「あの頃のお前の下につくなどまっぴらごめんだったが、今のお前になら、盃を下ろしてもらうのもやぶさかではない」

「偉えらそうに。選べる立場か、貴様」

「まったくですわ。お兄様の盃を欲しがる者などそれこそ星の数ほどいますのに」

　フヴェズルングのもったいぶった言い回しに、ジークルーネとフェリシアが苛いら立だたしげに早さつ速そく噛かみつく。

　勇斗の熱心な信しん奉ぽう者しやである二人には、主あるじを軽かろんじられているようで我が慢まんならなかったのだろう。

　しかし、当の勇斗本人はといえば、

「そうか、受けてくれるか！　助かる」

　パンッ！　と膝ひざを小気味良く叩き、嬉しそうに笑えみを浮うかべたものである。

　イングリットの乱暴な物言いや、クリスティーナの慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさをあっさりスルーしていることからもわかるように、彼は相手の態度などまったく気にしない人間だった。

「気が早いね。まだ、その肝心の盃の内容を聞かせてもらってすらないのだがね？」

「ん？　ああ、そうか。そうだった。さすがに子分盃はやれない。舎しや弟てい盃さかずきだ。形式的には、すでに《豹》の跡あと目めをスカーヴィズに譲ゆずって隠いん居きよの身でもあるしな」

「まあ、さすがに本家には入れられないか」

　フヴェズルングが皮肉げに笑う。

　盃による擬ぎ似じ家族制度が一いつ般ぱん的てきなユグドラシルでは、氏族は一つの家族である。

　一家の運営は、家長である親分（宗主）と、その子分たちが中心となって行うのが通例だ。

　舎弟は、子分から見れば叔父おじ分ぶんであり敬うべき目上ではあるのだが、所しよ詮せんは「分家」であり、「本家」の人間ではなく、「本家」の運営からは一歩引いた立場となる。

　出世の芽がない、いわゆるあがりの身分だった。

「代わりと言ってはなんだが、独立騎兵団長という役職ポストを用意した」

「っ!?　父上、この男にいきなり力を与えすぎかと。せめて信用がおけるかどうかもっと見定めてから……」

　再びジークルーネが声を荒あららげるが、

「人間ってのは力を持つと、欲が出てくるもんだ。持たせない状態で試ためしたってどうせ本当の意味ではわからん」

　勇斗はやはり取り合わない。

　権力が人を変えるところを、勇斗はこの二年だけでもいやというほど見てきた。

　変わる前を見定めたところで、判断はつかないともはや達観さえしていた。

　それなら与えて試したほうが手っ取り早い、と。

「それに、独立騎兵団は遊軍だ。情勢に応じての極きわめて高い判断力が求められる。この男以外に適任はいない」

「ふむ、名前とその役割からして、ケルムトで捕虜となった《豹》の者達たちあたりか」

　フヴェズルングが看破する。

　やはりというべきか、察しがいい。

「ああ。あとは《豹》征伐で《鋼》に下った連中もだな。その数、ざっと三〇〇〇」

「ほう」

　仮面の奥おくで、フヴェズルングが目を瞠みはらせる。

《豹》の騎兵は精せい鋭えい中ちゆうの精鋭である。ユグドラシル最強と言っていいかもしれない。

　そこに騎兵の扱あつかいに慣れたフヴェズルングが指揮を執とれば、優に歩兵一万を上回る戦力となりえるだろう。

　一万と言えば、十大列強に匹ひつ敵てきする戦力である。

　そんなものをいきなり敵将だった、しかも勇斗に恨うらみ骨こつ髄ずいだった男に与えるなど、あまりに破格と言えた。

　だが、勇斗も考えなしでこれだけの厚待遇を与えるわけではない。

　フヴェズルングはかつて一万を超こえる騎馬軍団を擁ようし、《雷いかずち》との同盟まで結び、さらには勇斗不在の好機に後一歩のところまで追おい詰つめながら、あっさり逆転された。

　その記憶は、鮮せん烈れつに心に刻まれているはずだ。

　三〇〇〇程度で魔まが差すほど馬鹿ではないというしたたかな計算が勇斗にはあった。

「いいだろう。牢ろうで自分を見つめ直すのも飽あきてきたところだ。その話、乗った」

「よし！　すでに盃さかずきは用意させてある、フェリシア」

「……はい」

　珍しく、返事するまでわずかに間があった。

　その後も不承不承といった感ありありで、フェリシアは勇斗とフヴェズルングの前に盃を並べていく。

「そう不ふ機き嫌げんそうな顔はしないでほしいな、フェリシア」

「知りません」

　苦笑とともにフヴェズルングがなだめるも、フェリシアはぷいっとそっぽを向く。

　勇斗も笑って、

「邪じや険けんにするなよ、フェリシア。一応、お前の弟分になるんだぞ」

「っ！」

　フェリシアがはっと目を見開く。

　そのことに、今いま更さらながら気がついたようだ。

　盃は基本的には先に交かわしたほうが目上となるのが通例である。それを抜ぬきにしても、フェリシアは舎弟頭という、勇斗の舎弟を取りまとめる役職にある。

「では、出来る限り横暴に、居い丈たけ高だかに接したいと思います」

「ははっ、そんなフェリシアはちょっと想像がつかないな」

「なんだ、まだ猫ねこを被かぶっているのか」

「兄さんっ！」

「おお、こわ」

　フヴェズルングがわざとらしく身体を震ふるわせ、肩かたをすくめる。

　とにもかくにも、こうして兄弟の盃は、二年の時を経へて新たに交わされたのである。







「父上、連作の命令書をしたためました。押おう印いんお願い致します」

「大宗主様、ギムレーの西地区の件ですが……」

「ユート、ちょっと帆ほのことでわからないことがあるんだけど、調べてもらえるか？」

　旧交を温めた後は、仕事の山が待ち受けていた。

　出征前に勇斗の判断を仰あおごうと、次から次へと仕事が舞まい込んできたのだ。

　一応、勇斗の不在時は、若頭かしらであるリネーアに全権を委任しているのだが、やはり代理ではなく大宗主本人の決裁が欲しいというのが人情というものだろう。

　訪おとずれる人々の話を真しん摯しに聞き、次々と判断を下していく。しかし、さばいてもさばいても、面会を求める客は引きも切らない。

　最後の一人が帰ったのは、もうすっかり夜も更ふけてのことだった。

「やっと終わったー！」

　喜びの咆ほう哮こうとともに、勇斗は両りよう腕うでを突つき上あげたものだが、

「申し訳ありません、お兄様。未読の書簡がまだいくつか」

「あ～、まだあったか」

　フェリシアの言葉にぐだっと机に倒れ伏ふす。

　終わったと気が抜けたところにまだ仕事が残っていると、なんとも億おつ劫くう極きわまりなかった。

「まずは……あっ、《炎ほのお》に派は遣けん中ちゆうのギンナル殿どのからですわ」

「っ！　早く読め！」

　その名を聞いた途と端たん、勇斗はがばっと身体を起こす。

《炎》との宗主会談は、今、勇斗にとって一番の関心事である。

　迫せまる《雷》との決戦を軽んじるつもりも油断するつもりもないが、あくまで「決戦」ではなく、「制圧戦」だ。

　ステインソールがいない今、脅きよう威いをほとんど感じないのは厳然たる事実である。

　対して、《炎》は宗主の正体が俄が然ぜん気になることに加え、この会談の成否が《鋼》包ほう囲い網もう突とつ破ぱの鍵かぎを握にぎっている。

　まさに一日千秋の想いで知らせを待っていたのだ。

「『我が祖父にして《鋼》大宗主ユート様に伝えよ。我、《狼おおかみ》が幹部ギンナルが言う』」

　フェリシアが書簡を読み上げていく。

　ギンナルは元々はユグドラシルの各地を渡わたり歩あるく交易商人で、その商才を見込んで召めし抱かかえた男である。

　今はその長年の経験で培つちかった弁べん舌ぜつ能力を買って、《炎》の族都ブリーキンダ・ベルにてかの《炎》の宗主と勇斗の兄弟盃を実現するべくその交渉を任せていた。

「『まずはご結けつ婚こんおめでとうございます。孫分として心から喜びを申し上げるとともに、ご多幸をお祈いのり致しております。この地にて見つけた翠玉エメラルドを同どう封ふう致いたしますので、ぜひ折を見て祖父殿からと奥おく方がた様さまに贈おくって差し上げてくださいませ』。……これですね、あら、けっこう大きい」

　フェリシアが書簡の入っていた布ぬの袋ぶくろを逆さに振ると、中から深い緑色の宝石が零こぼれ落おちてくる。

　それを手のひらで受け止め、フェリシアは目を瞠る。彼かの女じよも女性だけあって、宝石が嫌いではないようだった。

「さすが元商人だけあって如じよ才さいねえなぁ。けどさっさと本題に入って欲ほしいわ」

「そんなこと言わずに、ちゃんと贈ってあげてくださいね。お姉様も喜ばれますよ」

「へいへい、わーってるよ。だが今はとにかく続きだ」

「はい。『さて、大宗主様より申し付けられた《炎》の宗主との兄弟盃でございますが、現在、《炎》の宗主様が陣じん中ちゆうで指揮を執っておられ、いつお戻りになるかわからず、日程の調整が難航しております』」

「ははっ、この宝石はさしずめその穴あな埋うめってところか」

　ひょいっと放ほうり投なげては掴つかむを繰り返し、手のひらで宝石を遊ばせつつ、勇斗は苦笑する。

　本来こういう小細工を勇斗はあまり好まない。

　ギンナルとて、人を見る目があるほうだ。それはわかっているはずだ。

　それでもあえて勇斗ではなく、彼が愛妻家であることまで見込んで、奥方にどうぞ、とターゲットを変えて送ってくる。

　本当に如才のない男であった。

「『偉大なる祖父殿をお待たせし心苦しい限りですが、その分、手て応ごたえは決して悪くありません。《炎》の宗主様は祖父殿にいたく関心を持っておられ、兄弟盃にも前向きのご様子でした。今後の朗報をご期待ください』。まあっ！」

　読み上げたフェリシアが、思わず嬉しげに弾はずんだ声をあげる。

「あんま期待しすぎるなよ。それ、《鋼》討とう伐ばつ令れいが出される前のだろう？」

《炎》とのやり取りには、《雷》領内を経由しなければならない。

　討伐令が発せられたのは、四日前である。

　戦時下ということもあり、ルートにも気を遣つかわねばならず、まだ日付は確認していないが、それより以前のものであることは明らかだった。

「まあ、それでも朗報であることは間ま違ちがいないけどな」

「はい。この文面を見る限り、《炎》もかなり兄弟盃に乗り気のようですね」

「ああ。後は《鋼》討伐令でそれが変わってないことを祈るばかりだな」

「えと、それで思い出だしましたが、《雷》への侵しん攻こう、《炎》の心象を悪くするようなことはないでしょうか？」

「ん？　……ああ、牽けん制せいだけでいいって話だったな」

　最初、勇斗は何のことだかわからなかったが、すぐにピンときた。

《炎》が《雷》に侵攻する前、かの国より書簡が届いていたのだ。

　要約すると、『矛ほこを交える必要はなし。牽制するだけでいい』と。

《雷》征せい伐ばつを行うことは、《炎》の意向に反するのではないか、と言いたいのだろう。

「すでに《鋼》は近きん隣りんを圧あつ倒とうする大国であり、盃を交わしてさえいない氏族の言い分に過度に気を遣う必要がないのは重々承知しておりますが……あのステインソールをあっさり討うち取とったという事実が引っかかりまして……出来る限り刺し激げきしないほうがいいのではないか、と」

「ふむ、まあ、言いたいことはわかる。この状況で、そんな強大な氏族まで敵に回ったら、本気で《鋼》は詰みかねないからな」

「はい……」

「俺としても徒いたずらに相手を刺激するつもりはない。これも俺なりの考えがあってのことだ」

「ならば、よいのですが」

「まあ、どうなることやらって感じだけどな」

　苦笑するように、勇斗は肩をすくめる。

　いろいろと綱つな渡わたりな戦略だと、我ながら思う。

　だが、もう事態は動き出してしまっている。後あと戻もどりはできない。

　自分の選せん択たくを信じるしかなかった。

　すでに賽さいは、投げられたのだ。







「ほう。どうやら《鋼》が《雷》征伐に乗り出すらしいぞ」

《剣つるぎ》の宗主ファグラヴェールは手に持った書状を見下ろし、面白おもしろげにつぶやいた。

　勇斗が宗主たちに《雷》征伐を宣言した翌日のことである。

　さらに言えば、これはファグラヴェールがあずかり知らぬことではあるが、まだ《鋼》領内でも公布されていない情報だった。

　通信手段がもっぱら徒歩のユグドラシルでは、極めて異常な情報伝達速度であった。

「またあのクソジジイからですか。いったいどういう目と耳を持っているのですかね。奇きっ怪かいな……」

　側近のエルナが、忌いま々いましげに吐き捨てる。

　クソジジイこと神聖アースガルズ帝てい国こく大神官ハールバルズは、グラズヘイムにいながらにして、ユグドラシル全土の情報を、それこそ現地の人間よりも早く掴んでいる。

　彼が『高座から全てを見下ろす者スキルヴイング』と畏い怖ふとともに呼ばれる由ゆ縁えんである。

　先日も、《雷》の宗主『虎心王ドールグスラシル』ステインソールの戦死を前もって知らされたが、その知らせが《剣》の情じよう報ほう網もうに引っかかり、上層部に上がってきたのは、その実に一〇日後のことであった。

　驚おどろきを通とおり越こして、背筋が凍こおりつくような戦せん慄りつを覚えたエルナである。

「滅めつ多たなことは言わないほうがいいんじゃないかな～。どこで聞いてるかしれないよ～」

　のんびりとした緊きん張ちよう感かんのない声こわ色いろで物ぶつ騒そうなことを言ったのは、バーラだ。

　エルナと同じく《剣》が擁する九人のエインヘリアル『波の乙女おとめ』の一人であり、そのおっとりとした性格と口調からは想像もつかない卓たく越えつした智ち謀ぼうの持ち主で、ファグラヴェールの懐ふところ刀がたなと目されている女性だった。

「おっと」

　慌あわてて自らの口を両手で塞ふさぎ、きょろきょろと部屋の中を見回すエルナ。

　三人以外に人ひと影かげはない。

　エインヘリアルの鋭えい敏びんな知覚で探さぐっても、他に気配は感じられない。

　それでも油断できないのが、あの老人の恐おそろしさであった。

「まあ、あの老人のことは置いておこっか～。……一応、今のところは味方だし～」

　最後にそう付け加える辺り、バーラの言葉も十分辛しん辣らつだった。

　神帝テイウダンスシグルドリーファの後見を巡めぐって、彼女らの主ファグラヴェールと、ハールバルズは水面下で権力闘とう争そうを続けてきた。

　そしてそれは、この圧あつ倒とう的てき情報力の前に苦く杯はいをなめさせられ続けてきた歴史でもある。

　悪感情を抱いだくな、というほうが無理な相談だった。

「そうだな。とりあえず今は《鋼》だ」

　ファグラヴェールも頷き、壁かべに立てかけられた地図へと目を向ける。

《鋼》を倒すための算段を、《鋼》から購こう入にゆうした紙という代しろ物もので作られた地図を元に行うのだから、皮肉ではある。

「陛下から討伐令を発せられたというのに、全然自重する気はないみたいですね～。虎心王ドールグスラシルが亡なくなったと知るやすかさず攻せめこむあたり、名前を改めたところで、狼おおかみは狼といったところでしょうか～」

「あたしが見た限りでは、そんな好戦的な人間には見えなかったんですけどね。むしろおっとりしてて、いかにも無害っぽいっていうか」

「見かけで判断せず、結果を見たほうがいいかな～。ビフレストの山やま間あいで今にも滅めつ亡ぼうしそうだった《狼》が、たった二年で我ら《剣》すら上回る勢力となったんだよ～？」

「その通り、ですね。陛下も討伐令を発せられたし、やっぱり何か裏で陛下を利用してあくどいことを企たくらんでいたのでしょう。まんまと騙されるところでした」

　バーラの指し摘てきに、エルナがむ～っと硬かたい表情で歯は噛がみする。

　目の前の彼女バーラを含ふくめ、笑え顔がおの裏でしたたかな計算を張はり巡らせている悪辣な人間には、何人も覚えがある。

　そういう輩やから特有の嘘くさい臭いはしなかったのだが、一代で大国を築き上げた英傑だ。自分より何枚も上手だったということだろう。

　思い出しているうちに、だんだん腹立たしくなってきたエルナである。

「御お館やかた様さま！　他国に攻め入いっている今が絶好の機会です。一気に叩たたき潰つぶして目にもの見せてやりましょう！」

「エルナ～、真ま面じ目めで素す直なおなところは貴女あなたの長所ではあるけれども～、もう少し頭を使ってね～？」

「かなりひどいことを言われた気がしますが!?　姉貴分だからといって言っていいことと悪いことが……」

「十中八九誘さそいよ～、これ～」

「えっ!?」

　言われて、エルナは目を白黒させながら、バーラとファグラヴェールを交こう互ごに見る。

　ファグラヴェールも苦笑いを浮かべて答える。

「おそらく、な。自国民からは『軍神』とまで崇あがめられている男が、討伐令が下った直後に、考えなしに安易に兵を動かすとは思えん。何かしら備えをしているだろう。その上で、自分たちに敵対する勢力を燻いぶり出そうとしている、といったところか」

「これが誘いだってバレることも見み越こしてると思うわ～。警けい戒かいする者と好機と思う者とで足並みの乱れを狙ねらってるんじゃないかしら～」
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「おおむねそんなところだろうな。さすがにしたたかだ」

　ファグラヴェールは腕を組み、重々しく頷いてみせる。

「じゃ、じゃあ、今は攻めないほうがいいんですか？」

　この場でただ一人、話についていけないエルナが、おろおろとした様子で問う。

「いや、だからこそ攻める」

「そうね～、それが正解だと私も思うわ～」

　ファグラヴェールが断固とした口調で言い放てば、バーラも同意とばかりに頷く。

「足並みを乱そうとしたのは～、言いい換かえれば～、足並みを揃そろえられたくないということだろうし～」

「うむ。そして相手のしてほしくないことをするのが兵へい法ほうというもの。討伐令も発せられたばかり。多少、備えはしてあるだろうが、大したものが用意できるはずもない。ならばこそ、全戦力をもって立て直す隙すきも与あたえず一いつ気き呵か成せいに討ち倒す！」

　言うや、ファグラヴェールはパシンッと胸の前で拳こぶしを自らの手のひらに叩きつける。

　この二人の見解はほぼ完かん璧ぺきに勇斗の目論見を看破しつつ、その上で、彼かれが想定していた中でも最悪の一手であった。

　勇斗が現れるまで、「西に『虎心王ドールグスラシル』あれば、東に『美び麗れい王』あり」と称しようされた戦いくさ上手じようずの評判は、伊達だてではなかった。

　それでもただ一つこの二人に誤算があったとすれば、そこまで含めて、全て勇斗の想定の範囲内だったことである。

　将軍の勅ちよく令れいからの信長包ほう囲い網もうの流れを歴史から学んでいたことが、やはり大きかった。

　もっともその勇斗にしても、前述のとおり、この状況が決して望ましいものではなかったことに変わりはない。

　ユグドラシル全土を巻き込こむ大乱ラグナレクの幕が、今まさに上がろうとしていた。







ACT 4







《鋼はがね》の族都ギムレーは、飛ぶ鳥を落とす勢いの英えい雄ゆう王おう周防すおう勇ゆう斗とのお膝ひざ元もとということで、活気に満みち溢あふれた街である。

　ガラスや紙、砂じや利りなし小麦を求めて交易商人が頻ひん繁ぱんに訪れ、また仕事を求めて周辺氏族から訪れる人々が引きも切らない。

　爆ばく発はつ的てきに人口は増えているが、それでも法の統治が徹てつ底ていされており、罪を犯おかす者は即そく座ざに捕とらえられるため、治安も極めて良く市民たちの顔は明るく、笑顔に溢れている。

　だがこの日は、なんともものものしい空気が立ち込めていた。

　アングルボダの第二神殿ホルグル前に集結した約一万の兵士たちが、槍やりと鎧よろいに身を固め、出しゆつ陣じんの時を今か今かと待ち構えているためだ。

　ここだけではなく、《角つの》の族都フォールクヴァングにも、北から攻め入る別働隊として六〇〇〇が詰める。

　実に総勢一六〇〇〇、公こう称しように至っては二五〇〇〇という先の《豹ひよう》征伐すらはるかに上回る大軍である。

「これでも全軍総動員したわけじゃないってんだから、《鋼》も大きくなったよな」

　神殿ホルグル前に増設した祭さい壇だんより軍勢を見下ろしつつ、勇斗はしみじみと呟つぶやく。

《豹》征伐には実に莫ばく大だいなコストがかかったが、動員兵力を相当に底上げしてくれたようだった。

　これなら、他国からは《雷いかずち》征伐に全戦力を投入しているように見えるはずだ。

「おかげでいっぱい釣つれそうだ」

　すでにクリスティーナからは、『《剣つるぎ》に挙兵の動きあり』との報告を受けている。

　神帝シグルドリーファがお忍しのびの際、護衛していたのは《剣》のエインヘリアルたちだった。

　そのつながりを考えれば、神帝テイウダンス直じき々じきの討伐令に《剣》が呼応するのは、至し極ごく当然の成り行きと言える。

　他、《蹄ひづめ》、《豹》（北）、《雲くも》、《牙きば》の四氏族にも動きが見える。どうやら最初に勇斗が危き惧ぐした通り、すでに水面下での盟約が成ってからの討伐令だったらしい。

「完全にお兄様の読み通りでしたね。さすがです」

「当たってほしくはなかったけどな」

　ははっと勇斗は苦々しげに笑う。

　あえて討伐令直後のタイミングに兵を起こせば、敵を警戒させ足並みを乱せるんじゃないかと淡あわい期待を抱いていたのだが、それもないらしい。

　なかなか厳しい戦いになりそうだった。







「ふあぁぁあぁぁ。とりあえず……暇ひまだな」

　仮設した本ほん陣じんの天幕の下で、勇斗は大きくあくびをする。

　エーリヴァーガル川を越えて《雷》領へと侵攻した《鋼》本隊は、現在、敵の防衛拠きよ点てんであるダーイ砦とりでを取り囲んでいた。

　砦には二〇〇〇程度の兵が詰めていたが、即座に籠ろう城じようを決め込み、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せている。

　戦いは膠こう着ちやく状態のまま、すでに三日が経たとうとしていた。

　攻こう城じよう戦せんとしてはまだまだ序じよ盤ばんと言える日数ではあるが、さりとてすることが何もない中での三日は、さすがに飽き飽きとしてくるものである。

　一応、虎とらの子の攻城兵器『平衡錘投石器トレビユシエツト』を使用して、強行突とつ入にゆうして落とすというのも考えはしたのだが、あれは木材の搬はん入にゆうから始めねばならないので色々費用と手間がかかる。

　加えて実際に交戦するとなれば当然、やはりそれなりの損害も出る。

「孫そん子し」にも、『戦って勝つのは下策。戦わずして勝つのが上策』とあり、またこの先、厳しい戦いが控ひかえているであろう状況では、徒に兵を減らしたくもなかった。

　そこで包囲しての降こう伏ふく勧かん告こくという攻城戦の正攻法スタンダードを選択したのだが、

「この戦力差ならとっとと降伏してくれると思ったんだけどなー」

　やれやれと勇斗はぼやく。

　敵兵の士気もまだまだ高く、これはまだまだ降伏させるまで時間がかかりそうである。

「確かに、しぶといですね。援えん軍ぐんの当てもないでしょうに」

　傍かたわらのフェリシアも、訝いぶかしげに小首を傾かしげている。

　クリスティーナの報告によれば、《雷》はステインソールを討ち取られたワガネアの戦いの後、若頭かしらであったレスクヴァが宗主パトリアークとして立ち、先代の弔とむらい合がつ戦せんと称して士気高こう揚ように努めたが、劣れつ勢せいを覆くつがえすには至っていない。

　すでに《炎ほのお》は族都ビルスキルニル間近まで迫っており、その防衛に手て一いつ杯ぱいでとても東の国境付近まで援軍を出せるような状況ではないとのことだった。

　古来、籠ろう城じよう戦せんとは援軍が来ることを前提にした戦術である。それが期待できないのにどうして抗こう戦せんを続けるのかとフェリシアには不思議なのだろう。

「当てがあるんだろうさ。おそらくだが、すでに《鋼》包ほう囲い網もうの密約を結んでいたってところか」

「なるほど。粘ねばっていればそのうち、我々は引き返さざるを得なくなる、と」

「ああ」

　苦虫を噛かみ潰したような顔で、勇斗は頷うなずく。

　こんなところでまごついてはいられないというのに、なかなか面めん倒どうな状況だった。

「歌を歌ってなんとかなる状況でもなさそうだしなぁ」

「はい？　歌？」

　意味がわからず、フェリシアが訊きき返してくる。

　勇斗は苦く笑しようして、

「いや、俺おれの世界には籠城した敵兵を惑まどわすため、敵の祖国の歌を歌ったって故事があるんだよ」

「なぜわざわざ敵国の歌を？　むしろ相手の士気を高めてしまうのでは？」

「いや、それがそうならなくてさ、敵兵たちには祖国が落とされ、祖国の兵士たちまで包囲に参加しているのか、援軍はもう来ないんだって戦意をくじかれたそうだよ」

「ははぁ」

　得心がいったようにフェリシアが何度も頷く。

　いわゆる垓がい下かの戦いにおける一節であり、四面楚歌の語源となったエピソードである。

「まだ《雷》領に攻め込んだばかりだしなぁ。さすがに他の地域も俺たちの手に落ちたとは思わないだろう？」

「確かに。でもこのままというわけにもいきませんね。平衡錘投石器トレビユシエツトを手配致しましょうか？」

「それなら最初からやっとけよって感じで、なんか負けた感じするんだよなぁ。三日無む駄だにしたみたいでさ」

　勇斗は腕うでを組み、うーむとしかめっ面つらを作る。

　もちろん、半分は冗じよう談だんで、そんな感情論で物事を決めてはいけないことぐらい勇斗もわかっている。

　だが、これ以上、ここで時間を食いたくはないというのは、まごうことなき本心だった。

「一つ、いい手があるよ」

　不意にそう口にしたのは、元《豹》の宗主にして、《鋼》の独立騎き兵へい団長に就任したフヴェズルングである。

　独立騎兵団はその機動力を活いかし、窮きゆう地ちにある味方の援軍に向かうため基本的にはギムレー待機の方針だが、今回に限り、初戦ということもあって、より大規模に兵を動かしていると他国に見せかけるため帯同していた。

「へぇ？」

　勇斗が興味深げに目を瞠らせる。

　三〇〇〇年も未来の『荷車城塞ワゴンブルク』戦術に対し、次々と対たい抗こう策さくを考え、一定の戦果を上げ続けた男である。

　そんな策士がいい手があるというのだ。耳を傾かたむけないわけにはいかなかった。

「ふっ、八つ当たり気味な意趣返しだがね」

　フヴェズルングが自じ嘲ちようとともにその作戦を口にすると、勇斗も笑みを浮かべて膝を叩く。

「さすがは兄弟。いやらしい手を考えさせたら右に出る者なし、だな」

「それは褒ほめているのか？」

「絶賛したつもりだ」

　まさしくこういうことを期待して、彼を傘さん下かへと取り込んだのだから。







「た～まや～！」

　ドォォォォン!!

　勇斗のなんとも間延びした声の直後、落らく雷らいのごとき轟ごう音おんが夜の闇やみの中に響ひびき渡る。

　使用したのは、先の《豹ひよう》征伐用にて活かつ躍やくした火器「てつはう」である。

　人間相手にも撹こう乱らんが期待できるためそれなりの数を携けい帯たいしており、それを即そく席せきで作った小型の平衡錘投石器トレビユシエツトで敵の砦の中に放り込んだのだ。

　さすがに一〇〇キロを超える岩を吹ふき飛とばすほどの超ちよう大おお型がた投石器となれば作るのにも数日がかりだが、人の頭程度の大きさのものを放り込む程度の代物なら、半日で用意できる。

「か～ぎや～！」

　ドォォォォン!!

　再び炸さく裂れつ音おんと火花が夜の闇に閃ひらめく。

　勇斗は対たい騎き兵へい用ようとして開発し、また彼自身知らなかったことだが、実はてつはう――中国名で言うところの震しん天てん雷らいは、立派な攻城兵器である。

　宋そう・遼りよう・金きん・元げんの歴史を通史として編へん纂さんした歴史書「続ぞく資し治じ通つ鑑がん」によれば、震天雷について『その雷のような音は百里に渡って聞こえる。半はん畝せ近くが焼き尽つくされ、鉄てつ甲こうも通す』とある。

　一里は中国では約五〇〇メートル、一畝は六六七平方メートルである。

　書いてある通りに解かい釈しやくすれば、四方五〇キロメートルに亘わたって聞こえるほどの大音量とともに、三〇〇平方メートルが焼き尽くされることになる。

　中国ではことさら数字が誇こ張ちようされる傾けい向こうにあるのでそのまま鵜う呑のみにするべきではないが、それでも一〇分の一として見ても相当なものである。

　実際、勇斗のいる天幕は、爆ばく心しん地ちである砦からそれなりに離はなれているのだが、それでも音が物理的な衝しよう撃げき波はとして身体からだの芯しんまで響いてくるのがわかるのだ。

　至近距きよ離りでこれを聞いた人間はたまったものではないだろう。

「ふふっ、砦の連中はすっかり慌てふためいているね」

　フヴェズルングがくつくつと人の悪い笑えみを浮うかべながら言う。

　その言葉通り、砦の中から兵士たちの悲鳴やどよめきが次々と沸わき起おこり始めていた。

　彼らも《豹》の騎き馬ば軍団を壊かい滅めつさせた《鋼》の新兵器のことを、噂うわさぐらいは聞いていたことだろうが、話に聞くのと実際に耳にするのとでは、文字通り、衝撃が違ちがう。

　二一世紀の人間ならば、花火で馴な染じみもあろうが、彼らにとってはまさしく生まれて初めての経験だ。

　しかも花火と違ってことさら音が大きくなるように設計されており、加えて爆ばく発はつとともに中に紛まぎれ込ませた鉄てつ片へんやガラス片が飛び散るのだ。

　そんなものが真夜中、敵兵に囲まれた極限状態の中で次々と放り込まれてくるのである。

　たちまち砦の《雷》兵たちは恐きよう慌こう状態に陥おちいったようだった。

「兄上、今のうちに」

「ああ、わかってる。……けど、なんかあんたに兄上呼ばわりされるとこそばゆいな」

「ふっ、私も正直、これほど虫むし唾ずが走るとは思わなかった。だが、これも渡と世せいの仁義だと諦あきらめるしかないな」

「そこまで言うかよ」

　呆あきれたように苦笑して、勇斗も部下たちに次の指示を出す。

　このままてつはうを打ち込み続けるだけでも、敵の睡すい眠みんを妨さまたげ、戦意をくじき、早晩降伏させられるだろう。

　だが、フヴェズルングの作戦にはまだ続きがあったのだ。







「ええい、相変わらずとんでもないことをしてきおるわ！」

　ダーイ砦を預かる将ベルトルドは、忌々しげに吐き捨すてていた。

　ベルトルドはこの砦の守将を務める《雷いかずち》の幹部である。

　年は四二歳さい、多少肉体的には衰おとろえは隠かくせないが、虎心王ドールグスラシルステインソールの一つ前の宗主の頃ころより数多あまたの戦場を駆かけており、経験は豊かだ。

　彼のその決して短くはない人生でも、こんな事態は生まれて初めてであった。

「者共落ち着け、落ち着かんかっ！　音こそ凄すさまじいが、近づきさえしなければ大した被ひ害がいはない！」

　ベルトルドは喉のどが潰れんばかりに大声を張り上げる。

　この短い間に、狼狽うろたえることなく冷静にてつはうの性質を看破するあたり、さすがは対《鋼》の最前線とも言うべきこのダーイ砦を任された将軍であった。

　しかし、そんな彼の叫さけびも、てつはうの轟音にたびたび掻かき消けされ、思うように兵士たちに浸しん透とうしない。

　まったくもって鬱うつ陶とうしい兵器であった。

　しかもである。

　今はまだ、この突とつ然ぜんの轟音に驚き慌てふためいているだけだが、この兵器の真の恐ろしさはそこではないことにも、彼はその戦歴から気がついていた。

「こんなものを日中夜打ち込まれては、兵の心がもたんな……」

　籠城は、数ヶ月にも亘る持久戦である。

　いかに兵の士気を保つかが、勝利への鍵となる。

　そしてそれは、いかに兵を効率的に休ませるか、の勝負とも言えた。なんだかんだで、しっかり食べて寝ねていられる内は、人間心こころ健すこやかでいられるものである。

　もちろんこれまでも、敵兵は不定期に攻こう撃げきを加え、銅ど鑼らを鳴らし、城兵を容易には休ませないようにする程度のことはしてきた。

　だが、これはそんなものとは次元が違う。

　この轟音の前には、どんな深い眠ねむりからでも叩き起こされる。

　まだビルスキルニルぐらいの大きな城じよう塞さい都市であれば、中心部あたりの建物にこもれば音を遮さえぎられたかもしれないが、この程度の大きさの砦では、どこにも逃にげようがなかった。

　三日もこれが続けば、不ふ眠みん不ふ休きゆうの城兵たちはすっかり気力と注意力を失い、精も根も尽き果はてていることだろう。

「どうする？　降伏するか？　いやしかし……」

「も、申し上げます！」

「ふう……何事だ？」

　駆け込んできた兵士に、ベルトルドは一いつ旦たん息を吐ついてから問い返す。

　戦場においては常に冷静でいること。それが生き残る秘ひ訣けつだと彼は知っていた。

　ゆえにどんな報告も、まず息を吐いて心を落ち着けてから聞く。

　そんな彼をもってしても、兵士の次の言葉には耳を疑うほど驚きよう愕がくするしかなかった。

「じょ、城門が破は壊かいされ、敵に占せん拠きよされました！」

「なっ……!?」

　さすがのベルトルドも思わず絶句する。

　だが、次の瞬しゆん間かんには、

「ちっ、あの雷玉は陽動か！」

　舌打ちとともに事態を把は握あくするあたり、彼はやはり優ゆう秀しゆうな将であった。

　これまで経験したことがない新兵器で《雷》兵たちが狼狽え逃にげ惑う隙に、《鋼》は破は城じよう槌ついで城門を打ち破ったのだ。

　普ふ通つうなら激げき突とつ音おんや振しん動どうでたちどころに敵の挙動に気づき、矢の雨を降ふらせて撃げき退たいするのだが、轟音によって今の今までまったく気づかず、放置してしまった。

「またもやあの《鋼》の小こ僧ぞうにしてやられたか……」

　ベルトルドはがっくりと肩かたを落とし、嘆たん息そくする。

　実のところ、この作戦を考えたのは、勇斗ではなく、かつて《雷》の盟友でもあったフヴェズルングなのだが、彼が知る由よしもない。

「加えて、《鋼》より降伏勧告が届いております」

「……そうか」

　城門を破られ敵に占拠されては、この兵力差ではもうベルトルドに為なす術すべはなかった。

　このまま抵てい抗こうを続けても、待っているのは一方的な虐ぎやく殺さつだけである。

「わかった。降伏しよう。儂わしはどうなろうとかまわん。その代わり、城兵たちの命だけは見み逃のがしてくれるよう伝えてくれ……」

　この潔いさぎよい決断を、当然のことながら勇斗は絶賛、彼は助命されることとなる。







《豹》征伐に引き続いてのてつはうの大だい活かつ躍やくもあり、《鋼》の快かい進しん撃げきは続いた。

　ダーイ砦を落とし、波に乗った《鋼》軍はそのまま進軍、ついにガシナ砦を無血開城する。

　これにより、《鋼》はほとんど戦うことなく、《雷》に奪うばい取られた領土を全て取り返したことになる。

　多くの者にとって、これはとても喜ばしいことであったが、

「ああもう！　全然目もく論ろ見みと違う！」

　一人、砦内の広場で面白くなさげに吐き捨てていたのがヒルデガルドである。

　いかにも小生意気そうな勝ち気な瞳ひとみが印象的な、三つ編みの少女だ。

　年も若く、戦場には場ば違ちがいな風ふう体ていだが、これでも《鋼》最さい精せい鋭えいとされる親衛騎団ムスツペルのれっきとした一員である。

　と言っても、《雷》征伐が決行される前日、団長であるジークルーネから盃さかずきを下ろしてもらったばかりの新入りも新入りだが。

　そんな彼女が怒いかりを露あらわにしているのは、

「いつになったら出番がくるのよっ！」

　という一点に尽きた。

《雷》征伐が始まってからこっちずっと後方待機で、矢の一本も射うっていない。

　憧あこがれの大宗主である勇斗の直じか盃さかずきをもらうためには、なんとしてもこの征伐の間に大きな手て柄がらを立てなくてはいけないというのに、だ。

「ああもうちくしょーっ！」

　少女に出来ることといえば、持て余した力とやり場のない怒りを夜空に輝かがやく月にぶつけるぐらいしかなかったのだが、

　ガツン！

「あいたぁっ！」

　直後に脳天に拳げん骨こつを振ふり下おろされ、ヒルデガルドは情けない悲鳴を上げる。

「夜中にきゃんきゃん吠ほえるな、やかましい！」

　苛いら立だたしげに殴なぐった手を振るのは、言うまでもなく彼かの女じよの直属の上司である親となったジークルーネである。

　剣を振るうことすら難なん儀ぎしそうな華きや奢しやな細ほそ腕うでだが、エインヘリアルなだけあって実際の腕わん力りよくは凄まじいものがある。

「う、うう、す、すみません」

　ズキズキする頭を押おさえ、涙なみだ目めで謝あやまるヒルデガルド。

　見習いの頃は色々と騒そう動どうを起こした問題児のヒルデガルドであるが、すっかり従順なものである。

　このジークルーネという親分は、自分の父親に対してだけは過保護なのだが、子分に対しては一いつ切さいの容よう赦しやがない。

　今のような鉄てつ拳けん制裁など、それこそ日にち常じよう茶さ飯はん事じである。むしろ体たい罰ばつとしては軽い部類だ。

　そんな鬼おにの親衛騎団ムスツペル長に「お前には見込みがある」と一ヶ月に亘り徹てつ底てい的てきにしごかれれば、いかな問題児も大人しくもなろうというものだった。

「そのうち絶対見返してやる……っ！」

　それでもこんなことをこっそり口走っている辺り、まだまだ本心から従っているとは言いがたいが。

　エインヘリアルだけにプライドが高く、けっこういい性格をしているのである。

「何か言ったか？」

「いえ何も！」

　即座にヒルデガルドはビシッと直立の姿勢を取り、ぶんぶんと左右に首を振る。

　実によく調教された反応速度であった。

「まあいい。わたしも気が昂たかぶって眠れなかったところだ。少し付き合え」

　言って、ジークルーネはぽいっと手に持っていた木ぼつ剣けんを放ほうり投なげてくる。

　彼女用の分も、ちゃんと残っている。

　どうやら最初からそのつもりだったらしい。

「気が昂ぶって、って、母上がですか？」

　木剣を受け取りつつ、ヒルデガルドは目を丸くする。

　いついかなる時も表情一つ変えず、「氷の華はな」とまで謳うたわれるこの彼女が、気が昂ぶって眠れないなど新兵じみたことを口にするとは、何の冗談だと思った。

「ここには嫌いやな想おもい出が多すぎる」

　苦々しげに顔をしかめるジークルーネ。

　入団して一ヶ月強、初めて見る顔だった。

　だが、ピンとくるものはあった。

「あ～、ここガシナで《狼おおかみ》は大敗を喫きつしたんでしたっけ」

　総大将である勇斗が突然天の国に帰き還かん（ヒルデガルドはそれは建前で指揮が執とれないほどの負傷をしたのだろうと思っている）、浮き足立った《狼》軍は《豹》《雷》の連合軍に脆もろくも敗れ、英雄オロフ将軍も失い、その後、一時はギムレーやフォークルヴァンクを包囲されるほどの窮地に立たされるきっかけとなった、忌まわしき因いん縁ねんの地というわけだ。

　苦い思い出が、それはそれはたんとあるのだろう。この冷血な女じよ傑けつも一応は人間だ、確かに気の一つも昂ぶろうというものだった。

「うむ。あの日もこんな満月の夜だった……というわけで憂うさ晴らしだ。お前も力を持て余してるんだろう？」

　すちゃっとジークルーネは木剣を構える。

　月に吠えているヒルデガルドは、実に体ていのいい獲物に見えたに違いない。

「こんな夜中に、ですか？」

　無駄だと思いつつも、ヒルデガルドは一応の抵抗を試みる。

「今こ宵よいは満月だ。狼おおかみの力を持つお前ならこの程度の明かりで十分だろう？」

「……よくご存ぞん知じで」

　狼は相当に夜目の利く生き物だ。そしてヒルデガルドの持つルーン《狼をまとうものウールヴヘジン》は、文字通り、狼の力を宿主にまとわせてくれる。

　この程度なら、昼と変わらず行動することが可能だった。

「でも、母上の相手は疲つかれるんですよねぇ」

「そう言いつつ木剣を構えるお前が、わたしは嫌きらいじゃないぞ」

　言うや、ジークルーネの身体から殺気が膨ふくれ上がり、ゾクッ！　とヒルデガルドの背筋を寒くさせる。

（早さつ速そくきたぁ。親衛騎団ムスツペル名物、氷の威い圧あつっ！）

　自他ともに認める《鋼》最強の精鋭部隊である親衛騎団ムスツペルは、まさしくバリバリの実戦集団である。
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　訓練は常に実戦を想定して行われる。

　この殺気による威圧は、実際の戦せん闘とうの場でも空気に呑のまれることなく実力を発揮できるように、というジークルーネなりの親心である。

　よってもちろん、彼女に本気で殺す気はないのだが、それでもさすがは当代一の勇者が放つものだけあって、そんじょそこらの一いつ般ぱん兵へいの放つ殺気よりはるかに凄まじいものがあった。

　しかも、今日は嫌なことを思い出だしたせいか、特に殺気立っている感じがする。

　新兵どころか、それなりの実戦を経た兵士といえど、恐きよう怖ふに立ちすくみかねないほどだった。

　そんな圧を、

「しゃらくさい！」

　あっさりはね退のけ、ヒルデガルドはジークルーネの間合いへと踏ふみ込み、木剣を振り下ろす。

　ジークルーネも軽々とそれを受け止める。

　そのまま打ち合うこと十数号。

「新人とは思えん大した胆たん力りよくだ。今日は普ふ段だんの倍は殺気を込めてるのだが」

　木剣を次々と交こう錯さくさせつつ、ジークルーネが笑って言う。

　こっちは全力で打ち込んでいるというのに、だ。

　その余よ裕ゆうがなんとも癪しやくに障る。

　ヒルデガルドも負けじと木剣を振りつつ言い返す。

「普段の倍って、そんなにあたしのこと嫌いですか!?」

「だから嫌いじゃないと言っただろう。むしろ気に入っている」

「とてもそうは見えないんですがね!?」

「そうか？　毎日かわいがってやってるだろう？　こういう感じで」

「これはしごきと言うんです！」

　今はまだなんとかしのげているが、これまでにいったい何度、木剣で打ち据すえられたことか。

　怪我けがをしないよう絶ぜつ妙みようの手加減はされているのだが、痛いものは痛い。それはもうめちゃくちゃ痛い。

　そんな怪我まではしないが痛いなどという器用な芸当ができるのなら、素直に寸止めしろと声を大にして言いたい。

　というか、言った。

　答えは「人間、痛い目を見なければ学ばないだろう」だった。

　ふざけるな、と心底思った。

「むっ、今の一撃はいい感じに力が乗っていたぞ」

「そりゃそうでしょうよ！」

　この一ヶ月の恨うらみつらみを込めに込めたのだから。

「うん、随ずい分ぶん腕うでを上げたな。そろそろ手加減が難しくなってきた」

「ふん、近いうちに追い抜ぬいて差し上げますよ」

「それは楽しみだ」

「っ!?　わわっ!?」

　振り下ろした木剣に突とつ如じよ妙みような力が加わり、身体の踏ん張りがきかず、上半身が勢いのままに流される。

　思わずたたらを踏みそうになったところで、その足を払はらわれ、無様に尻しりもちをつく。

「あいたっ！」

「先は長そうだが、な」

　言いつつ、ジークルーネはヒルデガルドの鼻先に木剣を突つきつける。

　文句なしの一本だった。

「～～っ！」

「ほれ、もう一本だ。立て」

「はいっ！」

　即座にヒルデガルドはもう立ち上がる。

　実に素す直なおな反応だが、遅おそいと制裁が待っているのは学習済みである。

「そういえば、最初に戦った時の力は使わないのか？」

　木剣を肩に乗せつつ、思い出したようにジークルーネが問いかけてくる。

　ヒルデガルドは嫌そうに顔をしかめ、ついで嘆息する。

「ああ、『獣けもの』ですか……」

　ヒルデガルドの持つルーンには、一つ他にはない力が宿っている。

　身の内に潜ひそむ「獣」を解き放つことで、身体能力をエインヘリアルとしても驚異的な領域まで引き上げることが出来るのだ。

「あれはもう封ふう印いんしました……」

「封印？　もったいないな。上手うまく使いこなせば素す晴ばらしい武器になるだろうに」

「勘かん弁べんしてくださいよ」

　眉まゆをひそめ、これでもかと渋じゆう面めんを作る。

　確かに「獣」を解き放てばとんでもない力を発揮できるのだが、一方でヒルデガルドとしての意識が吹き飛んでしまう諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

　前後不覚になって大宗主に襲おそいかかり、なおかつその前で失禁するなど、まさしくこの世から消し去りたい黒歴史そのものである。

　あんな身も凍こおるような想いも、恥はずかしい想いも、二度とゴメンだった。

「まあ確かに、前後不覚になる力など、危なっかしくて使えないか」

「ですよ」

「ならもっと腕を磨みがくしかないな。来い」

「いきますっ！」

　再び二人の木剣が交錯する。







「はあはあ……また負けたぁ。はあはあ……そろそろ一本ぐらい取らせてくださいよぉ」

　地面に大の字になり、ヒルデガルドは息も絶え絶えに泣き言を吐く。

　二〇本以上やって、木剣をジークルーネの身体にかすらせることさえまだできていなかった。

「なら、精進しろ。この調子なら半年もすれば、一〇本に一本ぐらいはとれるようになる」

　肩に木剣を載のせ、ジークルーネ。

　こちらも乱れるほどではないが、その顔は汗あせばみ、息が弾はずんでいる。

　一ヶ月前は涼すずしい顔を崩くずせなかったことを思えば、確かに多少は進歩しているのだと思えはするのだが、

「半年もしごかれて、やっとそんだけですか……」

　げっそりとした顔で、ヒルデガルドは肩を落とす。

　まったくもって高すぎる壁かべだった。

　このヒルデガルドが手も足も出ない銀ぎん髪ぱつの雌めす狼おおかみが、かすり傷一つつけるのが精せい一いつ杯ぱいだったという虎心王ドールグスラシルは、いったいどれだけ強かったのか想像もつかない。

　そんな化け物さえ手玉に取る獅し子し王おうに、あっさり討うち取とってしまう《炎ほのお》の宗主と、世の中には本当にとんでもない輩やからが多いと思う。

　ルーンを手に入れて、もう天下無む双そうだと信じきっていた一ヶ月前の自分は、つくづく井いの中の蛙かわずだったというしかない。

　パチパチパチ。

　不意に拍はく手しゆの音が響く。

　首だけ動かしてそちらに目を向けるとそこにいたのは、

「だ、大宗主様!?」

　はるか雲の上の《鋼》一門の家長がいて、ヒルデガルドは慌あわてて飛び起きるやばっとその場に膝ひざをつき頭を垂れる。

　このひとにはいつも情けない姿ばかり晒さらしている気がする。穴があったら入りたいとはまさにこのことだった。

「ああ、いい。公式の場でもない。楽にしていいぞ」

　言われてヒルデガルドが顔だけ上げると、そこには見み間ま違ちがいでも聞き違いでもなく、一月前に会って以来憧れてやまない、そして普段遠くから拝見することしか出来なかった少年が立っていた。

　嬉うれしい反面、緊きん張ちようでガチガチとなるヒルデガルド。

「見てたぜ。いつぞやの新人だったよな。ルーネ相手に大したもんじゃないか」

　感心しているような勇斗の口ぶりに、ヒルデガルドは心の奥おく底そこから嬉しさがこみ上げ、口元がにやけるのを感じたものだが、

「まだまだ未熟者です」

　ジークルーネは首を左右に振る。

　余計なこと言うな、と思った。

「そうかぁ？　ルーネ相手にあそこまで打ち合える奴やつは初めて見たぞ」

「そうですわね。わたくしにも少々難しいかと」

　勇斗の言葉に、後ろに控えていた少女も同意するように頷く。

　ヒルデガルドの親であるジークルーネもそれは大層な美女だが、こちらも負けず劣おとらずの美女である。

「フェリシアがそう言うなら腕は確かだな。よし、ルーネ、この娘むすめとあと何人か親衛騎団ムスツペルの腕利きを護衛として借りたいんだが、いいか？」

「っ！」

　ドクンッ！　と大きく自分の心臓が脈打つのがわかった。

　護衛ということは、勇斗の側そば近くに仕えるということである。覚えめでたければ、出世の好機であり、なにより寝しん所じよに呼ばれるなどということも十分にありえる。

　広がる妄もう想そうに心が沸わき立つヒルデガルドだったが、

「それはかまいませんが……よりにもよってこいつを、ですか？」

　直属の上司のいかにも否定的な声こわ色いろに、冷水を浴びせかけられる。

　さっきからなんだ、あたしに恨みでもあるのか!?　とヒルデガルドはジークルーネにがるるっと怒りの眼まな差ざしを向ける。

　さすがに口に出して文句は言えなかったが。

「腕は確かですが、父上のそばにあげるには少々行ぎよう儀ぎがまだ……」

「大人しくします！　努めて大人しくしますって！」

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機にとても黙だまっていられず、思わず声を荒あららげるヒルデガルドだったが、

「この通りです」

　むしろジークルーネの言葉の正しさを証明する形となってしまった。

　上司たちの会話中に口を挟はさむなど、確かにこれ以上ないほどの無作法である。自らの浅はかさにヒルデガルドは懊おう悩のうせざるを得なかった。

「しかし、護衛とはいったい？」

　訝いぶかしげにジークルーネが問う。

　言われて、ヒルデガルドも気づく。

　総大将である勇斗は、軍の中で最も安全なところにいるのである。近辺も、フェリシアを始め相当の腕利きで固められている。

　そこにさらに護衛の追加とはいかにも穏おだやかではない。

「まさか刺し客かくでも潜り込こんできましたか？」

　この状じよう況きようで、《雷》が一発逆転を図るには、確かにそれぐらいしか手はない。

　しかし、勇斗はひらひらっと手を振る。

「ああ、違う違う。ついさっき《炎》から会談の申し込みがあったんだ。形式に囚とらわれず、せっかく近くにいるんだから会おうってな」







ACT 5







「シトークのフィヨルギュン神殿ホルグル、ですか」

「ああ」

　反はん芻すうするジークルーネに、勇ゆう斗とは頷うなずいた。

　シトークはガシナから徒歩で二日ほど南に下ったところにある小さな村である。

　土地も痩やせており、交通の要よう衝しようでもなく、戦略的価値はほぼない。

　そんなところを《炎ほのお》が指定してきたのは、ひとえに《鋼はがね》軍と《炎》軍のちょうど中間地点にあるからである。

　盃を交かわしてない国同士、そのトップが相手の陣じん中ちゆうに乗り込むというのはなかなか難しいものがある。

　そこでお互いの軍から少し離れたところで会おうということになったのだ。

「これから友好関係を結ぼうというのに、あまり兵を連れていては威い嚇かくとなる。とはいえ、ここはまごうことなき敵地のど真ん中だからな」

「なるほど。それで少数精鋭、ですか」

　得心がいったように、ジークルーネが頷く。

　一応、ガシナを占せん領りようしこの近辺の《雷いかずち》兵を追い払いはしたが、まだどこかに潜せん伏ぷくしている可能性は十分にある。

　かといって、ぞろぞろ兵を引き連れていけば、これから友好関係を築こうという《炎》への威嚇となりかねない。

「お話はわかりました。確かにフェリシアだけでは少々不安。わたしもついて……」

「いや、ルーネ、お前にはここで軍の指揮をとってもらいたい。滅めつ多たなことはないと思うが、何が起きるかわからないのが戦いくさだからな」

「なっ！」

　愕がく然ぜんとジークルーネが目を剥むく。

　てっきりついていけるものだと思い込んでいたらしい。

「今ここで俺おれの代わりを任せられるのは、お前ぐらいだろ？」

　この言葉に嘘うそはなかった。

　包ほう囲い網もうのこともあり、傘下氏族の宗主パトリアークたちは影かげ武む者しやのみで、本人たちは今回の征せい伐ばつには加わっていない。おのおのの領地で有事に備えている。

　従軍している中では最も高位で、かつ誰も文句を言えないほどの武名も誇ほこるのは、ジークルーネをおいて他にいなかった。

「むう、しかし……」

　勇斗に対しては過保護なジークルーネである。

　まだ心配げな様子がありありと感じられた。

「母上、ご安心を。大宗主様はあたしが必ずお守り致します！」

　ヒルデガルドがドンッ！　と自らの胸を叩たたいて自信満々に言い放つも、ジークルーネはますます眉をひそめ、

「むしろ不安が増したんだが」

「ちょっ、母上もあたしのこと腕うでは確かって言ったじゃないですかぁ！」

「言ったは言ったが、それでも父上を任せるにはまだまだ頼たよりないというか……」

「むかっ。あたしほど今回の護衛任務に向いている人材はいませんよ！　むしろ母上より向いていると思います！」

「なに？」

　子分の大たい言げん壮そう語ごに、ジークルーネがジロリと剣けん呑のんな目をヒルデガルドに向ける。

《鋼》最強と謳われるだけあって、血の気の多い者が少なくない親衛騎団ムスツペルである。多少のやんちゃや無作法には目をつぶるジークルーネだったが、自分より上と言われてはさすがにイラッときたようだった。

　だが、ヒルデガルドはまったく怯ひるむ様子もなく叫ぶ。

「狼の力を持つあたしは、鼻と耳が常人よりはるかに利きます！　索さく敵てきは得意中の得意です！」

「ほう」

　勇斗が興味深げに鼻を鳴らす。

　今回の護衛に必要なのは、刺客に襲おそわれた際、対処できる戦闘能力はもちろんではあるのだが、それ以上に重要なのが、彼女の言うように索敵能力であった。

　いかにジークルーネが《鋼》最強の剣けん腕わんの持ち主であろうと、一〇〇人に襲われた状態で自身はともかく勇斗を守り抜くことはさすがに厳しいはずだ。

　一方、ヒルデガルドが自身が言うように高い索敵能力を持つのなら、ものものしい敵の接近により早く気付けるということで、そもそも荒あら事ごとになる前に離り脱だつできる可能性が跳はね上あがる。

　どちらが勇斗にとって安全かは言うまでもない。

「んー、でもさっき、俺が現れたことに驚おどろいてなかったか？」

「あ、あれは母上との訓練に集中してましたから！　さすがに他に気を回していては母上の相手はできません」

「それもそうか」

　納なつ得とくしたように勇斗は頷く。

「護衛となれば、ちゃんと周囲の警けい戒かいに全力をそそぎます」

「ふむ……。君には悪いが、自己申告だけだと少し不安だな。鼻と耳が利くって、実際どれぐらいのものか確かく認にんはしておきたいな」

「そうですね。そこにクリスティーナ叔母おば上うえがおられることぐらいはわかります」

　言って、ヒルデガルドは突とつ如じよあらぬ方向を指差す。

　シーン。

　……。

　…………。

「いないんじゃないか？　少なくともわたしは感じないぞ？」

「おそれながら、わたくしも」

　ジークルーネとフェリシアの、二人のエインヘリアルが否定の言葉を口にする。

「ちょっ、出てきてくださいよっ！」

　ヒルデガルドが慌てたように叫ぶが、やはり出てくる気配はない。

　この状況では確かに彼女の性格からして出てこないだろうと思った勇斗は苦く笑しようして、

「クリス、命令だ。本当にいるのなら出てこい」

　助け船を出してやる。

　可哀かわい想そうになったというのもあるが、なによりヒルデガルドの索敵能力を確認しておきたかった。

　気配を隠すことにかけては、《鋼》でクリスティーナとアルベルティーナの双ふた子ごに敵かなう者はまずいない。

　この闇やみの中で彼女の存在を見破ったというのなら、間違いなく今回の会談にぜひ同行させたい逸いつ材ざいである。

　果たして――

　クリスティーナがヒルデガルドの指差した方向より本当に現れた。わずかにムスッとした顔をしているように見えるのは、プライドを傷つけられたせいか。

「この距きよ離りで存在を気取られたのは初めてです」

「ほ～、お前にそう言わせしめるなら本当に大したものだ」

　本気で感心したように、勇斗は目を見開く。

　クリスティーナが盗ぬすみ聞きしていたことにはあえて触ふれない。

　彼女の性しよう分ぶんのようなものだ。

「よし、決まりだ。護衛には君を連れてく。よろしく頼たのむな」

「はいっ！　お任せください、大宗主様！」

　威い勢せいよくヒルデガルドは返事をする。

　それに勇斗は満足気に頷いた後、クリスティーナにも目を向け、

「ああ、ついでに言っておくと、クリス、お前にも同行してもらうぞ」

「まあ、当然ですね」

　むかつくぐらいにしれっと答えるクリスティーナ。

　彼女には手を繋つないだ人間の存在感を薄うすくするという特技がある。これもまた危機を回かい避ひする上で重要な能力である。それを自認しているのだろう。

「あとは……あいつにもついてきてもらおうかな」

　勇斗はくるりと振り向き、焚たき火のそばでのほほんと寝っ転がる彼を指差す。

　ジークルーネは驚いたように目を見開く。

「あいつを、ですか？　しかし、ヒルダ以上に相手に失礼になるような」

「ちょっ、そこであたしを引き合いに出さないでください！　さすがにコレよりはマシです！」
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「大だい丈じよう夫ぶ」

　勇斗は自信満々にそう言って、ニッと口くちの端はしを吊つり上げる。

「俺が知る《炎》の宗主なら、むしろすっげえ喜んでくれるだろうよ」







「ここがシトークか」

　木の柵さくで囲まれた集落を見上げ、勇斗は呟つぶやく。

　外敵の侵しん入にゆうに備え、集落の周りを堀ほりや木の柵で囲むのは、ユグドラシルではごくごく一いつ般ぱん的てきである。

　特にこの辺りは、山さん賊ぞくや野盗の類たぐいも少なからず出しゆつ没ぼつすると聞く。

　ゆえに警戒したものだが、結局、拍ひよう子し抜ぬけするほどに道中何事もなくこうして目的地に到とう着ちやくできたのだから、幸さい先さきがいいというべきだろう。

　なぜか護衛のヒルデガルドだけは不満気な顔をしているが。

「……は、は、《鋼》の大宗主、ユ、ユート様、ですか？」

　入り口に立つ若い男が、ビクビクとした様子でこちらの様子をうかがいつつ訊きいてくる。

　飛ぶ鳥を落とす勢いの大国の宗主なのだから、畏い怖ふを覚えるのは当然ではあるが、明らかにそれだけではないようだった。

　チラチラと勇斗が乗っているものに視線を送っているところからして、それが気になって仕方がない様子だった。

　目もく論ろ見み通りであり、勇斗は心の内でにんまりとほくそえむ。

「ああ、そうだ」

　しかし表情にはそれを出さず鷹おう揚ように頷き、勇斗は羽織っていた外がい套とうをはだけ、右手に付けた鉄甲を男に見せる。

　ユグドラシルでは鉄は黄金にも勝まさる希少品であり、勇斗が製鉄技術を持ち込み多少普ふ及きゆうしたとはいえ、野盗の類が手に入れられる代しろ物ものではまずない。

『鋼』の紋もん章しようも刻まれており、これ以上ない身分証明だった。

「通してもらえるか？」

「は、話は聞いております。ど、どうぞ。すでにノブナガ様が神殿ホルグルにてお待ちです」

「わかった。よし、では皆みんな、行くぞ」

　勇斗は後ろを振り返かえり顎あごをしゃくって、一行とともに村へと足を踏み入れる。

　すれ違ちがう村人たちがぎょっと身体を震ふるわせ、硬こう直ちよくさせる。

　今回の旅に同行したのは、フェリシア、クリスティーナ、アルベルティーナ、ヒルデガルドに、親衛騎団ムスツペルの精鋭五名の計九名である。

　女じよ性せい陣じんは皆、見み目め麗うるわしい美形が揃そろっており、親衛騎団ムスツペルの面々にしても屈くつ強きようそうでありながら顔立ちは整った者ばかりだ。数こそ少ないが、実に豪ごう奢しやで派手派手しい集団と言えた。

　だが、そんな彼ら彼女らすらかすむモノを従えて、勇斗は村を練り歩いていく。







「ぶわっはっはっはっはっはっ！」

　フィヨルギュン神殿ホルグルへと続く階段より、こちらへと向かってくる《鋼》の宗主一行を見下ろし、男はなんとも楽しげな爆ばく笑しようを響ひびかせていた。

　ユグドラシルでは珍めずらしい黒くろ髪かみの男である。

　齢よわいすでに六〇を超こえているはずだが、その表情にも肉体にも活力が満ち、四〇代前半、ヘタをすれば三〇代にさえ見えるほど若々しい。

　男の名は信のぶ長なが。ユグドラシル南方、ヘルヘイム一帯を治め、今やヴァナヘイムの南半分も掌しよう中ちゆうにした大国《炎》の宗主であった。

「いやはや、噂うわさ通り、なかなかに奇き天て烈れつな男のようじゃな！　実に天晴あつぱれな傾かぶきぶりよ！」

　わずか九名という供のみを従え乗り込んでくる豪ごう胆たんさが、まず素晴らしい。

　その上、引き連れているのは半分が女性、それも子どもが三人！

　その後ろに続く男性陣も顔立ちが整い精せい悍かんであり、普段であれば目を瞠みはっていたことであろう。

　だが、今の信長にはそんなものどうでも良かった。

「明みんには獅子や虎とらといった日ひノの本もとにはおらぬ獣がおり、天てん竺じくには象なる鼻が長く巨きよ大だいな生き物までいると聞く。アフリカなるところには、弥や助すけのように牛のような黒き身体を持つ民たみまでおる。世界は丸いというのもなかなかに面白おもしろい話であった。だが、あのような生き物は、神話の中でしか耳にしたことがない！」

　信長の視線は、ただただある一点に注がれていた。

　勇斗の乗る、その白き獣に。

「確かに、あのような巨大な狼、初めて見ます」

　隣となりでは、若頭かしらのランが愕然と目を剥いている。

　そう、どこからどう見ても、狼である。

　ヒミンビョルグ山脈一帯にのみ棲せい息そくし、地元の民からは神しん獣じゆうとさえ畏怖される存在、大狼ガルムであった。

　子どもならいざしらず、大人が乗れるほどの巨大な狼など、様々な献けん上じよう品ひんを目にしてきた信長でさえ、一度として見たことはなかった。

　さらに言えば、そんなものを乗り物として従えていることも驚きよう愕がくに値する。

「ふふふっ、わしも義父殿どのとの初対面の折には奇抜なことをして驚かせてやったものじゃが、あれは悔くやしいがその上を行くな！」

　信長は昔を懐なつかしむように、目ま蓋ぶたの裏に在ありし日を思い浮うかべる。

　そう、あれは自分がまだ二〇になるかどうかといった頃ころだ。

　義父である美み濃のの大名斎さい藤とう道どう三さんから会見の申し込みがあり、信長は当時珍しかった鉄てつ砲ぽうを数多く揃えたり、行列時と会見時で服装を変えたりして、度ど肝ぎもを抜いてやったことがある。

　今回は完全にそれをこちらがしてやられた格好だった。







「この会談、必ず成功させるしかねえな」

　一方の勇斗も、ヒルドールヴの上で戦せん慄りつを覚えていた。

　神殿ホルグルには数百名からの《炎》の兵士が勇斗を待ち構えていた。そんな中に一〇名足らずで乗り込むのはかなりの勇気がいる。

　だが、そんなことは今いま更さらだった。敵対の意思はないことを示すため、あえて少人数で乗り込むと決めた時に覚かく悟ごしていたことである。

　勇斗を戦慄させたのは、兵士たちの装備である。

　天に向けて衝つき立てた長大な黒光りする筒つつ。どう見ても、教科書や漫まん画がなどで見かけた火ひ縄なわ銃じゆうそのものであった。

「一〇〇以上はある、か」

　これだけの数をさすがに戦国時代から持ち込めたはずもなく、ユグドラシルで一から製造したということを意味する。

　すなわち、ここにあるだけが全すべてではなく、さらなる増産も可能ということだ。

　一方、いかに勇斗に現代の知識があるといっても、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで銃を作ることは流石さすがにできない。

　日本に鉄砲が伝来した際、実物を分解してさえ、国産化に成功するまで二年もかかったのだ。

　いかに名工イングリットがいるとはいえ、《炎》と同等数を揃えるには二～三年ではとても足りまい。その間にユグドラシルが海に沈しずむ。

　これまで、勇斗は常に敵国に対し圧あつ倒とう的てきな技術的優位性を保ってきた。しかし、もし仮に《炎》を敵に回せば、勇斗は初めて、兵器の性能で不利な戦いを強しいられることになる。

　我知らず、勇斗の喉のどがゴクリと鳴った。

　だが、次の瞬しゆん間かんには、その火縄銃の脅きよう威いさえ、はるか彼方かなたに吹ふき飛んだ。

「お初にお目にかかる。《鋼》の宗主殿どの。わしが《炎》の宗主、織お田だ信長である」

「っ!?」

　その男と目が合った瞬間、勇斗の心臓がひときわ強く脈打つ。

　眼力が尋じん常じようではなかった。

　決して威嚇しているわけではない。むしろ歓かん迎げいさえしてくれている。

　それでもなお、彼の背後に大海原を幻げん視しし、呑のみ込まれそうな錯さつ覚かくを抱いてしまう。

（こりゃ……間違いなく本物だな）

　これまで勇斗が最も威圧感を覚えたのは、《雷いかずち》の虎心王ドールグスラシルステインソールである。だが今、目の前に立つこの壮年の男の前では、あの双そう紋もんの怪かい物ぶつさえ子こ猫ねこのように思えた。

　ヒルドールヴから降り、軽く一礼して勇斗は言う。

「お初にお目にかかります。《鋼》の宗主、周す防おう勇斗です。我わが祖国で最も有名な英えい雄ゆうである貴方あなたに会えて、光栄です」

「ほう？　祖国、か。刀を贈おくられたことからもしやと思うておったが、貴様、やはり日ノ本の者か」

　しげしげと勇斗の顔を見つめ、信長は笑う。

　この日本からはるか離はなれた異国の地で、同どう胞ほうに出会えるのは、やはり嬉しいものがあるのだろう。

　勇斗自身、尊敬し、手本とした祖国の英雄が、ユグドラシルでも大国の宗主として成り上がっていることに、脅威と感じつつも嬉しさも覚えずにはいられなかった。

「はい。貴方がいた時より、四〇〇年以上先の未来から来ました」

「で、あるか。なかなか興味深い話が聞けそうじゃ」

　二人の日本人の初はつ邂かい逅こうは、とりあえずなごやかな雰ふん囲い気きから始まった。







「ほう。あの禿はげ鼠ねずみめがわしの敵を討ったのか」

　ふんふんと頷きつつ、信長は実に興味深げに勇斗の話に耳を傾かたむけていた。

　勇斗が未来から来たということで、信長は自分が消えたその後の話を聞きたがったのだ。

「はい、秀ひで吉よしはわずか一〇日で備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようから京都まで取って返し、態勢整わぬ明あけ智ち軍ぐんを打ち破りました」

「一〇日とな!?　ふはは、さすがは禿鼠よな。ちょこまかとよく動く」

　パァン！　と膝を打ち、信長は感心したように目を輝かがやかせる。

　備中高松城から京都まで、約二〇〇キロ。大軍でそれを一〇日で走破するのは至難の業わざである。

　当時の事情をよく知る信長には、そのことが実感として理解できるのだろう。

「そして主君の仇かたきである明智光みつ秀ひでを討ったことで、秀吉は織田家中での勢力を一気に拡大させます」

「ほう？　それは権ごん六ろくは面白くなかろうなぁ」

「権六？」

　どうにも先さき程ほどからあだ名での呼び方が多くて、勇斗には誰が誰だかわかりにくいことこの上なかった。

「ん？　柴しば田た修しゆ理りの亮すけのことよ」

　修理亮という名には聞き覚えはなかったが、柴田という部分で勇斗はピンとくる。

「ああ。仰おつしやるとおり柴田勝かつ家いえは、秀吉と対立し、その後、賤しずヶが岳たけの戦いで敗れました。その、貴方の妹のお市いちの方もその時一いつ緒しよに亡くなって……」

「はん？　なぜお市がそこに絡からむ？」

「ああ、その頃にはお市の方は勝家と再婚していて……」

「ほ～～～？　そういえば分不相応にも懸け想そうしておったなぁ」

　当時を思い浮かべるように視線を天てん井じように向けて、信長はうんうんと頷いている。

　教科書などの一文ではない、当人の言葉である。

　生々しさが半はん端ぱ無かった。

「それで、その後は禿鼠が我が織田家を牛ぎゆう耳じったのか？」

「はい、主家を乗っ取り、そのまま諸しよ勢せい力りよくを制圧、貴方の死後一〇年ほどで天下統一を成し遂とげました」

「で、あるか。是ぜ非ひもなし」

　頬ほお杖づえを突き、信長は苦笑いを浮かべる。

　まさしく人生そのものを懸かけ、彼は天下布武に邁まい進しんしていたのだ。

　それをあと一歩のところで味方の裏切りに遭あい、我が子に受け継つがせることも出来ず、かわいがっていた部下に掠かすめ取られたのだ。

　その無念がいかばかりかは、察するにあまりあった。

「というのが俺の知ってる歴史ですが、本ほん能のう寺じで死んだはずの貴方が、どういった経けい緯いでこんなところに？」

　あまり鬱うつ屈くつとした話をして、相手の気分を害しても問題だ。多少強ごう引いんではあったが、勇斗は話題を変えにかかる。

　パッと見、三〇代、多く見積もっても四〇代にしか見えないほどに若々しいが、本能寺の変のことを知っていた。

　ということは――

「ふん、貴様の言うとおり、わしは本能寺にてあの金きん柑か頭あたまに奇き襲しゆうされ、そこのランともども、殿でん中ちゆうの奥おくにまで追い詰つめられた。桶おけ狭はざ間まに金かねヶが崎さきと数多あまたの危機をくぐり抜ぬけてきたわしも、さすがに今度ばかりはもう駄だ目めかと思うたその時じゃ。棚たなに飾かざってあった古ぼけた鏡が突如輝きだしてのう。気が付いたらこの地に放ほうり出だされておったわ」

「まあ、そんなところだと思いました。俺と同じ、ですね」

　その鏡も《妖精の銅アールヴキプフアー》製で、このユグドラシルの地と繋がっていたのだろう。

　本来、ユグドラシルでしか採取できないはずの《妖精の銅アールヴキプフアー》が、なにゆえはるか遠方の日本にあるのかは謎なぞではあるが。

「ほほう、貴様もあの妙みような鏡でここに参った口か」

「ええ。最初は言葉すら通じず、ほんと難なん儀ぎしましたよ」

「くはは。わしもじゃ。この歳としで一から異国語を覚えるのは苦労したわい」

　げんなりと言う勇斗に対して、信長はもう過ぎたことと笑い飛ばす。

　この辺りは流石だと思った。

「ちなみに今、おいくつで？」

「今年、ちょうど還かん暦れきを迎むかえたところじゃ」

「それはおめでとうございます」

　織田信長が本能寺で散ったのは、確か四九歳だったと記き憶おくしている。

　彼が好んで舞まったという敦あつ盛もりの一節『人間、五〇年』のほぼ言葉通りの歳に亡なくなったことで印象に強く残っていた。

　そこから逆算すると――

「さすが、ですね。たった一〇年強で、言葉も通じぬ異国の地で大国《炎》の宗主にまたのし上がっているなんて」

「間違えるでない。大国の宗主にのし上がったのではない。わしが《炎》を大国にのし上げたのじゃ」

　きっぱりと言い切る。

　この辺りの傲ごう慢まんなまでの自負心も、まさに英雄と言えた。

「で、そういう貴様はいくつじゃ？」

「えっと、先日一七になりました。あ～、信長殿どのの頃の数え方だと一八かな」

「わっかいのう！　いやそれより、この地に来て何年になる？」

「丸三年ってところですね」

「ほほぅ、三年！」

　パァン！　と信長が高らかにあぐらをかいた膝を打ち鳴らす。

「なんじゃ。貴様のほうがよっぽど大したものではないか！」

「いえ、俺は色々運が良かったというか」

「謙けん遜そんもほどほどにせよ。運だけで上り詰められるほど、この地は甘あまくないわ」

「信長殿のおかげでもあります。貴方のやり方は、いろいろ手本にさせていただきましたから」

「ふん、見みえ透すいたお世辞を。じゃが悪い気はせんな。しっかし貴様、諱いみなをポンポンと口にするのう？」

「へ？　あ～、俺らの時代ではそれが普ふ通つうだったんで。気に障りました？」

　諱とは、本名のことである。織田信長の場合、信長が諱に当たる。

　戦国の頃は、諱をそのまま呼ぶのは家族親類に限り、他人が呼ぶのは失礼に当たるということを勇斗は今さらながらに思い出す。

「気に障ったほどではないが、気にはなったな」

「え～っと、じゃあ、なんと呼んだらいいですかね？」

「ふむ、それはこれからの話次し第だいじゃなぁ」

　ニィッと信長が口の端を吊り上げる。

　繰くり返すが、諱を呼ぶのは家族親類に限る。

　すなわち、兄弟分の盃さかずきを交わすかどうかにかかっているということだった。

「五分の盃、であったか。しかし今の貴様を見る限り、まだ少々、物足りんなぁ？」

　その言葉とともに、信長から放たれていた威い圧あつ感かんが爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がる。

　心臓を鷲わし掴づかみにされたような、強烈な重圧感が勇斗を襲う。

「うっ!?」

「っ!?」

「ひゃうっ！」

「ひっ！」

　後方から、勇斗の側近たちの悲鳴じみた息を呑のむ声が聞こえた。

　いずれもエインヘリアルであり、死線を幾いく度どもくぐり、相応の胆たん力りよくを兼かね備えた者たちである。そんな彼かの女じよたちをあっさり圧あつ倒とうしてしまう。

　まさしく一〇〇年続いた戦国の世を終わらせ、天下に手をかけた男の貫かん禄ろくだった。

　その凄すさまじいプレッシャーを、

「一日本人として貴方を心から尊敬しておりますが、氏族と氏族の話となれば別」

　勇斗もまたニッと笑えみを浮かべて、さらりと受け流す。

　彼もまた、その双そう肩けんに何十万という《鋼》の民の運命を背せ負おっているのだ。

　その重みを知る身としては、この程度の重圧に押おしつぶされてなどいられなかった。

　ふ～っと一度大きく深呼吸し、意識を切り替かえる。

『握あく手しゆを交わしつつ、机の下で足を蹴けり合う』

『左手に棍こん棒ぼうを持って右手で握手を求める』

　国家間の交こう渉しようには、常に大きな利害が絡む。

　これらの言葉が表すように、国同士の外交は、特にトップ同士の会談ともなれば、どれだけ表面上は和なごやかであろうと、単なる親しん睦ぼく会かいに収まるはずもない。

　有利な条件を引き出すために、信長はプレッシャーをかけてきたのだ。

　こちらも負けてはいられない。

　居住まいを正し、大国を治める宗主の顔になって、心に覇は気きを漲みなぎらせて切り出す。

「《鋼》の宗主として、改めて正式に《炎ほのお》の宗主に申し込みます。俺と五分の盃を交わしてもらいたい」

　二人の視線が絡み合い、火花が散る。

　今度は《炎》の陣じん営えいから、息を呑む音が所々で上がった。

「そういう顔も出来るか。そうこなくては面白くない」

　信長がさらに剣けん呑のんにして獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　その身にまとう空気が、さらに鋭するどく重くなっていく。戦国の覇は王おうが、勇斗を認め、本気となったのだ。

　談笑の刻ときが終わり、ここからが本当の戦いだった。







（ううっ、いったい全体どうしたってのよ、これぇ）

　ヒルデガルドは涙なみだ目めになって心の中で毒づかずにはいられなかった。

　二人の宗主は和やかに郷土話に花を咲さかせていたはずだった。

　時々笑い声なども漏もれ、これは上手くまとまりそうかなと思っていた矢先、押し潰つぶされそうなほど重苦しい空気が場を支配したのだ。

　発生源は、言うまでもなく、笑え顔がおで睨にらみ合っているあの二人である。

　ガタガタガタガタと身体からだの芯しんから震えが止まらない。

　全身の毛という毛が立ち、あまりの息苦しさに呼吸することさえ困難だった。

　隣をうかがえば、親衛騎団ムスツペルの面々もヒルデガルドと同じかそれ以上に顔面を蒼そう白はくにし、こわばらせている。

　前に座すわるフェリシアをはじめ同行していた《鋼》の重じゆう鎮ちんたちの顔はさすがにうかがえないが、じんわりとその頬ほおや腕に汗あせの珠たまが滲にじんでいるのは見えた。

（母上のしごきを受けてなかったら、また漏らしていたかも……）

　これほどジークルーネに感謝したのは、組入りして以来初めてかもしれない。

　今、この場で感じている重圧は、母親のそれなどそよ風に感じられるほど半端ない代物であるが、それでも彼女との訓練で多少の耐たい性せいはできていた。

　そのおかげで、とりあえず今のところ、ちびるぐらいで済んでいる。

　ヒルデガルドを擁よう護ごするならば、彼女の胆力が低いわけでは決してない。

　ジークルーネの威圧をあっさり跳ね除のける辺り、相当の逸材なのである。

　だが、彼女の目の前の二人は、あまりにも桁けた外はずれすぎた。

（ううっ、こんなとこ来るんじゃなかったぁ）
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　どんどん加速度的に、寿じゆ命みようを消しよう耗もうしていっている気がしてならない。

　心臓に悪すぎる。

　正直、恥はじも外聞もなく、この場から逃にげ去りたかった。

　しかし、金かな縛しばりにあったように指一本ピクリとも動かない。

　いったいどんな拷ごう問もんだろうか。

　天上での戦いを地上でやらないで欲ほしい。

　ヒルデガルドは嘆なげきつつ、固かた唾ずを呑んで成り行きを見守ることしか出来なかった。







（ほう！　若いのにこれほどの覇気を有するか）

　自分の威圧をあっさり押し返した少年に、信長は心から感かん嘆たんしていた。

　信長は力ある者が、好きだった。

　結果を出さなければ、林はやし秀ひで貞さだや佐さ久く間ま信のぶ盛もりのような先代から仕える重臣さえ追放してきたし、逆に力さえあれば、羽は柴しば秀吉のような生まれ素性が卑いやしかろうと取り立てたし、松まつ永なが久ひさ秀ひでのように二度に亘わたり裏切った者も許そうとした。

　この眼めの前にいる少年は、まだわずか二〇にも満たぬ年でありながら、弱小氏族であった《狼おおかみ》を盛り立て、アールヴヘイム一帯を治める大国へと導いた。

　このユグドラシルという地は、文明が恐おそろしく遅おくれている。自分と同じように、未来の画期的な手法を持ち込こむことでのしあがったであろうことは容易に想像がつくが、それでも大したものだった。

　すっかり勇斗のことが気に入ってしまった信長である。しかし、そこは気に入った者ほどいじめてしまう、生来のひねくれ者だった。

「さて、どうしたものかのぅ。わしの盃を欲しがる理由には察しがついておる。神帝テイウダンスとやらが発した《鋼》討とう伐ばつ令れい、であろう？」

　勇斗の器を試ためすべく、あえてそんなことを口にする。

「ご存ぞん知じでしたか……」

「わしのところにも、《鋼》討伐の檄げき文ぶんが届いておるのでな」

　苦虫を噛かみ潰した顔の勇斗に、くつくつと意地悪な笑みを返す。

　現あら人ひと神がみだかなんだか知らぬが、ユグドラシルで生まれ育ったわけでもなく、神仏などまるで信じず自らを第六天てん魔ま王おうとまで称しようした信長である。

　神帝に対する畏い敬けいなどこれっぽっちもなく、従ういわれもない。

　そもそも誰かにやれと言われれば、やろうと思っていたことでも否いなと言いたくなるところが信長にはある。

　ゆえに今の今まで討伐令のことなど頭から抜け落おちていたのだが、この少年の器を調べるには絶好の材料であった。

「わしとの盃、確かに貴様ら《鋼》にとっては、四し面めん楚そ歌かの状じよう況きようを脱だつする、起死回生のものとなろう。じゃが、我ら《炎》には大した旨うま味みがなさそうに思えるが？　北からの脅威が消える、などとつまらぬことは言うでないぞ？　別段、盃など交かわさずとも、この状況で我らとまで事を構える余よ裕ゆうは貴様らにはないことぐらいわかっておるしなぁ？」

　情報から類推できる《鋼》の目もく論ろ見みを信長は一気にまくし立て、あえて反論を封ふうじにかかる。

　言葉に詰つまるならこれ幸い、相手に貸しを作って有利な条約を結べる。こちらの想像を超こえる一手を打ってくるなら、それもまた面白い。

　どちらに転ぼうと、信長としては楽しめるわけだ。

　さてお手並み拝見とばかりに勇斗の顔をうかがうと、いささかも怯んだ様子がなかった。

「そこまでこちらの事情を把は握あくされているのであれば、取り繕つくろったところで仕方がありませんね。では……盃を交わしてくださるのであれば、此こ度たびの《雷》征せい伐ばつで我らが取ったガシナの地、丸ごと《炎》に差し上げましょう。それでいかがか？」

「なっ!?」

　これにはさしもの信長も、呆あつ気けに取られざるを得なかった。

　国の主たる者が最も守らねばならぬものが領土である。

　しかも、だ。辺へん鄙ぴな土地ではない。

　ケルムト川流域の肥ひ沃よくな大地だ。そこで採れる小麦があれば、いったいどれだけの兵が養えることか。

　そんな戦略的に極めて重要な土地をあっさり手放そうなど、明らかな愚ぐ物ぶつのすることである。

　まだ交渉は始まったばかり。序じよ盤ばんも序盤である。そんな大きな手札を晒さらしては、より大きな譲じよう歩ほを強しいられかねない。

　自分はこの少年のことを見誤り、過大評価していただけだったのか？

　訝いぶかしげに信長は改めて勇斗を見み据すえ、しかしすぐにそうではないことに気がつく。

　勇斗の瞳ひとみにはいささかの躊躇ためらいもない。なんら惜おしくないという顔をしている。

　これは軟なん弱じやくなご機き嫌げん取とりに来た男の顔では断じてなかった。したたかに計算を働かせ、この信長相手に外交戦を挑いどみ、なおかつ勝ち取ろうとしてきている「漢おとこ」のそれだった。

（どういうことじゃ？）

　真意がまったくわからず、信長は眉まゆをひそめる。

　何か問題のある土地なのだろうか。そういう話は耳にしていない。少なくとも信長の事前の調べでは、ここ数年、かなりの収しゆう穫かく量りようをあげている。

　この少年がいったい何を企たくらんでいるのか、まったく読めない。そしてそれがまたなんとも心地ここちよかった。

（ふふっ、楽しませてくれるわい）

　年とし甲が斐いもなく、信長は高こう揚よう感かんに心こころ躍おどらせていた。







「どうでしょう？　そちらにとってもこれなら十分美味おいしい話では？」

　相手の虚きよを突つけたという確かな手て応ごたえを感じ、ここが勝負どころと勇斗は声に力を込めて詰め寄よる。

　領土は何をおいても守らねばならないことぐらい、勇斗も重々承知している。

　しかもケルムト川流域という立地だ。

　ノーフォーク農法や肥料など、《鋼》の持つ画期的な先進技術を導入すれば、三年以内で収しゆう穫かくは倍以上に跳はね上がり、《鋼》の国力を飛ひ躍やく的てきに増大させるに違いない。

　そう、あくまで三年もあれば、だが。

　その三年後が、果たしてユグドラシルにあるのかどうか、それさえ不ふ鮮せん明めいである。

　少なくとも、勇斗はそれまでに新天地への移住を終えているつもりだった。

　いわばまるごと捨てる土地である。

　さすがに自国の領土を差し出すのは、色々しがらみや体面上の問題もあるので厳しいが、新たに切り取ったばかりの土地ならどうとでも言い訳はきく。

　そのもはや大した価値のない土地を差し出すだけで、南方からの脅威を排はい除じよし、後こう顧この憂うれいを断たち、中央へと進しん撃げきする足がかりができるのだ。

　この交渉が成立すれば、これほど割のいい取引はない。半ば詐さ欺ぎまがいとさえ思うが、なりふりかまってはいられなかった。

「ふむ、確かにそれならば、我らにとって実に益のある話ではある。じゃが、美味うまい話には得てして裏があるのが常であることもまた、わしは知っておる」

　言って、信長がジロリと探さぐるような目を向けてくる。

　当然の反応ではあった。

　実際、前述のとおり裏があるのだが、さすがにそれを言う訳にもいかない。

　表情を変えず、前もって準備していた内容を口にする。

「此度の我らの成果は、ひとえに貴方がた《炎》が《雷》軍を引きつけ、かつ宗主ステインソールを討うってくれた漁ぎよ夫ふの利を得たようなもの。これから兄弟の盃を交わそうという相手に、アコギなことをしても将来のしこりとなるだけ。ここは気前よく振ふる舞うほうが恒こう久きゆうの友ゆう誼ぎの礎になる、と判断したまでです」

「で、あるか。恒久の友誼を結びたいという貴様の言葉を疑うつもりはない。労せず豊かな土地が入るという話も悪くはない」

「で、では……」

　好こう感かん触しよくに勇斗は思わず前のめりになる。

　だが、信長はそんな勇斗を手で制し、

「悪くはないが……必死に生きてこそ、その生しよう涯がいは光を放つものじゃ。この信長、怠たい惰だに与えられたものだけで満足する気はない」

「っ!?」

「労せずしてそれだけのものが手に入るのであれば、労を惜しまず精を出し、より大きなものを貪どん欲よくに、力ずくで手に入れる！　それがわしじゃ」

　勇斗の制止に用いていた手を、信長は今度はグッと力強く握にぎり締しめる。

　その腕うでには、幾多の刀傷が疾はしっていた。

　まさしくその言葉通り、欲しいものは力ずくでもぎ取ってきたことが、なによりも雄ゆう弁べんに伝わってきた。

「わしのところにまで招待状が届いたぐらいじゃ。他の氏族にも当然出回っておろう。貴様らは当分、その対応に追われざるをえん。この状況に乗っかれば、ケルムト川一帯、丸ごと容易たやすく呑み込めそうではないか？　この好機をガシナだけで見み逃のがすなど、我らにとってはなんとももったいない話だとは思わんか？　ん？」

　こちらの事情をきっちり読み切り、その上で自国の利益を最大限もぎ取りに来ている。

　さすがは天下に手をかけた男であった。一ひと筋すじ縄なわではいきそうになかった。

「では、ガシナに加え、コジーンの地も差し上げましょう。それで……」

「足らんな！」

　言葉を言い終えるよりも早く、あっさりと一いつ蹴しゆうされる。

　これには勇斗もさすがに顔色が変わる。

「足りませんか？　コジーンもかなり豊かな地ですが」

「全然足りんなぁ！　わしが欲しいのは、全てじゃ」

「……話になりませんね」

　勇斗は嘆たん息そくとともに、首を左右に振る。

　全てを寄よ越こせ、すなわち傘さん下かに下れというのだろう。

　交渉事において、最初から手札を全部相手に見せないのはごく普通のことだ。それは相手方も暗あん黙もくの了りよう解かいとして理解していることだろう。

　ゆえに最初にガシナを差し出すと言った時点で、信長がさらなる要求を上乗せしてくることは、想定の範はん囲い内ないではあった。

　勇斗としても、最悪、今回の《雷》征伐で取った地なら、全部献けん上じようしても構わないとさえ思っていた。

　しかしこの要求ばかりは、さすがに呑めそうにない。

「では、わしらも敵に回すか？　別にそれでも構わんぞ？」

　信長がなんとも意地悪げにニィッと笑って、圧力をかけてくる。

　つくづくタフな交渉を強いられるなと、勇斗は内心毒づかずにはいられなかった。

　それだけは避さけたいことを、今の苦境を、完全に見み透すかされている。そこをどうにかしない限り、この交渉の不利は否いなめなかった。

　仕方がない、と勇斗は腰こしに手を回し、あるものを取り出す。

「さて、俺おれたちを敵に回すのは、そちらにとっても避けたほうがいいと思いますけどね？」

　不敵に笑いつつ、それを両手で握り構え、くるりと身体を九〇度横にひねり、人差し指に軽く力を込めて引き絞しぼる。

　引き絞る。引き絞る。引き絞る。

　パァン！　パァン！　パァン！　パァン！

　立て続けに、けたたましい轟ごう音おんが神殿ホルグル内に響き渡り、銃口の先に小指の先ほどの大きさの風穴が四つ空く。

「なっ!?　種たね子が島しま!?　貴様も持っておるのか!?　しかも連射まで!?」

　これにはさすがの信長も、驚愕を露あらわにする。

　信長の生きた時代、最新兵器と言えた火縄銃の唯ゆい一いつにして致ち命めい的てきな欠点が、連射できないことである。

　それを克こく服ふくした武器の恐ろしさは、おそらくはそこに最も悩なやまされたであろう彼かれが、わからぬはずもなかった。

「ええ、しかもまだまだ撃うてますよ。言ったでしょう？　俺は貴方が生きた時より、さらに四〇〇年後の世界から来た、と」

　フッと勇斗は銃口から立ち上る煙を吹き消し、拳けん銃じゆうを腰に戻もどす。

　衝しよう撃げきで手と肩かたがジンジンと痛むが、ここがまさに正念場だ、おくびにも出さない。

「貴方たちに種子島があるように、俺たちにはこれがある。手を出してくるなら、ただでは済みませんよ？」

　自信満々にそう言い放つも、実のところはったりもいいところだった。

　確かに勇斗の持っている拳銃は、この世界では突き抜けて高性能と言える。

　が、ユグドラシルに持ち込んだのは、ここにある一丁のみであった。

　しかも弾たまも有限。新たに製造もできない。

　それをさも大量に持っていると見せかけることで、相手に脅威を感じさせ引かせる、まさに奥の手だった。

　勇斗は知っていた。

　この信長という男は、大胆不敵、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの行動力の持ち主であるが、一方で、石橋を叩たたいて渡るがごとき慎しん重ちようさも持ち合わせていることを。

　常に勝てる状況を作ってから戦い、勝てない戦いくさはまずしない男なのだ。

　そこに賭かけたのである。

「ほう……」

　勇斗の挑ちよう発はつに、信長の表情も変わる。

　先さき程ほどまでは、どこか勇斗を試すような、からかうような、そういう「遊び」の雰囲気があったが、今はそれが剥はがれ落ちている。

　戦国の魔王が垣かい間ま見みせる覇気に、勇斗はゴクリと唾つばを飲み込む。

　この圧あつ倒とう的てき威い圧あつ感かんを放つ相手に、実の力ではなく、虚の力のみで立ち向かうのは、尋じん常じようならざる勇気がいった。

　いかにも強気な姿勢を見せてはいるが、内心はドキドキ、睨み合っているだけでゴリゴリと精神力が削けずられていくのがわかる。

　一秒がそれこそ一分にも一時間にも感じられる刹せつ那なにして悠ゆう久きゆうの静せい寂じやくの後、

「ふむ、確かに貴様らの相手をするのは、少々骨が折れそうではあるな」

　信長が勇斗の主張を認め、首しゆ肯こうする。

　ようやく、なんとか対等の交渉の場に立つことができたようだった。

　いつ砕けるともしれぬ薄はく氷ひよう一枚の場ではあったが。

「そもそもとして、こんな西の果ての土地の争いにかかずらっている暇ひまは正直ない。面めん倒どうな相手ならなおさらじゃ。わしも歳が歳じゃ。日ノ本で成し得なかった悲願、天下布武を果たす為ためにも、《雷》の平定が終われば、後顧の憂いを断って、とっとと神都グラズヘイムとやらに上じよう洛らくしたいというのが本音のところよ」

　ざっくばらんに信長が語り始める。

　わかっていたことではあるが、《炎》や《雷》で満足するような男ではない。この地でも変わらず天下を狙ねらっているらしかった。

　そして目的を果たすため、その最短距きよ離りを真正面から堂々と突き進むあたりも、実に彼らしいと思った。

「繰くり返かえしますが、うちもいろいろ立て込んでいて、後顧の憂いを断っておきたいんですよね」

「うむ、わしも貴様も、先に倒たおさねばならん敵が山程おる。つまり我らが争あらそうにはまだ時期尚しよう早そうということじゃな」

　これまでの高圧的で面倒だったやりとりがまるで嘘うそのような話の早さである。

　最初からこういう話をしてくれよ！　と内心勇斗は思ったが、そこは勇斗を試し、それなりに認めたからこそなのだろう。

　取るに足らない相手であれば、呑み込み自らの力に変えていたに違ちがいない。

　この調子なら、なんとか兄弟盃をまとめられそうか、そう安心しかけた勇斗であったが、

「しかし、困ったのう。天下の覇者たらんとするわしは、ゆえに誰とも対等の盃を交わす気はない。天に陽ひは二つはいらんからな」

　頬杖を突き、うーむと信長が考えこむ。

　まさしく生しよう涯がいをかけ、別天地に飛ばされようと、為なそうとしてきたことである。そこにかける想おもいは、なまなかなことでは譲ゆずれぬものがあるのだろう。

　しかし、勇斗とて譲るつもりはなかった。

「そこをなんとかなりませんか？」

「そう言われてものぅ。……おお、そうじゃ。なぁ、小こ僧ぞう、わしの子にならんか？」

　突とつ如じよ、名案を閃ひらめいたとばかりに信長が膝ひざを打ち、そんなことを言ってくる。

　傘下に入るつもりはないと、つい先程まさしく拒きよ否ひしたばかりである。

　このひとにはあり得ないことだが、一いつ瞬しゆん、ボケたのかとさえ思った。

　どういうことかと、目で続きを促うながす。

「もちろんただでとは言わん。わしの盃を受けてくれるなら、《炎》の若頭かしらの地位とともに、我が一人ひとり娘むすめホムラをやろう。先にも言うたが、わしももうこの歳としじゃ。そう長くはない。そしてこの地では、他に子もおらん」

「えっ？　それって……」

　なんとなく、勇斗にも察するものがあった。

　ありえない、まさかとは思う。

　しかし、信長はうむと力強く頷うなずいた。

「娘むすめ婿むことして、わしの跡あと継つぎとなれい」







「どうじゃ？　最初はわしが《鋼》を呑み込ませてもらうが、いずれは《炎》ごと貴様のものとなる。悪い話ではなかろう？」

　言うや、信長は「この手を取れ」と言わんばかりに手を差し出してくる。

　確かに、悪い話ではなかった。

　極めて魅み力りよく的てきでさえあった。

　あの織田信長が、自分のことを認め、跡継ぎにとまで言ってくれているのだ。

　嬉うれしくないはずがない。

　それでも、勇斗は首を左右に振るしかなかった。

「すみません。受けられません」

　この手を取りたくないと言えば、正直、嘘になる。

　一年前であったならば、この盃、間ま違ちがいなく受けていたであろう。いや、美み月つきのことがあるので娘が云うん々ぬんあたりは難しかっただろうが。

　それまでの勇斗の宗主としての方針は、いかに民たみが安あん寧ねいに暮らせるか、であった。

　後世において、信長は寺社を焼やき払はらったことや、部下への厳しい態度から冷れい酷こく無比な人物として一いつ般ぱんに認にん識しきされがちであるが、少なくとも領内では概おおむね善政を敷しいていたのは間違いない。

　有名な楽市楽座政策などにより、領内の経済は大いに活性化し物価も安く、また農民に対しては原則米だけを本税とし、旧来的の複雑な荘しよう園えん的てき、封ほう建けん的てきな公こう租そを一いつ掃そうするという大おお幅はばな減税政策も行っている。

　信長が支配下に置いた尾お張わり・美濃などの多くは、女性が一人旅できるほどに治安が良かったという。

　実際、《炎》が数万もの兵を動員できるのも、まさしく豊かさの証明である。この地でも彼は様々な改革・改善を為し遂げたのだろう。

　彼ならば、《鋼》の民も良く治め、より良い暮らしをさせてくれるに違いない。

　だが、ユグドラシルの真実を知った今、そういうわけにもいかなかった。

「なぜじゃ。やはり口約束では信用できんか？　取り込むや、この信長が言を翻ひるがえすとでも疑っておるのか？　こればかりは信じてもらうしかないが、わしは掛かけ値なしの本気で言うておるぞ」

「いえ。貴方あなたは魔王なんて評価とは裏腹に、戦国の世では有り得ないほど義ぎ理り堅がたく約定を守るひとだということは知っています」

「ふむ」

「ただ、俺にはどうしてもなさねばならぬことがあります。その為には、誰かの下につく盃は、交わすわけにはいかないんです」

　キッと信長の目を見据え、勇斗は言い放つ。

　民を住み慣れた土地から引き離はなし、別天地に移住させる。それも大量に。

　考えるまでもなく、絶対的な強権が必要だ。部下という立場では、そんな大おお鉈なたはとても振るえない。

　いかに信長の死後、再び宗主となれたとしても、一度誰かの傘下に下った勇斗では、今の熱狂的な信仰とさえ言える支持は消え失うせるだろう。

　なにより、それまでユグドラシルがもつのかどうかさえわからない。

　そんな悠ゆう長ちようなことは、していられなかった。

「ふん。理想と信念に燃えたいい目をしている。そんな輩やからにはこれ以上、何を言っても無ぶ粋すいというものか」

　信長が勇斗をまじまじと見つめ、つまらなさげに鼻を鳴らす。

「すみません」

「聞こうか。わしのこの提案を蹴ってまで、貴様は何を為なさんとしておる？　天下か？　男子たるもの、やはり譲られるのではなく、自らの手で掴つかみとりたいと申すか!?」

　闘とう気きを漲らせ、信長が問う。

　やはり彼は、生まれながらの将であり、英えい雄ゆうなのだろう。

　今の言からも、つくづくそう感じさせられる。

　勇斗はゆっくりと首を左右に振る。

「天下は獲とりたいですが、男の矜きよう持じとか、そういうのではないです」

「ほう？」

「少し、二人っきりで話をしたいのですが、構いませんか？」

「ふむ……ラン」

　頷き、少し考えた後、信長は後ろに控ひかえる若頭かしらに向かって、顎あごをしゃくってみせる。

「はっ」

　さすがに本能寺前から仕えてきただけあって心得たもので、ランは立ち上がり、部下を引き連れ神殿ホルグルを出て行く。

「フェリシア」

「はい。わかっております」

　勇斗も副官の名前を呼び振り向くと、彼女も頷く。

　そのまま立ち上がり皆みなを引き連れ、《炎》の連中と同じく、神殿ホルグルを出て行く。

　それらを確かく認にんしてから、信長が興味深げに問うてくる。

「で、わざわざ皆を下がらせた上で、何を語る？」

「このユグドラシルの、真実を」

「ふむ、真実とな？」

「ここは近い将来、海に沈しずみます。《鋼》も、《炎》も、帝てい国こくも全部丸ごと」

　リネーア以外には隠かくし通していたことを、あえて口にする。

　信長もまた、大国の宗主だ。

　その双そう肩けんに、勇斗以上に多くの人の運命が乗っかっている。

　彼にも知る権利と義務があると思ってのことだったが、

「ほう？　与よ太た話ばなしとしても随ずい分ぶんと大きくでたな」

「まあ、そうなりますよね」

　予想通りの返しに、勇斗も自じ嘲ちようするように肩をすくめる。

　勇斗とて、いきなりこんなことを言われては、破は滅めつ思想の誇こ大だい妄もう想そうと取り合わなかっただろう。

　だから、一から説明する。

　ここが信長のいた時代よりさらに三〇〇〇年以上も過去の世界であること。

　にもかかわらず、勇斗のいた世界には、ユグドラシルのような地形の土地は存在しないこと。

　古代ギリシャの書物に出てくるアトランティスと、類るい似じ性せいが多いこと。

　そして、そのアトランティスは海に沈しずむこと。

　はっきりした時まではわからないが、勇斗が調べた限り、決してそれが遠くない未来であること。

　ゆえに勇斗は帝位を簒さん奪だつし、ユグドラシルの民を出来る限り移動させるつもりであること。

　などなどを勇斗は真しん摯しに語って聞かせる。

　優に一時間近くはかかったが、信長も笑い飛ばすようなことはなく、しっかりと耳を傾かたむけてくれた。

　やがて全すべての話が終わると、

「貴様の話は合点のいくことがないこともない。ここがわしがいた頃ころより三〇〇〇年前であるということなど、特にな」

　信長は一定の理解を示した。

　この辺りも、さすがであった。

　宣教師が地ち球きゆう儀ぎを用いて地球が丸いという説明を行うと、家臣の誰もがちんぷんかんぷんな中、信長だけは「理に叶かなっている」と頷いた逸いつ話わが残るが、還かん暦れきを迎むかえたというのになんとも柔じゆう軟なんな頭の持ち主である。

「じゃが、全てを鵜う呑のみにはできんな。確証が足りなすぎる。そもそもいつかすらわからんのだろう？　富ふ士じとていつ噴ふん火かするや知れぬが、その周りに人は大勢住んでおる。そんな不確かなもので国を捨てるなど、正気の沙さ汰たではない」

　極きわめて柔軟でありながら、一方で徹てつ底てい的てきに合理的で現実的な感覚を兼かね備えているのが、信長という男の恐ろしいところであった。

　そこに「理」さえあれば、どんなことも彼は受け入れる度量がある。

　が、信長本人が言うように、勇斗の言葉にはあまりに証しよう拠ことなるものが足りなすぎた。

　勇斗にしてみれば、三五〇〇年も前のことである。そんなもの出せるはずがない。仮に出せたところで、その出典の証明が勇斗にはできない。

　貴様のでっちあげた古書であろうと言われても、反証ができないのだ。

　これでは、現実主義者の信長を動かすことはできない。

「それでも俺は確信しています。そして別天地への移住を断行します」

「で、あるか。是ぜ非ひもなし。まあ、貴様の氏族じゃ。好きにせい」

　勇斗の言葉に、信長も苦く笑しようし、しっしっと犬を追い払うように手を振る。

　わかっていたことではあった。

　ここが二人の、分ぶん水すい嶺れいだった。

　信長が立ち上がり、勇斗を見下ろして言う。

「最後に言うておく。わしが今の《鋼》の地に興味がないのは本当じゃ。そこは安心せい」

「はい」

　勇斗も頷く。

　信長は、自分からは約束を違たがえない。

　あえて口にしたのは、困難な道を進もうという若者への、彼なりの餞はなむけなのだろう。

　ありがたく受け取っておく。

「じゃが！」

　ギンッとその眼光を強める。

　ぶわっと全身から闘気を漲らせ、獰猛に笑う。

　ゾクゾクと背筋を冷たいものが疾るのを感じ、勇斗は思わず喉のどを鳴らす。

　今までとは比べ物にならないプレッシャーだった。勇斗より小さなはずのその身体が、ありえるはずはないのだが倍以上も大きく見える。

　これが戦国の覇は王おうの正しよう真しん正しよう銘めいの「本気」なのだろう。

「肝きもに銘めいじておけ。我わが覇道の前に立ち塞ふさがるのであれば……容よう赦しやはせんぞ」







「……おかえりなさいませ、大おお殿との」

「うむ」

《炎》の若頭かしらランが今日の宿である神殿ホルグルの離はなれで待機していると、しばらくして主あるじが帰ってきた。

　挨あい拶さつがわずかに遅れたのは、主の身体から漏れ出いでる覇気に呑のまれたからである。

　それでも一瞬で済んだのは、人生の半分近くを彼の側そばで過ごしている慣れのおかげか。

　言いい換かえれば、そんなランですら呑まれるほどに、今日の主の覇気は尋じん常じようではなかったということでもある。

「《鋼》の宗主殿どののことが、随分とお気に召めしたようですね」

　主の心を察することにかけてはランの右に出る者はいない。

　ユグドラシルに飛ばされてはや一〇年以上、ここまで心が昂たかぶり機嫌が良さそうな主は初めてであった。久方ぶりの歯ごたえのある相手に、満足したのだろう。

「おう！　わしを相手どって一歩も引かずとは、実に大した小僧であった。なかなかに楽しい一時じゃったよ。まだまだ青さは残るが、のぅ」

「青い、ですか。私にはむしろあの若さでよくぞ、といった感じでしたが」

　ランとしては、一〇代とは思えぬ思し慮りよ深ぶかさに、感嘆していたぐらいである。

　さすがはたった二年足らずで弱小氏族だった《狼》を大国へと生まれ変わらせただけのことはあると、自分より若い少年に強い嫉しつ妬とさえ覚えていた。

　そんな《鋼》の宗主も、この主にしてみると、未熟に見えるらしい。

「例えばどのような点でしょう？」

「あの連発できる種子島はまずハッタリじゃ。十中八九、な」

「えっ!?」

　ランが驚きよう愕がくのあまりおでこにシワを寄せ、目を見開く。

　せっかくの美形が台無しである。

「しかし、実際に連発していたではありませんか。なにかの手て妻づまだったと？」

「いや、あれ自体は本物であろう。だが、あれ一丁か、あってせいぜい後二、三といったところであろうよ。そんなもの、戦では脅きよう威いでもなんでもない」

《炎ほのお》軍の総兵力は五万をゆうに超える。

　あの種子島がいかに強力であろうと、それなら確かに脅威ではないが……

「なぜ、そんなことがおわかりに？」

「あやつが言うておったじゃろう。この地に来て、丸三年になる、とな。種子島の実物があってさえ、わしらがここまで揃そろえるのに何年かかった？」

「あっ……」

　ランが痛つう恨こんといった体ていで、顔をしかめる。

　連発種子島の衝しよう撃げきに気を取られて、完全に失念していた。

「ふふっ、鉄さえ作れなかったこの地の連中が、それよりはるかに優すぐれた代しろ物ものを三年足らずで量産までしておるなど、ありえるはずがなかろう？　つまり、未来から持ち込んだ現物のみ、ということよ」

「確かに言われてみれば……。しかし、はったりだと気づいていらっしゃったなら、なぜ言わなかったのです？」

「確信までは持てんかったからな」

「なるほど……」

　一五年以上側近くで仕えていれば、主の性格はもう十二分に承知している。

　十中八九ということは、言い換えれば十中一二は、「真まこと」の可能性が残る。

　主の目的はあくまで天下布武である。

　中央から離れた《鋼》の地に興味はない。

　そんなところに大兵力を投入して、万が一大きな損害を被こうむろうものなら、近々予定している上洛計画に狂くるいが生じる。

　それを避けたかったといったところか。

「そういえば、盃さかずきはなぜ交わさなかったのです？　対等の盃を交わす気はないなんて、初耳なのですが？」

　むしろ会う前は、《鋼》の宗主が噂うわさ通りの傑けつ物ぶつであるならば、是非とも盃を交わしたいとさえ言っていたぐらいである。

　そして、見る限り、その器量にも満足している。

　若頭かしらである自分を差し置いて、後こう継けい者しやとして引き抜こうとしたほどに。

「五分の盃を交わしておると、後々面倒そうなので、な」

「面倒？　なぜですか？　この地の誓せい盃はいは絶対。後顧の憂いを断つなら、むしろ最高の保証になるような……」

　訝いぶかしげに首をかしげるランに、信長は意味深に笑う。

　心底楽しげに、それでいて、何かを確信したように。

「絶対じゃからよ。ふふふ、想像以上じゃったわい。あの者とは、いずれ天下をかけて雌し雄ゆうを決さねばならぬ刻が来る。そんな予感がしたのじゃ」







EPILOGUE







「あー、もうなんなんだよ、あの化け物！　オーラ半はん端ぱなさすぎだろ」

　勇ゆう斗とはぐで～っと寝しん台だいに横になり、盛大に愚ぐ痴ちっていた。

　疲労困こん憊ぱい、もう身体からだを起こすことすら億おつ劫くうだった。

「お疲つかれ様です」

　団扇うちわを扇あおぎつつ、フェリシアが労いたわりの言葉をかけてくれる。

　彼かの女じよもまた、信のぶ長ながの「気」に当てられたらしく、相当に顔色が悪い。

　だが、まだマシなほうで、親衛騎団ムスツペルの面々はエインヘリアルであるヒルデガルドも含ふくめて、皆地面に座すわり込こみ、精も根も尽つき果てたというふうにぐったりうつむいている。

　アルベルティーナもいつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおはなく、クリスティーナにずっとくっついて離れない。

　クリスティーナは表面上こそ平気そうではあるが、それでもやはりどこか上の空のようだった。

「あれが、お兄様が手本とされた英雄、織お田だ信長でございますか。想像よりはるかにとんでもない御ご仁じんですね。あのステインソールが可愛かわいくさえ思えました」

「ほんとな……」

　もちろん、単純に一対一の戦せん闘とうとなれば、ステインソールが絶対に勝つだろう。

　だが、違うのだ。

　人間としての存在感が桁けた外はずれなのだ。その場にいるだけで、押おし潰つぶされそうな錯さつ覚かくを抱いだくほどに、とてつもなくでかいのだ。

「よくお兄様はあの方と真っ向から渡わたり合えるものですわ。わたくしでは、呑まれて言葉を発することさえ出来なかったかもしれません」

「俺にしたところで、遊ばれた感があるけどな」

　信長が最後に見せた気き迫はくと覚かく悟ご。

　尋常なものではなかった。

　会談時も手を抜ぬいたというほどではないだろうが、彼にとっては所しよ詮せん、余興に付き合ってやった、といったところか。

「まさか、そんな……!?」

　フェリシアが息を呑む音が聞こえる。

　彼女は勇斗をかなり過大評価している傾けい向こうがある。そんな勇斗を遊び半分で相手取れるなど信じられないらしい。

　それでも息を呑んだのは、あの男ならばもしや、という想いが拭ぬぐい去れなかったのだろう。

「まあ……だからって負けてなんてられねえけどな」

　言うや、勇斗はひょいっと足を上げ、下げる反動で身体を起こす。

　心に灯ともった戦意が、身体に活力を回復させていた。

「何はともあれ、当初の予定とは少し違うが、不戦の約定は勝ち取れた。これで対たい包ほう囲い網もうに専念できる。とっとと片付けるぞ。あのとんでもねえじいさんが出張ってくる前に、な」

　奇くしくもこの宗主パトリアーク会談の同日、別のところでも歴史が動いていた。

《剣つるぎ》をはじめ、《雲くも》《牙きば》《豹ひよう》《蹄ひづめ》の五氏族が一いつ斉せいに《鋼はがね》へと宣戦を布告。

　侵しん攻こうを開始したのである。




to be continued







あとがき







　こんにちは、お久しぶりです。鷹山誠一です。

　これを書いている現在、喉が非常に痛くてたまりません。担当さんには、別人かと戸惑われました。

　声枯れした鷹山の声は、ちょっとゆきさん先生に似ているそうです。

　意外な発見！

　というわけで、百錬の覇王と聖約の戦乙女第一二巻をお届けします。皆様楽しんで頂けましたでしょうか。

　今巻で、鷹山通算二〇冊目になります。

　二〇冊ですよ、二〇冊！

　これもひとえにお買い上げくださっている皆様のおかげです。

　本当に有難うございます！

　内訳は「オレと彼女の絶対領域」七冊、「魔王殺しの竜騎士」二冊、「百錬の覇王と聖約の戦乙女」一一冊、文字数にすると、一巻一〇万文字として二〇〇万文字！

　我ながらよく書いたものです。

　今後も三〇冊目、四〇冊目を目指して頑張っていきたいと思います。







　ネタもないので本編関係の裏話でもいくつかしていこうと思います。

　といっても、自分もそうですが、あとがきから読まれる方も少なくないと思われますので、一〇巻までのものですが。

　一気買いしてあとがきから連続で読んでいる、という方は回れ右お願いいたします。

　さて、九巻で解明されたユグドラシルの正体ですが、実は一巻の初稿（最初に書き上げて編集さんの手直しなどが全く入っていないもの。鷹山的には叩き台）のラストには、きっちりその名が載っていたりしました。

　世界の謎をあっさりと語ってもつまらないだけなので、消しといて本当に良かったと思います（笑）

　更に遡ると、初期の企画段階では、完全な異世界設定でした。

　本作の設定を活かすには、「紀元前一五〇〇年頃の青銅器文明の世界」か、「文明を持たない獣人世界」かの二ルートを考えていました。

　結果として、一〇巻で明かされたユグドラシルの正体と絡める設定を思いつき、前者を選ぶことになったわけですが、獣人世界もいつかはやってみたい設定ではあります。

　異世界ではなく過去と設定を固めると、次はモチーフとなる文明です。

　まあ、ぶっちゃけきっちり記録に残っているような紀元前一五〇〇年頃の文明というと、古代オリエント一択だったのですが（笑）

　実は鷹山は篠原千絵先生の漫画「天は赤い河のほとり」の大ファンでして、これも一つの縁なのかな、と思ったものです。

　さて、世界設定が固まってくると、最後は移動手段です。

　今ではトラックに跳ね飛ばされたら異世界に行けるようですが（笑）、当時の鷹山はまだそのことを知りません。

　最初に思いついたのが、某天才キャラにより時空転移装置でした。

　その装置の通信機能を使って、現代から情報を引き出すという感じです。

　しかし、前作とクロスリンクしすぎるということで前担当さんにボツにされました。

　まあ、当然ですね。

　前作読んでないとわかりにくいものなんて、リスクでしかありません。

　さてさてページもなんとか埋まってきたので、謝辞に移りたいと思います。

　担当Ｕ様、今回はかなりギリギリの入稿となり、真に申し訳ありませんでした。

　ゆきさん先生、美麗なイラストの数々、ありがとうございます。

　この本を出すにあたり、お世話になった関係者各位にも感謝を。

　なにより、この本を手に取って下さった読者様に最大級の感謝を。

　それではまた一二巻でお会いできることを願って。







鷹山誠一







[image: ]




item/image/cover.jpg
“Master Of Ragnargk
& Blesse inherjs






item/image/p191.jpg
/ LTI ‘






item/image/p151.jpg





item/image/p227.jpg





item/image/p107.jpg
J 0 /@7 |
L\ ‘\\“ ‘ 'la\‘

| ———






item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		Prologue I



		Prologue II



		ACT1



		ACT2



		ACT3



		ACT4



		ACT5



		Epilogue



		あとがき





		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p021.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
272 L a=NDdHTIT | ey
TI51-0053 MOHBRARA 4 k2158

()R =Y x5y HISCHARIEH

Rk — ek WwE S A Kk

@ I;gSIE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/

HHOB T & B0 %11

20164E7 H1 H RIBUEAT

#a—E 1L R—

REARTRL
BRI AR E =V v Y
1510053
WHAREA XA 4 A2-15-8
i 03(5304)7604 (RRdE)
03(5304)9112 (#3%)
FIRIFT——K HAEDR ek £tk
ET—ARFHA Y - 7# /B EHA b—

SRR - B

©Seiichi Takayama
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1255-3 C0193






item/image/p051.jpg
(8 ﬂ&mﬁ
<<
1S X
> ) ed

)

Y





item/image/p003.jpg
SEFRA
EXNREOYBIRIETS
HcEEsZ R 7l
P DEROBEICE DI

FUNDAENEIR DI,

YYURY=77

WERP2NRHE

TR DI |

AOF T BEEHER

et
(FLIDE(C R DI~
R 2 ERIE 7Y,
7 DRETRe

LD SRE DI TTF 0>
37 MO o Yk )
Z00BDRHTI X

R SISREERE
BOTHZOHERR
DIFEADTEE.






item/image/p002.jpg
EE e T D)
Z RIS % SRR DIE
EVDNAIER O

TAYNUTIN

sv4lica 13

1/ 4 '?
AR, I L

wfepRsnoren) | ARt R A
i ey NEFE e
Pl e

Lx>7 L

RREEB DI

(B DRIERNSRT,
CRICEDHAGH B E
DENCBNN T D&
3oz,
127996
CRYDHBESZEETS
| SRR B ORI,
o
FISZETE) DI
=D






item/image/p001.jpg
~

EEOBTERUOBZ 511

FE B —

HUX &

x

N\






item/image/p006.jpg
O - DMK L 40502





item/image/p005.jpg
A () Ak H _ _ _

m@% 2 ﬁﬁiéﬁaﬁ ﬁm%m%&
NSNS BRSOV
RRYRIRT—H

o
i
"t HHO BN EBEOKH EHCDEH REGOEH RER) KM

I S s

gg%

ol S ol
¢ [ _ _ _ _
o 5 5 5 5 5

%_An 1,_% %_An %_An %_An





item/image/p004.jpg
Xz
B

T=IINA LT

§

%
7 AA LT

ANIAA LTS





item/image/p169.jpg





item/image/p209.jpg





item/image/p129.jpg





